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ＮＰＯなどの民間福祉活動を
助成金で応援します！
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福祉医療機構がＷＡＭ助成でめざすもの

国庫補助⾦や寄付⾦を財源としたＷＡＭ助成（社会福祉振興助成事業）は、政策動向や国⺠

ニーズを踏まえ、⺠間の創意⼯夫ある活動や地域に密着したきめ細やかな活動等に対し、助成を⾏う

ことで、⾼齢者・障害者等が地域のつながりの中で⾃⽴した⽣活を送れるよう、また、⼦どもたちが健や

かに安⼼して成⻑できるよう必要な⽀援を⾏うことを目的としています。

連 携
ネットワーク分 野 横 断

制度の隙間
への対応

制度の狭間に対する民間福祉活動を応援し、

社会課題の解決の仕組みをつくる

国の政策に
連動

“ニッポン一億総活躍
プラン”を軸とした幅広い
助成テーマを設定して

います。

地域連携・広域
連携を応援

複数の団体と強みを活かし
た連携により実施する事業

を応援します。

分野横断的
活動を後押し
制度の狭間の課題に対
応する分野横断的活動
を後押しします。

制度化を促進

⾏政との協働や政策提⾔を
促進することで、制度の更
なる拡充を図ります。

【安心につながる社会保障】

（1） 安⼼して暮らせるための地域共⽣社会の実現に資する事業

（2） 求められる介護サービスを提供するための多様な人材の確保、
⽣産性の向上に資する事業

（3） 介護する家族の不安や悩みに答える相談機能の強化・⽀援体制
の充実に資する事業

（4） 介護に取り組む家族が介護休業・介護休暇を取得しやすい職場
環境の整備に資する事業

（5） 介護と仕事を両⽴させるための働き⽅改⾰の推進に資する事業

（6） 元気で豊かな⽼後を送れる健康寿命の延伸に向けた取り組み強化
及び⾼齢者への多様な就労の機会の確保に資する事業

（7） 障害者、難病患者、がん患者等の活躍を⽀援する事業

【夢をつむぐ子育て支援】
（8） 結婚、⼦育ての希望実現の基盤となる若者の雇⽤安定・

待遇改善に資する事業

（9） 妊娠・出産・育児に関する各段階の負担・悩み・不安を切れ
目なく解消するための⽀援事業

（10）⼦育てを家族で⽀える三世代同居・近居しやすい環境づくり
に資する事業

（11）出産後・⼦育て中も就業が可能な多様な保育サービスの
充実・多様な人材の確保・⽣産性の向上に資する事業

（12）出産・⼦育ての現場である地域の実情に即した働き⽅
改⾰の推進に資する事業

（13）希望する教育を受けることを阻む経済事情など
様々な制約の克服に資する事業

（14）⼦育てが困難な状況にある家族・⼦供
等への配慮・対策等の強化に
資する事業

制度化・モデル事業化した事例（H28事業より抜粋）

●認定NPO法人 おかやま入居⽀援センター
「居住⽀援法人活動⽀援事業」（国⼟交通省）

●NPO法人 釜ヶ崎⽀援機構
「あいりん⽇雇労働者等⾃⽴⽀援事業」（⼤阪市）

●まんまるママいわて
「産前産後ケア事業」（花巻市）

●一般社団法人 パーソナルサポートセンター
「被災者⽀援総合事業」（多賀城市）

●NPO法人 教育サポートセンターＮＩＲＥ
「⼦ども若者応援フリースペース事業」（品川区）

●NPO法人 つくしん棒
「⽔道を使った新しい⾼齢者⾒守り事業」（坂城町）

助 成 テ ー マ
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「生活困窮者が支援策を選択できることを目指す 」
〔内容紹介〕
◇平成２７年１⽉に岩⼿県初のフードバンク団体として設⽴
◇⽣活困窮者の⾷料⽀援と社会参加の場づくりに取り組む
◇フードドライブを実施し市⺠を巻き込んだ活動に
◇相談者が⽀援機関に相談しやすい仕組みを構築
◇農作業を通じて当事者の⾃己有⽤感の向上につなげる
◇⽀援に必要な知識・技能を習得する学習会を開催

3  地域に根ざしたフードバンク活動で生活困窮者に⾷料支援
〜特定非営利活動法⼈フードバンク岩⼿〜

「⼈材を育成し、⾏政の支援につなげる」
〔内容紹介〕
◇復興が進むなか障害者の社会資源不⾜が課題
◇就労継続⽀援Ｂ型事業所や⼼のケア事業などを運営
◇障害者の居場所・社会参加の場づくりに取り組む
◇地域貢献につながるボランティア活動を実施
◇調理実習を通して障害者の⾷育や⽣活スキルの向上を図る
◇気軽に相談できる場として「まちなか⼼の保健室」を設置

1  被災地での障害者の孤⽴を防ぎ地域生活を創造
〜特定非営利活動法⼈ポラリス〜

2  児童養護施設等退所児童アフターケア
〜一般社団法⼈ヤング・アシスト〜

「“個⼈対個⼈”の関係性をつくることが重要」
〔内容紹介〕
◇施設を退所した⼦どものアフターケアに取り組む
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、サロン活動を通じた⽀援を強化
◇関係団体と連携し、就労⽀援に取り組む
◇「出張サポート」で利⽤者の⾃宅訪問や同⾏⽀援を実施
◇シンポジウムや研修会を開催し、現状や必要な⽀援を周知

「自分にあった生き方を
みつけてもらうことを支援 」

〔内容紹介〕
◇さまざまな困難を抱える若者の居場所⽀援に取り組む
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、農業体験を通じた⾃⽴⽀援を実施
◇就労に向けた体験の場として「こだわり市」を開催
◇中間的就労として弁当・惣菜の製造販売を実施
◇企業等との関係性を深め、利⽤者の雇⽤につなげる

4  農業体験を通して、⾷と職の生活の自⽴へ
〜特定非営利活動法⼈ＹＣスタジオ〜

社会課題を

知る

先駆的な事例から紐解く

『社会課題』 『事業』 『成果』

今、私たちの目の前に現れる社会課題は一層、複雑化しています。
一つの問題が解決しても別の問題が⽣じるなど、
“社会課題の解決”は簡単ではありません。

本誌では、ＷAＭ助成の中から、複雑な社会課題に⽴ち向かうために、
分野を横断したり、他機関とのネットワークを活かしながら、事業に取り
組まれた全国各地の先駆的な事例とその成果等を掲載しています。

・どのような社会課題が存在するのか？

・誰と連携・協⼒し、どのような事業に取り組んでいるのか？

・事業はどのような成果につながっているのか？

といった視点から、事例をご覧いただくことで、
本誌が皆さまの活動のヒントや事業⽴案の一助となること

そして、⺠間福祉活動にかかわりを持つ個人や企業・⾏政など
さまざまな主体の連携の輪がひろがるきっかけとなれば幸いです。

平成３０年９⽉
独⽴⾏政法人福祉医療機構 ＮＰＯリソースセンター

はじめに

・・・・・・・・・・ 社 会 課 題

・・・・・・・・・・ 事業の実施内容

・・・・・・・・・・ 連携先・関係者

・・・・・・・・・・ 成果・波及効果

＜事例の中で特にポイントとなる箇所にマーカーを引いています＞

事業の組み⽅に

学ぶ 連携先を

成果を

捉える

イメージ
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◇ＷＡＭ助成を活⽤し、農業体験を通じた⾃⽴⽀援を実施
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「ネットワークを形成することで
発信⼒の強化に」

〔内容紹介〕
◇貧困家庭の⼦どもの教育⽀援事業に先進的に取り組む
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、⽀援団体のネットワークを強化
◇貧困問題の現状や課題を周知するシンポジウムを開催
◇被災地の⽀援団体の認知度向上のためのイベントを開催
◇助成事業がきっかけで２つの組織が⽴ち上がる
◇ネットワークを構築したことで発信⼒が強化 7  市⺠が主体となった共助による地域支援を推進

〜特定非営利活動法⼈Ｌかごしま〜

「暮らしやすいまちづくりを推進」
〔内容紹介〕
◇「ひまわりハウス」を開設し、地域の活性化・課題解決に取り組む
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、活動の充実と⽀援拠点を拡⼤
◇⾼齢者⽀援活動として「ひまわりごはん」を実施
◇⼦育て世代や⾼齢者が交流を図るさまざまなイベントを開催
◇新たに５カ所の「ひまわりハウス」を開設
◇姶良市の「総合事業」の受託につながる

10  子どもの貧困問題の解決に向け支援団体間のネットワークを構築
〜特定非営利活動法⼈キッズドア〜

「サービス拒否への対応方法が課題」
〔内容紹介〕
◇安全で豊かな共⽣社会の実現を目指して
◇要⽀援者を⽀援につなぐ環境づくりに取り組む
◇全⼾訪問を実施し潜在的ニーズの早期発⾒につなげる
◇要⽀援者に対し継続的なフォローアップを提供
◇地域の⽀援機関の情報を掲載した社会資源リストを作成

9  地域共生社会の実現に向け、ひとり親や生活困窮者を支援
〜認定ＮＰＯ法⼈ハーモニーネット未来〜

「互いの多様性を認めあうことが重要」
〔内容紹介〕
◇安⼼して⽣活できる地域社会の実現を目指す
◇ひとり親や⽣活困窮者の⽀援に取り組む
◇多様な居場所⽀援を広域的に提供
◇⼦ども⾷堂を「⾷を通じた共⽣型の居場所」に
◇ＤＶ被害の⽀援者を対象とした養成講座を開催

6  孤⽴する若者の活性化と就労支援
〜社会福祉法⼈向陵会〜

「学生と一緒に社会貢献につなげる活動を」
〔内容紹介〕
◇「共⽣」を理念に障害者の⾃分らしい⽣活を⽀える
◇障害者と孤⽴する若者の⾃⽴⽀援に取り組む
◇卒業⽣が起業し研修⽣を受け入れる
◇企業訪問・アンケートに障害者雇⽤の調査を実施
◇平成２９年４⽉から京都市の就労⽀援事業に

5  地域の支援団体と協働し、生活課題を抱える団地住⺠を支援
〜特定非営利活動法⼈中信多⽂化共生ネットワーク〜

11  インフォーマルな助け合いの輪を広げて障害者を地域のネットワークで救う
〜特定非営利活動法⼈ＰａｎｄＡ - Ｊ〜

「共生社会の考え方を
地域に伝えていくことが責務」

〔内容紹介〕
◇障害者の権利擁護活動を目的に団体を設⽴
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、広域的にトラブルシューターを養成
◇各地域で⽀援ネットワークを構築
◇性犯罪の予防・再犯防止に向けた研修会を開催
◇トラブルシューターネットワークの連携体制を強化
◇障害者にとどまらず、「⽀援者を⽀援する体制」を構築

「在宅医療を加えた
地域の支えあい体制を目指す」

〔内容紹介〕
◇⽣活⽀援の担い⼿となる人材の確保・育成が課題
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、地域の助け合いの仕組みづくりに取り組む
◇⽣活⽀援ボランティア講座を開催し⽀援の担い⼿を養成
◇県内の６地域１９カ所で交流拠点を開設
◇「相談・コーディネート会」を開き活動をフォローアップ
◇新たに４市町で活動が始まり、事業が県内広域に普及

8  生活支援ボランティアを養成し、地域の助け合い活動推進事業を実施
〜⼤分県ボランティア連絡協議会〜

都道府県をまたぐ
全国的・広域的な事業 同一県内の

新事業展開 活動・事業
立上げ

全国的・広域的ネットワーク
活動支援事業 地域連携活動支援事業

本誌は⽉刊誌「ＷＡＭ」2017年4⽉〜2018年3⽉号に
掲載された「いきいきチャレンジ」の記事がもとになっています。
掲載内容は、2017年度時点のものです。

月刊誌「ＷＡＭ」
〔編集・発⾏〕独⽴⾏政法人福祉医療機構
〔編集協⼒〕株式会社法研
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◇貧困家庭の⼦どもの教育⽀援事業に先進的に取り組む
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◇貧困問題の現状や課題を周知するシンポジウムを開催
◇被災地の⽀援団体の認知度向上のためのイベントを開催
◇助成事業がきっかけで２つの組織が⽴ち上がる
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◇「ひまわりハウス」を開設し、地域の活性化・課題解決に取り組む
◇ＷＡＭ助成を活⽤し、活動の充実と⽀援拠点を拡⼤
◇⾼齢者⽀援活動として「ひまわりごはん」を実施
◇⼦育て世代や⾼齢者が交流を図るさまざまなイベントを開催
◇新たに５カ所の「ひまわりハウス」を開設
◇姶良市の「総合事業」の受託につながる

10  子どもの貧困問題の解決に向け支援団体間のネットワークを構築
〜特定非営利活動法⼈キッズドア〜

「サービス拒否への対応方法が課題」
〔内容紹介〕
◇安全で豊かな共⽣社会の実現を目指して
◇要⽀援者を⽀援につなぐ環境づくりに取り組む
◇全⼾訪問を実施し潜在的ニーズの早期発⾒につなげる
◇要⽀援者に対し継続的なフォローアップを提供
◇地域の⽀援機関の情報を掲載した社会資源リストを作成

9  地域共生社会の実現に向け、ひとり親や生活困窮者を支援
〜認定ＮＰＯ法⼈ハーモニーネット未来〜

「互いの多様性を認めあうことが重要」
〔内容紹介〕
◇安⼼して⽣活できる地域社会の実現を目指す
◇ひとり親や⽣活困窮者の⽀援に取り組む
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外
就
労
と
し
て
、
い
ち
ご
農
園
で
山
元

町
の
特
産
品
で
あ
る
い
ち
ご
の
販
売
や
清
掃
業
務
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
ア
ー
ト
作
品
の
創
作
活
動
な
ど
に

取
り
組
む
。
創
作
活
動
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
地

元
企
業
か
ら
依
頼
を
受
け
、
連
携
団
体
や
地
域
住
民

と
協
働
し
な
が
ら
、
復
旧
し
た
山
下
駅
前
に
山
元
町

の
歴
史
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
高
さ
2
ｍ
、
全
長
33
ｍ

の
巨
大
壁
画
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
に
対
し
、
既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
以
外
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、「
何
で
も
相
談
で
き
る
場
所
が
ほ

し
い
」、「
生
き
が
い
に
な
る
楽
し
い
こ
と
や
仕
事
が

し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

平
成
26
年
11
月
に
山
元
町
が
実
施
し
た
障
害
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
し
て
同
法
人
で
は
、

孤
立
し
が
ち
な
障
害
者
の
居
場
所
・
社
会
参
加
の
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
障
害
者
の
居
場
所
・
社
会
参
加
の

場
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
を
活
用
し
、「
被
災
地
で
の
障
害
者
の
孤
立
を

防
ぐ
社
会
参
加
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
孤
立
し
が
ち
な
被
災
地
の
障
害
者
が

気
軽
に
集
い
、
地
域
住
民
と
交
流
で
き
る
場
や
社
会

参
加
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、「
居
場
所
・

社
会
参
加
の
場
づ
く
り
」と
し
て
、①
集
い
の
場
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
②
地
域
を
明
る
く
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
③
調
理
交
流
会
、
④
地
域
学
習
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、「
対
話
に
よ
る
心
の
ケ
ア
の
場
」

と
し
て
、
⑤
ま
ち
な
か
心
の
保
健
室
を
設
置
し
た
。

　
集
い
の
場
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
孤
立
し
が
ち

な
障
害
者
が
地
域
住
民
と
交
流
し
な
が
ら
活
動
で
き

る
場
と
し
て
「
絵
画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
、

「
う
た
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
た
。

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
つ
な
が
る
場
に
し

た
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
障
害
者
に
限
定
せ
ず
、

開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
を
毎
月
配
布
し
た
ほ
か
、
連
携

団
体
な
ど
を
通
じ
て
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　「
絵
画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
月
3
回
／
全

23
回
）
で
は
、
法
人
の
ア
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

も
と
、
居
心
地
の
よ
い
雰
囲
気
の
な
か
、
利
用
者
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
可
能
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
と
一
緒
に
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
常

識
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
作
品
を
つ
く
る
利
用

者
も
多
く
、
周
り
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
大
き
な

自
信
と
な
り
、
利
用
者
同
士
が
互
い
に
認
め
あ
う
こ

と
で
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
障
害
者
が
地
域

に
一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
継
続
的
に
参
加
す
る
利
用
者
の
な
か
に
は
、
同
法

人
の
就
労
支
援
の
利
用
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
創
作
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
生
き
が
い
に

な
る
だ
け
で
な
く
「
細
か
い
作
業
が
得
意
」、「
同
じ

作
業
が
続
け
ら
れ
る
」
な
ど
の
特
性
を
分
析
で
き
る

た
め
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
に

も
役
立
つ
と
い
う
。

　
ま
た
、
オ
ペ
ラ
の
声
楽
家
を
講
師
に
招
き
、
歌
や

ダ
ン
ス
、対
話
を
楽
し
む「
う
た
カ
フ
ェ
」（
月
1
回
／

全
8
回
）
は
、
利
用
者
か
ら
高
い
人
気
が
あ
り
、
毎

回
多
く
の
参
加
者
を
集
め
た
。
地
域
住
民
に
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
、
１
０
０
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
2

回
開
催
し
て
お
り
、
利
用
者
の
心
を
癒
す
と
と
も
に

地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
助
成
期
間
中
（
平
成
27
年
8
月
～
28
年
3
月
）
の

集
い
の
場
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
実
績
は
、「
絵

画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」は
延
べ
３
２
８
人
、「
う

た
カ
フ
ェ
」
は
延
べ
３
２
４
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

　「
地
域
を
明
る
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
、

就労継続支援B型事業所では、
施設外就労として、いちご農園
で地域の特産品であるいちごの
販売や清掃業務などに取り組む

アート作品の創作活動に力を
入れる同法人は、地元企業の
依頼を受け、復旧した山下駅
前に山元町の歴史をモチーフ
にした巨大壁画を製作
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復
興
が
進
む
な
か

障
害
者
の
社
会
資
源
不
足
が
課
題

　
宮
城
県
の
東
南
端
に
位
置
す
る
亘
理
郡
山
元
町

は
、
東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
で
あ
る
。震
災
か
ら
5
年
以
上
が
経
ち
、

平
成
28
年
12
月
に
交
通
の
要
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
山

下
駅
が
移
転
を
経
て
運
行
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、

災
害
公
営
住
宅
が
完
成
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
復
興

は
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
被
災
地
に
お
い
て
は
、
行
政
の
支

援
は
主
に
被
災
者
や
高
齢
者
に
充
て
ら
れ
、
障
害
者

へ
の
対
応
は
後
手
に
回
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
と

く
に
山
元
町
で
は
障
害
者

が
日
中
活
動
で
き
る
社
会

資
源
は
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
す
る
山
元
町
共
同

作
業
所
の
1
カ
所
の
み

で
、
被
災
し
た
障
害
者
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
居
場

所
や
社
会
参
加
の
機
会
が

極
め
て
少
な
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
平
成
27
年
5
月
に
設

立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ポ
ラ
リ
ス
は
、
障

害
者
支
援
を
中
心
に
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
地
域
の

再
生
を
目
指
し
て
い
る
。

　
法
人
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の
田
口

ひ
ろ
み
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
も
と
も
と
は
社
協
の
職
員
と
し
て
、
山
元
町
で

唯
一
の
福
祉
作
業
所
の
施
設
長
を
務
め
て
い
ま
し
た

が
、
障
害
者
の
社
会
資
源
は
乏
し
く
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
陥
っ
て
い
る
障
害
者
が
多
い
こ
と
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
障
害

者
が
活
動
で
き
る
新
た
な
場
所
を
つ
く
る
必
要
性
を

感
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
社
協
で
培
っ
て
き
た

障
害
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
も

つ
柔
軟
性
を
活
か
し
な
が
ら
支
援
し
た
い
と
考
え
た

こ
と
が
設
立
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
面
を
考
え
る
と
、
障
害
者
支
援
を
行
政
・
社
協

だ
け
に
任
せ
て
い
れ
ば
よ
い
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
が
主
体
的
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
以
下
、「
　
」
内
は

田
口
代
表
理
事
の
説
明
）。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
や

心
の
ケ
ア
事
業
な
ど
を
運
営

　
主
な
事
業
と
し
て
、
知
的
・
精
神
障
害
者
の
就
労

支
援
継
続
Ｂ
型
事
業
所
（
定
員
20
人
）
の
運
営
を
は

被
災
地
で
の
障
害
者
の
孤
立
を
防
ぎ

地
域
生
活
を
創
造

宮
城
県
亘
理
郡
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ポ
ラ
リ
ス

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
９
８
９
︱
２
２
０
２

　宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
髙
瀬
字
合
戦
原
72
番
地
64
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︱
３
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Ｒ
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oto.com

/

設   

立
：
平
成
27
年
5
月

代
表
理
事
：
田
口
　ひ
ろ
み

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「被災地での障害者の孤立を防ぐ社会参加事業」

（助成額：135万9千円）
事業概要：被災地においては、行政の支援は主に被災者や高

齢者に充てられ、障害者への対応は後手に回って
いる現状があることから、ひきこもりがちな障害
者の孤立を防ぐことを目的に、障害者が地域住民
と交流できる居場所や社会参加の機会をつくると
ともに、心のケアを実施する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　被災地においては、行政の支
援は主に被災者や高齢者に充て
られ、障害者への対応は後手に
回っている現状があることから、
ひきこもりがちな障害者の孤立
を防ぐことを目的に、障害者が
地域住民と交流できる居場所や
社会参加の機会をつくるととも
に、心のケアを実施する事業を
行なった宮城県亘理郡山元町の
特定非営利活動法人ポラリスの
取り組みをご紹介します。

1

8



じ
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
事
業
、
心
の
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
就
労
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
で

は
「
は
た
ら
く
・
た
の
し
む
・
学
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
施
設
外
就
労
と
し
て
、
い
ち
ご
農
園
で
山
元

町
の
特
産
品
で
あ
る
い
ち
ご
の
販
売
や
清
掃
業
務
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
ア
ー
ト
作
品
の
創
作
活
動
な
ど
に

取
り
組
む
。
創
作
活
動
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
地

元
企
業
か
ら
依
頼
を
受
け
、
連
携
団
体
や
地
域
住
民

と
協
働
し
な
が
ら
、
復
旧
し
た
山
下
駅
前
に
山
元
町

の
歴
史
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
高
さ
2
ｍ
、
全
長
33
ｍ

の
巨
大
壁
画
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
に
対
し
、
既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
以
外
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、「
何
で
も
相
談
で
き
る
場
所
が
ほ

し
い
」、「
生
き
が
い
に
な
る
楽
し
い
こ
と
や
仕
事
が

し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

平
成
26
年
11
月
に
山
元
町
が
実
施
し
た
障
害
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
し
て
同
法
人
で
は
、

孤
立
し
が
ち
な
障
害
者
の
居
場
所
・
社
会
参
加
の
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
障
害
者
の
居
場
所
・
社
会
参
加
の

場
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
を
活
用
し
、「
被
災
地
で
の
障
害
者
の
孤
立
を

防
ぐ
社
会
参
加
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
孤
立
し
が
ち
な
被
災
地
の
障
害
者
が

気
軽
に
集
い
、
地
域
住
民
と
交
流
で
き
る
場
や
社
会

参
加
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、「
居
場
所
・

社
会
参
加
の
場
づ
く
り
」と
し
て
、①
集
い
の
場
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
②
地
域
を
明
る
く
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
③
調
理
交
流
会
、
④
地
域
学
習
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、「
対
話
に
よ
る
心
の
ケ
ア
の
場
」

と
し
て
、
⑤
ま
ち
な
か
心
の
保
健
室
を
設
置
し
た
。

　
集
い
の
場
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
孤
立
し
が
ち

な
障
害
者
が
地
域
住
民
と
交
流
し
な
が
ら
活
動
で
き

る
場
と
し
て
「
絵
画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
、

「
う
た
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
た
。

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
つ
な
が
る
場
に
し

た
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
障
害
者
に
限
定
せ
ず
、

開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
を
毎
月
配
布
し
た
ほ
か
、
連
携

団
体
な
ど
を
通
じ
て
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　「
絵
画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
月
3
回
／
全

23
回
）
で
は
、
法
人
の
ア
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

も
と
、
居
心
地
の
よ
い
雰
囲
気
の
な
か
、
利
用
者
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
可
能
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
と
一
緒
に
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
常

識
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
作
品
を
つ
く
る
利
用

者
も
多
く
、
周
り
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
大
き
な

自
信
と
な
り
、
利
用
者
同
士
が
互
い
に
認
め
あ
う
こ

と
で
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
障
害
者
が
地
域

に
一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
継
続
的
に
参
加
す
る
利
用
者
の
な
か
に
は
、
同
法

人
の
就
労
支
援
の
利
用
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
創
作
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
生
き
が
い
に

な
る
だ
け
で
な
く
「
細
か
い
作
業
が
得
意
」、「
同
じ

作
業
が
続
け
ら
れ
る
」
な
ど
の
特
性
を
分
析
で
き
る

た
め
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
に

も
役
立
つ
と
い
う
。

　
ま
た
、
オ
ペ
ラ
の
声
楽
家
を
講
師
に
招
き
、
歌
や

ダ
ン
ス
、対
話
を
楽
し
む「
う
た
カ
フ
ェ
」（
月
1
回
／

全
8
回
）
は
、
利
用
者
か
ら
高
い
人
気
が
あ
り
、
毎

回
多
く
の
参
加
者
を
集
め
た
。
地
域
住
民
に
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
、
１
０
０
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
2

回
開
催
し
て
お
り
、
利
用
者
の
心
を
癒
す
と
と
も
に

地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
助
成
期
間
中
（
平
成
27
年
8
月
～
28
年
3
月
）
の

集
い
の
場
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
実
績
は
、「
絵

画
・
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」は
延
べ
３
２
８
人
、「
う

た
カ
フ
ェ
」
は
延
べ
３
２
４
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

　「
地
域
を
明
る
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
、

就労継続支援B型事業所では、
施設外就労として、いちご農園
で地域の特産品であるいちごの
販売や清掃業務などに取り組む

アート作品の創作活動に力を
入れる同法人は、地元企業の
依頼を受け、復旧した山下駅
前に山元町の歴史をモチーフ
にした巨大壁画を製作
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ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
は
多
く
い
る
た
め
『
ま
ち
な

か
心
の
保
健
室
』
で
は
、
障
害
者
に
限
ら
ず
相
談
に

訪
れ
た
人
に
随
時
対
応
す
る
体
制
と
し
ま
し
た
。
心

の
ケ
ア
が
必
要
な
こ
と
を
周
り
に
知
ら
れ
た
く
な
い

こ
と
か
ら
、
病
院
を
受
診
せ
ず
症
状
を
悪
化
さ
せ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
法
人
で
は
障

害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
出
入
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
や
す

い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
に
い
た

経
験
か
ら
行
政
や
精
神
科
医
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
る
た
め
、
必
要
な
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き

る
こ
と
も
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
と
し
て
「
み
や

ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
公
益
社
団
法
人
宮
城
県

精
神
保
健
福
祉
協
会
）
の
協
力
を
受
け
、「
心
の
ケ

ア
カ
フ
ェ
」
を
定
期
的
に
開
催
。
カ
フ
ェ
の
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や
生
活
の
課
題
な
ど
を
出
し
あ

い
、
毎
回
そ
の
な
か
か
ら
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
専
門

医
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。
う

つ
病
や
ひ
き
こ
も

り
な
ど
の
経
験
者

に
体
験
談
を
話
し

て
も
ら
い
、
同
じ

課
題
を
抱
え
る
家

族
へ
の
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
場
に
も
な

っ
た
。

　
助
成
事
業
の
成

果
と
し
て
、「
居

場
所
・
社
会
参
加

の
場
づ
く
り
」
全

体
の
参
加
者
は
、
数
値
目
標
に
掲
げ
た
８
０
０
人
を

大
幅
に
上
回
る
延
べ
１
７
３
２
人
に
達
し
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
っ
た
延
べ
８
５
７
人
の
障
害
者
の
参

加
に
つ
な
げ
た
。
現
在
も
一

部
を
除
い
て
居
場
所
・
社
会

参
加
の
場
づ
く
り
の
活
動
は

継
続
さ
れ
て
お
り
、
働
く
意

欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
事

業
終
了
後
に
同
法
人
の
就
労

支
援
の
利
用
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
っ
た
と
い

う
。

　
障
害
者
の
支
援
資
源
が
不

足
す
る
な
か
、
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
新
た
な

資
源
づ
く
り
や
地
域
交
流
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
同

法
人
の
取
り
組
み
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

「調理交流会」は、調理実習を通じて地域住
民と食事を楽しむ機会をつくるとともに、
障害者の食育や生活スキルの向上を図った

地域で暮らす障害者の社会参加を促進するよ
う、障害者福祉や地域の課題をテーマにした
「地域学習会」を開催

　平成27年度のWAM助成で実
施した障害者の居場所・社会参加
の場づくりの取り組みでは、障害
者一人ひとりの個性に向きあい、
生きるための意欲向上につなが
る社会参加の機会を得たことで、
地域生活に対する安心感を高めることができたのではないか
と感じています。
　参加した障害者が笑顔でいきいきとした表情に変わったこ
とを、本人以上にご家族が驚いていたのですが、障害によっ
てできないことを悲観するよりも、できることの可能性を保
護者に感じてもらえたことは大きな成果だと考えています。
　また、ある程度実績を残せたことで行政から話を聞きに来
てくれるなど、連携することができるようになりましたので、
行政や社協、NPO法人の役割分担を明確にし、行政の支援に
つながる事業を実施していくためにも、今後は人材育成に取
り組んでいきたいと考えています。

特定非営利活動法人ポラリス

代表理事   田口  ひろみ氏
（精神保健福祉士）

人材を育成し、
行政の支援につなげる

19 ●WAMー2017.6

屋
外
で
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
園
芸
活
動
（
月
3

回
／
全
23
回
）
や
清
掃
活
動
（
月
1
回
／
全
7
回
）

を
実
施
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
貢
献
に
つ
な

が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。

　
園
芸
活
動
で
は
、
園
芸
に
詳
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
土
づ
く
り
や
花
の
栽
培
方
法
の
指
導
を
受
け
、

花
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
地
域
の
バ
ス
停
や
集
会

所
な
ど
に
設
置
し
た
。
清
掃
活
動
で
は
施
設
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
や
公
共
施
設
の
草
む
し
り
な
ど
を
行
い
、

近
隣
住
民
と
挨
拶
や
会
話
を
交
わ
し
た
り
、
感
謝
の

言
葉
を
直
接
か
け
ら
れ
る
経
験
を
す
る
こ
と
で
活
動

へ
の
意
欲
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。

　
屋
外
活
動
で
の
社
会
参
加
の
場
を
つ
く
っ
た
理
由

に
つ
い
て
田
口
代
表
理
事
は
、「
過
疎
地
域
は
車
で

移
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
都
市
部
に
比
べ
て
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
さ
ら
に
参
加
者
の
大
半
は
仮

設
住
宅
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
と
く
に
高
齢
者
は
震

災
前
か
ら
体
力
が
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
負
担
の
か
か
ら
な
い
範
囲
で
外
に
出
て
歩
い
た

り
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
時
期
で

し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
実
績
は
、
園
芸
活
動

は
延
べ
２
２
３
人（
障
害
者
１
２
０
人
）、
清
掃
活
動

は
延
べ
66
人
（
同
42
人
）
の
参
加
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
活
動
は
設
立
か
ら
間
も
な
か
っ
た
同
法
人
の
取
り

組
み
を
地
域
に
周
知
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

調
理
実
習
を
通
し
て
障
害
者
の

食
育
や
生
活
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る

　
そ
の
ほ
か
、
居
場
所
づ
く
り
で
は
、
地
域
住
民
と

交
流
し
な
が
ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
障
害
者
の
食
育
や
生
活
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的

と
し
た
「
調
理
交
流
会
」（
月
１
回
／
全
８
回
）
を

開
催
し
、
延
べ
１
５
５
人
（
障
害
者
83
人
）
が
参
加

し
た
。

　「
調
理
交
流
会
に
は
、
親
子
で
の
参
加
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
災

害
公
営
住
宅
で
一

人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
男
性
も
い
ま

し
た
の
で
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
協
力
し
て
も
ら

い
、
お
に
ぎ
り
や

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
比
較
的
簡
単
な

調
理
実
習
を
行

い
、
つ
く
っ
た
料

理
を
参
加
者
で
楽

し
く
会
食
す
る
場

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
買
い
物
は
地
域
で
生
活
し
て

い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ス
キ
ル
に
な
り
ま
す
が
、

実
施
の
際
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
買
い
物
に
出
か

け
る
こ
と
で
、
普
段
そ
の
よ
う
な
機
会
の
な
い
障
害

者
に
と
っ
て
必
要
な
食
材
を
予
算
内
で
購
入
す
る
訓

練
に
も
な
り
ま
し
た
」。

　
さ
ら
に
、
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
福
祉
や
地
域
の
課
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
地
域
学
習
会
」
を
毎
月
開
催
し
、

見
聞
や
視
野
を
広
げ
て
自
己
選
択
・
自
己
決
定
で
き

る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
支
援
し
た
（
全
8
回
／
延
べ

参
加
人
数
87
人
う
ち
障
害
者
66
人
）。

　
学
習
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
人
権
の
尊
重
な
ど

憲
法
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
交
通
手
段
や
ル
ー

ル
、
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
ほ
か
、
携
帯
電

話
を
使
う
障
害
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
料
金
を

節
約
し
な
が
ら
活
用
す
る
方
法
や
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
す
地
域
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
山
元
町
の
歴
史
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
地
域
学
習
会
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
取
得

を
目
指
し
て
い
る
同
法
人
の
精
神
障
害
の
あ
る
利
用

者
が
中
心
に
企
画
し
た
こ
と
で
、
地
域
住
民
を
交
え

な
が
ら
当
事
者
目
線
に
立
っ
た
学
習
会
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て

「
ま
ち
な
か
心
の
保
健
室
」
を
設
置

　
そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
対
話
に
よ
る
心

の
ケ
ア
の
場
と
し
て
「
ま
ち
な
か
心
の
保
健
室
」
を

設
置
し
、
精
神
保
健
福
祉
士
で
あ
る
田
口
代
表
理
事

を
中
心
に
障
害
者
等
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　「
被
災
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
心
の

「絵画・工作ワークショップ」では、利用者
一人ひとりの個性や可能性を引き出しなが
ら、地域住民とともに創作活動を実施

歌やダンス、対話を楽しむ「うたカフェ」は、
毎回多くの参加者が集まり、地域住民との交
流を深めることができた
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ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
は
多
く
い
る
た
め
『
ま
ち
な

か
心
の
保
健
室
』
で
は
、
障
害
者
に
限
ら
ず
相
談
に

訪
れ
た
人
に
随
時
対
応
す
る
体
制
と
し
ま
し
た
。
心

の
ケ
ア
が
必
要
な
こ
と
を
周
り
に
知
ら
れ
た
く
な
い

こ
と
か
ら
、
病
院
を
受
診
せ
ず
症
状
を
悪
化
さ
せ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
法
人
で
は
障

害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
出
入
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
や
す

い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
に
い
た

経
験
か
ら
行
政
や
精
神
科
医
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
る
た
め
、
必
要
な
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き

る
こ
と
も
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
と
し
て
「
み
や

ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（
公
益
社
団
法
人
宮
城
県

精
神
保
健
福
祉
協
会
）
の
協
力
を
受
け
、「
心
の
ケ

ア
カ
フ
ェ
」
を
定
期
的
に
開
催
。
カ
フ
ェ
の
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や
生
活
の
課
題
な
ど
を
出
し
あ

い
、
毎
回
そ
の
な
か
か
ら
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
専
門

医
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。
う

つ
病
や
ひ
き
こ
も

り
な
ど
の
経
験
者

に
体
験
談
を
話
し

て
も
ら
い
、
同
じ

課
題
を
抱
え
る
家

族
へ
の
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
場
に
も
な

っ
た
。

　
助
成
事
業
の
成

果
と
し
て
、「
居

場
所
・
社
会
参
加

の
場
づ
く
り
」
全

体
の
参
加
者
は
、
数
値
目
標
に
掲
げ
た
８
０
０
人
を

大
幅
に
上
回
る
延
べ
１
７
３
２
人
に
達
し
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
あ
っ
た
延
べ
８
５
７
人
の
障
害
者
の
参

加
に
つ
な
げ
た
。
現
在
も
一

部
を
除
い
て
居
場
所
・
社
会

参
加
の
場
づ
く
り
の
活
動
は

継
続
さ
れ
て
お
り
、
働
く
意

欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
事

業
終
了
後
に
同
法
人
の
就
労

支
援
の
利
用
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
っ
た
と
い

う
。

　
障
害
者
の
支
援
資
源
が
不

足
す
る
な
か
、
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、
新
た
な

資
源
づ
く
り
や
地
域
交
流
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
同

法
人
の
取
り
組
み
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

「調理交流会」は、調理実習を通じて地域住
民と食事を楽しむ機会をつくるとともに、
障害者の食育や生活スキルの向上を図った

地域で暮らす障害者の社会参加を促進するよ
う、障害者福祉や地域の課題をテーマにした
「地域学習会」を開催

　平成27年度のWAM助成で実
施した障害者の居場所・社会参加
の場づくりの取り組みでは、障害
者一人ひとりの個性に向きあい、
生きるための意欲向上につなが
る社会参加の機会を得たことで、
地域生活に対する安心感を高めることができたのではないか
と感じています。
　参加した障害者が笑顔でいきいきとした表情に変わったこ
とを、本人以上にご家族が驚いていたのですが、障害によっ
てできないことを悲観するよりも、できることの可能性を保
護者に感じてもらえたことは大きな成果だと考えています。
　また、ある程度実績を残せたことで行政から話を聞きに来
てくれるなど、連携することができるようになりましたので、
行政や社協、NPO法人の役割分担を明確にし、行政の支援に
つながる事業を実施していくためにも、今後は人材育成に取
り組んでいきたいと考えています。

特定非営利活動法人ポラリス

代表理事   田口  ひろみ氏
（精神保健福祉士）

人材を育成し、
行政の支援につなげる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
ひきこもりがちな障害者が地域の人と気軽に集まって交流できる居場所を開き、地域の多くの団体や専門家からの支援も得て交流を深め

られるよう屋外での社会参加の場を作ったことで、不足していた障害者支援のための新たな資源やプログラムを作り出し、活動が行われて

いる点を評価しています。今後の障害者支援策として他地域でも参考になる取り組みとして、今後の展開が期待されます。
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の
発
達
障
害
が
あ
る
と
、
一
人
で
生
活
し
て
い
く
の

は
不
可
能
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
す
が
、
県
内
に
は

行
政
・
民
間
を
含
め
、
退
所
し
た
子
ど
も
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
を
行
う
支
援
機
関
が
一
つ
も
な
か
っ
た
こ
と

も
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
27
年
か
ら
サ
ロ
ン
の
利
用
者
に
対
し
、
訪
問
支

援
や
同
行
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
自
立
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
以

下
、「

　」
内
の
発
言
は
佐
藤
理
事
長
の
説
明
）。

W
A
M
助
成
を
活
用
し

サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
た
支
援
を
強
化

　こ
の
退
所
後
の
子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、平
成
27
年
度
の
W
A
M
助
成
を
活
用
し
、「
児

童
養
護
施
設
等
退
所
児
童
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
」
と

し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
の
活
動
を
ベ

ー
ス
に
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
子
ど
も
を
多

方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
①
当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
、
②
出
張
サ
ポ
ー

ト
、
③
当
事
者
交
流
サ
ポ
ー
ト
、
④
周
知
・
啓
蒙
活

動
、⑤
退
所
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、「
ひ
だ
ま
り

サ
ロ
ン
」の
利
用
者
に
相
談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

就
労
支
援
や
学
習
支
援
を
実
施
し
た
。
相
談
支
援
の

体
制
は
、
サ
ロ
ン
に
社
会
福
祉
士
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
児
童
相
談
所
の
元
職
員
を
配
置
し
、
来

所
や
電
話
に
よ
る
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

　「相
談
内
容
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
っ
た
友
人
や
職
場
な
ど
人

間
関
係
の
相
談
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
最
近
は
寂
し
さ

か
ら
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
女

性
当
事
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ

た
当
事
者
は
制
度
や
支
援
策
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
情
報
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
が
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
行
政
や
医
療
機
関
、
他
の
福
祉
団
体
と

連
携
し
、
生
活
保
護
の
受
給
や
精
神
科
の
受
診
な
ど

に
つ
な
い
で
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」。

関
係
団
体
と
連
携
し
、

就
労
支
援
に
取
り
組
む

　就
労
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、
社
会
経
験
が
乏
し

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
利
用
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
就
労
の
準
備
段
階
と
し
て
サ
ロ
ン

で
手
芸
体
験
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
。
就
労
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
利
用
者
に
対

し
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行

う
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
発
達
障
害

の
あ
る
利
用
者
に
は
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
通
じ
て
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　「就
労
に
結
び
つ
け
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の

で
す
が
、
就
職
で
き
た
と
し
て
も
児
童
養
護
施
設
を

退
所
し
た
子
ど
も
の
離
職
率
は
非
常
に
高
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
社
会
経

験
が
少
な
い
こ
と
や
、
極
端
な
場
合
『
こ
の
仕
事
し

か
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
で
就
職
し
た
た
め
、
自

分
の
希
望
し
た
仕
事
で
は
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
な
か
に
は
就
職
し
た
職
場
で
理
解
の
あ
る
人
に

出
会
っ
た
り
、
働
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
私
の
経
験
上
、
半
年
ほ
ど
で
辞
め
て
し
ま
う

人
が
大
半
で
す
。
も
し
家
庭
が
あ
れ
ば
、
こ
の
経
験

を
活
か
し
再
出
発
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
場
所
の
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
生
き
て
い
く
た

め
に
さ
ら
に
条
件
の
悪
い
仕
事
に
就
か
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
再

出
発
を
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
、「
当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、

低
学
歴
で
仕
事
が
得
ら
れ
な
い
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、中
卒
の
利
用
者
を
対
象
に
学
習
支
援
を
実
施
し
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
し
た

が
、就
労
に
向
け
て
学
習
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、日
々

「ひだまりサロン」は、児童養護施設等を退所
した子どもが安心して過ごせる場所を提供す
るとともに、来所・電話による相談に対応
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施
設
を
退
所
し
た
子
ど
も
の

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
取
り
組
む

　親
か
ら
受
け
た
虐
待
な
ど
に
よ
り
児
童
養
護
施
設

や
自
立
援
助
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
退
所
後
の
身
寄
り
も
な
く
、
社
会
経
験
が
乏
し

い
こ
と
や
低
学
歴
を
理
由
に
正
規
雇
用
に
つ
な
が
り

に
く
い
な
ど
経
済
的
に
困
窮
す
る
と
と
も
に
、
幼
少

期
に
受
け
た
虐
待
が
思
春
期
に
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
精

神
障
害
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
自
ら
の
力
だ
け
で
社

会
生
活
を
送
る
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
。

　児
童
養
護
施
設
に
は
在
所

中
の
子
ど
も
の
養
育
だ
け
で

な
く
、
退
所
後
の
子
ど
も
の

支
援
を
す
る
役
割
が
あ
る
も

の
の
、
職
員
の
人
材
不
足
や

多
忙
な
業
務
に
追
わ
れ
る
な

か
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
十
分

と
は
い
え
ず
、
行
政
・
民
間

を
含
め
、
退
所
後
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
資
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
群
馬
県
前
橋
市
に
あ

る
一
般
社
団
法
人
ヤ
ン
グ
・
ア
シ
ス
ト
は
、
児
童
養

護
施
設
等
を
退
所
し
た
子
ど
も
の
支
援
を
目
的
に
、

平
成
26
年
8
月
に
設
立
（
任
意
団
体
）、
翌
年
2
月

に
一
般
社
団
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　主
な
活
動
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
や
自
立
援
助

ホ
ー
ム
を
退
所
し
た
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
ひ
だ

ま
り
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
活
や

就
労
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

現
在
、
サ
ロ
ン
に
は
30
人
を
超
え
る
登
録
が
あ
り
、

帰
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
、
同
法

人
理
事
長
が
賃
借
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に
一
時
的
に

入
居
し
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
生
活
再
建
を
進
め
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。

　「ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、
理
事
長
の
佐
藤
昌
明
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「開
設
前
は
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
施
設
長
を
務
め

て
い
た
の
で
す
が
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
に
限
ら
ず
児

童
福
祉
施
設
を
退
所
し
た
後
の
子
ど
も
た
ち
は
、
身

近
に
頼
れ
る
人
が
い
ま
せ
ん
し
、
保
証
人
が
い
な
い

た
め
、
住
ま
い
を
借
り
る
こ
と
に
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り

ま
す
。
仕
事
を
始
め
る
に
も
学
歴
が
低
い
こ
と
か
ら

正
規
雇
用
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
仕
事
の
選
択
肢

も
少
な
い
た
め
、
男
性
で
い
え
ば
肉
体
労
働
、
女
性

の
場
合
は
性
産
業
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
人
は
よ
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に
精
神
疾
患
や
軽
度

児
童
養
護
施
設
等

　
　退
所
児
童
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

群
馬
県
前
橋
市
・
一
般
社
団
法
人
ヤ
ン
グ
・
ア
シ
ス
ト

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
３
７
１
︱
０
０
２
１

群
馬
県
前
橋
市
住
吉
町
２
︱
８
︱
９
　１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７
︱
２
８
９
︱
３
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
︱
２
８
９
︱
３
７
７
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://youngassist.com

/

設   

立
：
平
成
26
年
8
月

理
事
長
：
佐
藤
　昌
明

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「児童養護施設等退所児童アフターケア事業」

（助成額：541万5千円）
事業概要：児童養護施設等を退所した子どもたちは、社会経

験が乏しく身近に頼れる人がいないため、当事者
の力だけで生活していくことに大きな困難が生じ
ている現状がある。このような当事者の状況を理
解したスタッフを配置したサロンを運営し、相談
できる居場所をつくるとともに、自立した生活に
導くために多方面からサポートを行う事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　社会経験が乏しく身近に頼れ
る人がいない児童養護施設等を
退所した子どもたちが、当事者
の力だけで生活していくことに
大きな困難が生じている現状に
対し、当事者の状況を理解した
スタッフを配置したサロンを運
営し、相談できる居場所をつく
るとともに、自立した生活に導
くために多方面からサポートす
る事業を行なった群馬県前橋市
の一般社団法人ヤング・アシス
トの取り組みをご紹介します。
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12



の
発
達
障
害
が
あ
る
と
、
一
人
で
生
活
し
て
い
く
の

は
不
可
能
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
す
が
、
県
内
に
は

行
政
・
民
間
を
含
め
、
退
所
し
た
子
ど
も
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
を
行
う
支
援
機
関
が
一
つ
も
な
か
っ
た
こ
と

も
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
27
年
か
ら
サ
ロ
ン
の
利
用
者
に
対
し
、
訪
問
支

援
や
同
行
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
自
立
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
以

下
、「

　」
内
の
発
言
は
佐
藤
理
事
長
の
説
明
）。

W
A
M
助
成
を
活
用
し

サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
た
支
援
を
強
化

　こ
の
退
所
後
の
子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、平
成
27
年
度
の
W
A
M
助
成
を
活
用
し
、「
児

童
養
護
施
設
等
退
所
児
童
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
」
と

し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
の
活
動
を
ベ

ー
ス
に
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
子
ど
も
を
多

方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
①
当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
、
②
出
張
サ
ポ
ー

ト
、
③
当
事
者
交
流
サ
ポ
ー
ト
、
④
周
知
・
啓
蒙
活

動
、⑤
退
所
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、「
ひ
だ
ま
り

サ
ロ
ン
」の
利
用
者
に
相
談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

就
労
支
援
や
学
習
支
援
を
実
施
し
た
。
相
談
支
援
の

体
制
は
、
サ
ロ
ン
に
社
会
福
祉
士
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
児
童
相
談
所
の
元
職
員
を
配
置
し
、
来

所
や
電
話
に
よ
る
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

　「相
談
内
容
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
っ
た
友
人
や
職
場
な
ど
人

間
関
係
の
相
談
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
最
近
は
寂
し
さ

か
ら
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
女

性
当
事
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ

た
当
事
者
は
制
度
や
支
援
策
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
情
報
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
が
、
相
談
内

容
に
応
じ
て
行
政
や
医
療
機
関
、
他
の
福
祉
団
体
と

連
携
し
、
生
活
保
護
の
受
給
や
精
神
科
の
受
診
な
ど

に
つ
な
い
で
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」。

関
係
団
体
と
連
携
し
、

就
労
支
援
に
取
り
組
む

　就
労
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、
社
会
経
験
が
乏
し

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
利
用
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
就
労
の
準
備
段
階
と
し
て
サ
ロ
ン

で
手
芸
体
験
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
。
就
労
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
利
用
者
に
対

し
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行

う
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
発
達
障
害

の
あ
る
利
用
者
に
は
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
通
じ
て
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　「就
労
に
結
び
つ
け
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の

で
す
が
、
就
職
で
き
た
と
し
て
も
児
童
養
護
施
設
を

退
所
し
た
子
ど
も
の
離
職
率
は
非
常
に
高
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
社
会
経

験
が
少
な
い
こ
と
や
、
極
端
な
場
合
『
こ
の
仕
事
し

か
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
で
就
職
し
た
た
め
、
自

分
の
希
望
し
た
仕
事
で
は
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
な
か
に
は
就
職
し
た
職
場
で
理
解
の
あ
る
人
に

出
会
っ
た
り
、
働
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
私
の
経
験
上
、
半
年
ほ
ど
で
辞
め
て
し
ま
う

人
が
大
半
で
す
。
も
し
家
庭
が
あ
れ
ば
、
こ
の
経
験

を
活
か
し
再
出
発
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
場
所
の
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
生
き
て
い
く
た

め
に
さ
ら
に
条
件
の
悪
い
仕
事
に
就
か
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
再

出
発
を
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
、「
当
事
者
の
日
常
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、

低
学
歴
で
仕
事
が
得
ら
れ
な
い
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、中
卒
の
利
用
者
を
対
象
に
学
習
支
援
を
実
施
し
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
合
格
を
目
指
し
た

が
、就
労
に
向
け
て
学
習
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、日
々

「ひだまりサロン」は、児童養護施設等を退所
した子どもが安心して過ごせる場所を提供す
るとともに、来所・電話による相談に対応
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的
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
を
開
催
し

現
状
や
必
要
な
支
援
を
周
知

　「周
知
・
啓
蒙
活
動
」
の
取
り
組
み
で
は
、
児
童

養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
子
ど
も
の
現
状
や
社
会
的

養
護
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
発
達
障
害
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会
を
実
施
し
た
。

　平
成
28
年
2
月
に
開
催
し
た
「
子
ど
も
虐
待
と
社

会
的
養
護
を
考
え
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
医
療
機
関
、
行

政
の
職
員
、
一
般
市
民
な
ど
１
２
０
人
の
参
加
者
を

集
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
児
童

精
神
科
医
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
実
際
に
退
所

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
支
援
団
体

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
状
や
課
題
、
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
「
退
所
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
」
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る

高
校
3
年
生
を
対
象
に
、
退
所
後
に
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
義
を
行
っ
て

お
り
、
県
内
8
カ
所
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
を
通
し

て
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
8
人
が
参
加
し
た
。

　講
義
で
は
施
設
を
退
所
す
る
子
ど
も
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
の
研
修
ス
タ
ッ
フ
を

講
師
に
招
き
、
冊
子
『
ひ
と
り
暮
ら
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク

　巣
立
ち
の
た
め
の
60
の
ヒ
ン
ト
』
を
テ
キ
ス
ト

に
、
金
銭
管
理
を
は
じ
め
、
退
所
後
に
働
く
こ
と
や

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
く
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
で
取

り
組
ん
で
い
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て
紹
介
し
た

ほ
か
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
す

べ
て
の
高
校
3
年
生
に
同
法
人
の
名
刺
を
配
布
し
、

「
サ
ロ
ン
」
の
周
知
を
図
っ
た
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

佐
藤
理
事
長
は
、
サ
ロ
ン
活
動

を
通
じ
て
利
用
者
と
の
関
係
性

を
構
築
し
、
同
行
支
援
な
ど
に

よ
り
こ
れ
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

な
か
っ
た
必
要
な
支
援
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
に

つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
の
運
営
を

安
定
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

今
後
は
行
政
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
た

子
ど
も
た
ち
を
多
方
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

「発達障害とソーシャルスキルト
レーニング」をテーマにした研修
会には、児童養護施設や教育機関、
行政の職員など36人が参加した
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の
生
活
に
追
わ
れ
て
定
期
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
難

し
い
利
用
者
も
い
た
と
い
う
。

「
出
張
サ
ポ
ー
ト
」で
利
用
者
の

自
宅
訪
問
や
同
行
支
援
を
実
施

　「出
張
サ
ポ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
や
サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
て
支
援

が
必
要
と
判
断
し
た
人
に
対
し
、
自
宅
へ
訪
問
し
て

安
否
確
認
や
生
活
指
導
を
行
う
ほ
か
、
同
行
支
援
を

実
施
し
た
。

　安
否
確
認
で
は
、
主
に
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ

て
い
る
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
た

り
、
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ

る
ゴ
ミ
屋
敷
状
態
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し

て
も
ら
い
清
掃
も
行
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
リ
ス
ト

カ
ッ
ト
な
ど
の
自
傷
行
為
を
す
る
当
事
者
も
い
る
た

め
、
未
然
に
防
げ
る
よ
う
定
期
的
に
寄
り
添
い
な
が

ら
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　「そ
の
ほ
か
に
も
、
虐
待
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
女
性
は
自
分
の
子
ど
も
に
も
虐

待
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か

ら
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
見
守
り
で
は
細

心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当

然
な
が
ら
、
虐
待
が
み
ら
れ
れ
ば
児
童
相

談
所
に
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
を
保
護
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を
取
り
上

げ
ら
れ
た
母
親
は
自
殺
を
す
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
朝
昼
晩
に
と
ど

ま
ら
ず
泊
ま
り
も
含
め
、
継
続
的
に
見
守

り
続
け
る
こ
と
で
虐
待
を
未
然
に
防
げ
る

か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
そ
の
要
因
と

な
る
こ
と
を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。
自
傷
行
為
も

同
様
で
す
」。

　ま
た
、
同
行
支
援
で
は
、
主
に
行
政
や
住
ま
い
の

手
続
き
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
の
受
診
や
買
い
物
支

援
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
1
カ
月
当
た
り
延

べ
38
人
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

　未
成
年
で
身
寄
り
の
な
い
当
事
者
に
と
っ
て
、
住

ま
い
を
借
り
る
際
に
保
証
人
の
あ
て
が
な
い
た
め
、

佐
藤
理
事
長
が
保
証
人
代
わ
り
に
な
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
住
ま
い
の
契

約
に
は
苦
労
が
あ
る
と
い
う
。

　「例
え
ば
、
就
労
が
困
難
な
精
神
疾
患
の
あ
る
当

事
者
が
生
活
保
護
を
受
給
し
て
ア
パ
ー
ト
を
借
り
よ

う
と
す
る
と
、
生
活
保
護
の
申
請
窓
口
で
は
、
一
旦

受
理
さ
れ
る
も
の
の
『
ま
ず
住
ま
い
を
決
め
て
く
だ

さ
い
』
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
不
動
産
屋
に
い
く

と
『
生
活
保
護
の
受
給
が
確
定
す
れ
ば
契
約
で
き
ま

す
』
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
も
う
少
し

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、「
当
事
者
交
流
サ
ポ
ー
ト
」
と

し
て
、
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
同
じ
境
遇
に

あ
る
当
事
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
を
目

「出張サポート」では、ひきこもり状態に
ある利用者の自宅を訪問し、安否確認や
部屋の清掃を行った

同じ境遇にある当事者同士のつながりを
つくるため、季節ごとのイベントを開催

 （平成 27 年 4 月～ 28 年 3 月） 
の延べ利用者数「ひだまりサロン」

平成 27 年   4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

平成 28 年   1 月

2 月

3 月

合　　計　　

129

123

126

129

117

119

131

128

105

115

143

158

1523

11

4

3

2

14

15

5

3

1

6

9

4

77

26

34

46

41

37

41

42

35

35

38

34

48

457

74

63

65

59

47

46

55

43

44

40

47

48

631

18

22

12

27

19

17

29

47

25

31

53

58

358

同行・
訪問支援電話相談 メール等 計来　所
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的
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
を
開
催
し

現
状
や
必
要
な
支
援
を
周
知

　「周
知
・
啓
蒙
活
動
」
の
取
り
組
み
で
は
、
児
童

養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
子
ど
も
の
現
状
や
社
会
的

養
護
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
発
達
障
害
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会
を
実
施
し
た
。

　平
成
28
年
2
月
に
開
催
し
た
「
子
ど
も
虐
待
と
社

会
的
養
護
を
考
え
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
児
童
養
護
施
設
や
医
療
機
関
、
行

政
の
職
員
、
一
般
市
民
な
ど
１
２
０
人
の
参
加
者
を

集
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
児
童

精
神
科
医
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
実
際
に
退
所

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
支
援
団
体

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
状
や
課
題
、
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
「
退
所
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
」
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る

高
校
3
年
生
を
対
象
に
、
退
所
後
に
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
義
を
行
っ
て

お
り
、
県
内
8
カ
所
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
を
通
し

て
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
8
人
が
参
加
し
た
。

　講
義
で
は
施
設
を
退
所
す
る
子
ど
も
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
N
P
O
法
人
の
研
修
ス
タ
ッ
フ
を

講
師
に
招
き
、
冊
子
『
ひ
と
り
暮
ら
し
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク

　巣
立
ち
の
た
め
の
60
の
ヒ
ン
ト
』
を
テ
キ
ス
ト

に
、
金
銭
管
理
を
は
じ
め
、
退
所
後
に
働
く
こ
と
や

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
く
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
で
取

り
組
ん
で
い
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て
紹
介
し
た

ほ
か
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
す

べ
て
の
高
校
3
年
生
に
同
法
人
の
名
刺
を
配
布
し
、

「
サ
ロ
ン
」
の
周
知
を
図
っ
た
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

佐
藤
理
事
長
は
、
サ
ロ
ン
活
動

を
通
じ
て
利
用
者
と
の
関
係
性

を
構
築
し
、
同
行
支
援
な
ど
に

よ
り
こ
れ
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

な
か
っ
た
必
要
な
支
援
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
に

つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
の
運
営
を

安
定
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

今
後
は
行
政
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
た

子
ど
も
た
ち
を
多
方
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

「発達障害とソーシャルスキルト
レーニング」をテーマにした研修
会には、児童養護施設や教育機関、
行政の職員など36人が参加した

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
支援を必要とする社会的養護修了者等の個々の状況の把握に努め、個別の支援策を構築している点を高く評価しています。WAM 助成で

2 年間継続して取り組んだことで、利用者の増加や「困った時に助けてくれる場所」という認知が広がっており、今後も事業の継続が望ま
れます。

　これまで「ひだまりサロン」を運営し、
児童養護施設等を退所した子どものアフ
ターケアに取り組んできましたが、子ど
もたちの孤立や自己否定を解消するため
には、誰かが見守り続ける必要があります。ただ一方で、サロ
ンがあるだけではなかなか解決できないだろうと感じていま
す。これは児童養護施設等でも同様で、施設とつながるよりも

「あの職員がいるから安心できる、相談したい」というように、
最終的には「個人対個人」の関係性をつくることが重要だと考
えています。
　今後は、このような「個人と個人」を結びつけていくために
も、子どもに寄り添ってくれる人たちとの関係を地域社会のな
かでつくる必要がありますが、現在は高齢化でさまざまな人生
を経験し、人の役に立ちたいと考えている高齢者が増えていま
すので、そのような人たちとのネットワークづくりにも取り組
んでいきたいと考えています。

一般社団法人ヤング・アシスト

理事長   佐藤  昌明氏

「個人対個人」の
関係性をつくることが重要
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ド
バ
ン
ク
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
社
会

的
な
孤
立
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人
に
は
農
作
業
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
社
会
参
加
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

生
活
困
窮
者
の
食
料
支
援
と

社
会
参
加
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
を
活
用
し
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
困
窮
者
食
料

支
援
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
同
事
業
は
フ

ー
ド
バ
ン
ク
に
よ
る
食
料
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
場
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
、
②

フ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
、
③
支
援
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

事
業
を
実
施
し
た
。

　
食
料
調
達
の
取
り
組
み
で
は
、
食
料
の
寄
贈

を
呼
び
か
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
社

協
や
支
援
団
体
を
通
じ
て
、
市
民
や
民
生
委
員

な
ど
に
広
く
配
布
し
た
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
に
協

力
を
要
請
し
て
食
料
の
寄
贈
を
募
っ
た
。

　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
取
り
組
み
は
初
年

度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
食
料
の
調
達
で
は
マ

ス
コ
ミ
へ
の
広
報
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
幸
い

に
し
て
岩
手
県
は
都
会
に
比
べ
る
と
地
元
に
密

着
し
た
活
動
は
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ロ
ー
カ
ル

誌
な
ど
を
通
じ
て
食
料
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
て

も
ら
っ
た
反
響
は
大
き
く
、
寄
贈
件
数
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
伊
勢
理
事

長
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
料

の
寄
付
を
募
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
構
成
す
る
支
援
団
体
や
社
協
、
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
食
品

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
（
公
開
型
10
カ
所
、
職

場
型
18
カ
所
）。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に

　
助
成
期
間
中（
平
成
27
年
10
月
～
28
年
3
月
）の
食

料
調
達
の
実
績
は
、
寄
贈
件
数
３
２
２
件
、
重
量
８

０
６
４
㎏
の
食
料
を
集
め
、
目
標
に
し
た
３
６
０
０

㎏
を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
食
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
、
同
法
人
事
務
局
長
の
阿

部
知
幸
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
は
市
民
か
ら
の
寄
贈
量
が
全
体
の
95
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
岩
手
県
は
食
品
会
社
が
少
な
い
と
い

う
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ

り
、
企
業
に
対
し
て
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
な
い

た
め
で
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
食
料
を
集
め
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
活
動
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
『
誰
か
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
』と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高
め
た
り
、

困
っ
て
い
る
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
体
力

や
時
間
の
制
限
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面
が
あ
り
ま

す
が
、
食
料
一
つ
で
誰
か
の
た
め
に
な
れ
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
は
取
り
組
み
や
す
い
で
す
し
、
寄
贈
し

て
く
れ
る
人
は
支
援
に
意
欲
的
な
の
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も

多
い
で
す
」。

　
公
開
型
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
県
社
協
や
公
民

館
、
道
の
駅
な
ど
で
実
施
し
、
職
場
型
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
は
企
業
や
学
校
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
組
織
の

な
か
で
食
品
を
集
め
て
も
ら
い
寄
贈
を
受
け
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
活
動
を
知
り
、
自
発
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

相
談
者
が
支
援
機
関
に

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
を
構
築

　
食
料
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

に
直
接
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
相
談
を
受
け
た
相

談
機
関
や
支
援
団
体
な
ど
を
通
し
て
食
料
を
渡
す
こ

と
で
、
利
用
者
と
支
援
者
が
信
頼
関
係
を
つ
く
り
相

談
し
や
す
く
な
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
。

寄贈された食料は事務
所の倉庫に保管し、ボ
ランティアが中心に
なって品質管理や梱包
作業などを行う

食料の調達と
フードバンク活
動の周知を目的
にしたフードド
ライブの様子

17 ●WAMー2017.4

平
成
27
年
１
月
に
岩
手
県
初
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
と
し
て
設
立

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
に
も
関

わ
ら
ず
処
分
さ
れ
る
食
料
に
つ
い
て
市
民
や
企
業
か

ら
寄
贈
を
受
け
、
食
料
を
必
要
と
す
る
生
活
困
窮
者

等
に
無
償
で
提
供
す
る
活
動
で
あ
る
。
平
成
27
年
4

月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、
全

国
の
各
市
町
村
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

で
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
件
数
が
急
増
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
緊
急
的
な
食
料
支
援
を
必
要
と
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
果
た

す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
岩
手
県
盛
岡
市
に
あ

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
は
、

被
災
地
や
被
災
者
支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
生
活
困

窮
者
の
支
援
を
は
じ
め
、
若
者
や
障
害
者
の
就
労
支

援
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
む
6
団
体

が
参
画
し
、
平
成
27
年
1
月
に
県
内
初
の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
で
は
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、被
災
地
支

援
団
体『
S
A
V
E 

I
W
A
T
E
』が
発
足
し
、全
国

各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
を
生
活
に
困
窮
す

る
被
災
者
に
届
け
る
活
動
を
し
な
が
ら
、
継
続
的
な

見
守
り
を
行
い
、
経
済
的
な
困
窮
状
態
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
に
つ
な
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
は
被
災

者
に
限
ら
ず
、
生
活
困
窮
者
に
も
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
た
も
の
の
、
食
料
の
供
給
が
滞
り
が
ち
に
な
る

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、地
域
の
支
援
団
体
に
参
画

を
呼
び
か
け
た
こ
と
が
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
岩
手
県
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
状
況
と
法
人
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
長
の
伊
勢
昭
一

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
岩
手
県
は
一
般
的
な
貧
困
問
題
に
加
え
、
震
災

か
ら
5
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
食
料
支
援
を

必
要
と
し
て
い
た
り
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
被

災
者
が
多
く
、
い
ま
だ
震
災
の
影
響
が
大
き
く
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
支
援
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
県
内
全
域
に
食
料
支
援
が
で
き
る
フ
ー

地
域
に
根
ざ
し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
で

生
活
困
窮
者
に
食
料
支
援

岩
手
県
盛
岡
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
０
２
０
︱
０
８
８
７岩

手
県
盛
岡
市
上
ノ
橋
町
１
︱
50 

岩
繊
ビ
ル
３
︱
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
９
︱
６
５
４
︱
３
５
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
９
︱
６
５
４
︱
３
５
４
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ
： http://foodbankiw

ate.w
eb.fc2

.com
/

設   

立
：
平
成
27
年
1
月

理
事
長
：
伊
勢
　昭
一

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「地域に根ざした困窮者食料支援事業」
（助成額：314 万 4 千円）
事業概要：貧困や社会的孤立による生活困窮者が

増加するなか、構成する支援団体のそ
れぞれの専門性を活かしながら、生活
困窮者にフードバンク活動を通じた食
料支援を行うとともに、被災した生活
困窮者やひきこもり状態にある若者、
障害者などに農作業に参加してもら
い、食料提供する野菜の生産や社会参
加の場をつくる事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　貧困や社会的孤立による生活
困窮者が増加するなか、構成す
る支援団体のそれぞれの専門性
を活かしながら、生活困窮者に
フードバンク活動を通じた食料
支援を行うとともに、被災した
生活困窮者やひきこもり状態に
ある若者、障害者などに農作業
に参加してもらい、食料提供す
る野菜の生産や社会参加の場を
つくる事業を行なった岩手県盛
岡市の特定非営利活動法人フー
ドバンク岩手の取り組みをご紹
介します。
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ド
バ
ン
ク
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
社
会

的
な
孤
立
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人
に
は
農
作
業
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
社
会
参
加
の
場
を
つ
く
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

生
活
困
窮
者
の
食
料
支
援
と

社
会
参
加
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
を
活
用
し
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
困
窮
者
食
料

支
援
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
同
事
業
は
フ

ー
ド
バ
ン
ク
に
よ
る
食
料
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
場
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
、
②

フ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
、
③
支
援
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

事
業
を
実
施
し
た
。

　
食
料
調
達
の
取
り
組
み
で
は
、
食
料
の
寄
贈

を
呼
び
か
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
社

協
や
支
援
団
体
を
通
じ
て
、
市
民
や
民
生
委
員

な
ど
に
広
く
配
布
し
た
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
に
協

力
を
要
請
し
て
食
料
の
寄
贈
を
募
っ
た
。

　「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
取
り
組
み
は
初
年

度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
食
料
の
調
達
で
は
マ

ス
コ
ミ
へ
の
広
報
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
幸
い

に
し
て
岩
手
県
は
都
会
に
比
べ
る
と
地
元
に
密

着
し
た
活
動
は
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ロ
ー
カ
ル

誌
な
ど
を
通
じ
て
食
料
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
て

も
ら
っ
た
反
響
は
大
き
く
、
寄
贈
件
数
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
伊
勢
理
事

長
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
料

の
寄
付
を
募
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
構
成
す
る
支
援
団
体
や
社
協
、
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
食
品

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
（
公
開
型
10
カ
所
、
職

場
型
18
カ
所
）。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に

　
助
成
期
間
中（
平
成
27
年
10
月
～
28
年
3
月
）の
食

料
調
達
の
実
績
は
、
寄
贈
件
数
３
２
２
件
、
重
量
８

０
６
４
㎏
の
食
料
を
集
め
、
目
標
に
し
た
３
６
０
０

㎏
を
大
幅
に
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
食
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
、
同
法
人
事
務
局
長
の
阿

部
知
幸
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
は
市
民
か
ら
の
寄
贈
量
が
全
体
の
95
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
岩
手
県
は
食
品
会
社
が
少
な
い
と
い

う
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ

り
、
企
業
に
対
し
て
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
な
い

た
め
で
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
食
料
を
集
め
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
活
動
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
『
誰
か
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
』と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高
め
た
り
、

困
っ
て
い
る
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
体
力

や
時
間
の
制
限
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面
が
あ
り
ま

す
が
、
食
料
一
つ
で
誰
か
の
た
め
に
な
れ
る
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
は
取
り
組
み
や
す
い
で
す
し
、
寄
贈
し

て
く
れ
る
人
は
支
援
に
意
欲
的
な
の
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も

多
い
で
す
」。

　
公
開
型
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
県
社
協
や
公
民

館
、
道
の
駅
な
ど
で
実
施
し
、
職
場
型
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
は
企
業
や
学
校
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
組
織
の

な
か
で
食
品
を
集
め
て
も
ら
い
寄
贈
を
受
け
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
活
動
を
知
り
、
自
発
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

相
談
者
が
支
援
機
関
に

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
を
構
築

　
食
料
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

に
直
接
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
相
談
を
受
け
た
相

談
機
関
や
支
援
団
体
な
ど
を
通
し
て
食
料
を
渡
す
こ

と
で
、
利
用
者
と
支
援
者
が
信
頼
関
係
を
つ
く
り
相

談
し
や
す
く
な
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
。

寄贈された食料は事務
所の倉庫に保管し、ボ
ランティアが中心に
なって品質管理や梱包
作業などを行う

食料の調達と
フードバンク活
動の周知を目的
にしたフードド
ライブの様子
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支
援
に
必
要
な
知
識・技
能
を
習
得
す
る

学
習
会
を
開
催

　
さ
ら
に
助
成
事
業
で
は
、「
支
援
員
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
」と
し
て
、岩
手
県
の
生
活
困
窮
者
支
援
活
動

に
不
足
し
て
い
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、
実
践

の
な
か
で
よ
り
よ
い
手
法
を
確
立
で
き
る
よ
う
連
携

団
体
と
協
力
し
て
学
習
会
を
開
催
し
た
（
計
6
回
）。

　
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体

関
係
者
を
講
師
に
招
い
た
学
習
会
は
、
困
窮
者
支
援

の
相
談
員
や
民
生
委
員
な
ど
25
人
が
参
加
し
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
必
要
な
知
識
や
情
報
を
共
有
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
連
携
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と

し
た
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
実
際
に
解
決
が
困
難

な
事
例
に
対
し
、
支
援
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
団
体
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
を
理
解

し
、
支
援
者
同

士
の
顔
が
見
え

る
関
係
を
つ
く

る
こ
と
で
連
携

し
や
す
く
す
る

こ
と
に
つ
な
げ

た
。

　
助
成
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
、
阿
部
事
務
局
長
は
岩
手
県
全
域
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
現
在
は
岩
手
県
内
の
33
市
町
村
の
う
ち
29
市
町

村
に
食
料
提
供
し
て
お
り
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

場
所
も
増
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
に
連
絡
す
れ
ば
食

料
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
県
内
全
域
に
知
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
助
成
事
業
で
実
施

し
た
「
フ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
事

業
」
は
、
参
加
者
の
働
く
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
い

う
成
果
を
あ
げ
た
が
、
今
年

度
よ
り
始
ま
っ
た
盛
岡
市
の

就
労
支
援
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、
農
場
や
経
験
な
ど
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
　

　
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
な
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
、
生
活
困
窮
者
を
包
括
的

に
支
援
す
る
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

生活困窮者の支援活動に必要な知
識や技能を高めることを目的に連
携団体と協力して学習会を開催

　フードバンク活動は運営する団
体によってやり方はさまざまなの
ですが、地域に根ざした活動にし
ていくために、WAM助成を活用
させていただいたことは非常に助

かりました。
　助成事業を通じて、岩手県全域に食料支援を行う体制を構
築するとともに、「フードファーム事業」で社会的孤立状態に
ある人の社会参加の場をつくれたことは非常に大きな成果だ
と感じています。
　今後の目標としては、生活困窮者が支援策を選択できるよ
うにしていきたいと考えています。これは被災者への支援で
も感じていたのですが、食料だけを渡しているのでは配給と
変わりません。そこに尊厳はありませんし、尊厳とは何かを
考えていくと、拒否することも含めて支援策を選べることだ
と思いますので、そのような支援策を打ち出せるようになれ
ばと考えています。

特定非営利活動法人
フードバンク岩手

理事長   伊勢  昭一氏

生活困窮者が支援策を
選択できることを目指す

特定非営利活動法人
フードバンク岩手

 副理事長・事務局長

阿部  知幸氏
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食
料
支
援
の
判
断
は
、
相
談
を
受
け
た
専
門
職
に

一
任
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
生
活
保
護
受
給
世
帯

は
除
く
も
の
の
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
食
料

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
依
頼
の
際
に
は
、
支
援
者
に
利
用
者
の
年
齢
や
家

族
構
成
、
生
活
状
況
、
食
料
提
供
の
期
間
を
記
載
し

た
要
請
書
を
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
依
頼
に
あ
わ
せ

た
食
料
を
詰
め
合
わ
せ
、
郵
送
も
し
く
は
事
務
所
に

取
り
に
来
て
も
ら
っ
て
受
け
渡
す
体
制
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
遠
方
の
相
談
機
関
に
つ
い
て
は
郵
送
の

時
間
が
か
か
る
た
め
、
緊
急
時
用
に
2
～
3
人
分
の

食
料
セ
ッ
ト
を
常
備
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
食
料
支
援
は
基
本
的
に
3
カ
月
以
内
を
目
安
に

し
て
い
る
の
で
す
が
、
相
談
機
関
の
専
門
職
に
よ
っ

て
対
応
に
差
が
あ
り
、
な
か
に
は
食
料
を
渡
す
こ
と

が
目
的
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
食
料

支
援
は
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
ま
で
に
必
要
な
緊

急
支
援
で
、
あ
く
ま
で
対
症
療
法
の
た
め
根
本
的
な

課
題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
利
用
者
が
依
存

す
る
の
で
は
逆
効
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
同
じ
利
用
者
に
対
す
る
依
頼
が
繰
り
返
さ
れ
る

場
合
に
は
、
専
門
職
に
支
援
が
必
要
な
理
由
を
確
認

し
た
り
、支
援
の
や
り
方
を
見
直
し
て
も
ら
う
こ
と
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
阿
部
事
務
局
長
）。

　
食
料
の
提
供
件
数
は
１
６
４
件（
重
量
５
７
２
２

㎏
）で
、
延
べ
５
５
０
世
帯
の
生
活
困
窮
者
に
提
供

し
た
（
平
成
27
年
10
月
～
28
年
3
月
）。
ひ
と
り
親

家
庭
や
年
金
生
活
の
高
齢
者
、
再
就
職
が
難
し
い
50

代
男
性
な
ど
か
ら
の
要
請
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
被
災
で
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
人
が
約
4

割
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

農
作
業
を
通
じ
て
当
事
者
の

自
己
有
用
感
の
向
上
に
つ
な
げ
る

　
今
回
の
事
業
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
「
フ
ー
ド
フ

ァ
ー
ム
事
業
」
は
、
休
耕
農
地
を
容
易
に
借
り
や
す

い
強
み
を
活
か

し
、
長
期
保
存
が

難
し
く
入
庫
の
少

な
い
野
菜
類
を
自

力
で
生
産
し
て
、

収
穫
し
た
農
作
物

を
生
活
困
窮
者
の

食
料
支
援
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。

同
時
に
生
活
困
窮

者
や
社
会
的
に
孤

立
し
て
い
る
人
た

ち
に
農
作
業
に
参

加
し
て
も
ら
い
、

社
会
参
加
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
参
加
者
は
構
成
す
る
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
、
各
団
体
が
専
門
的
に
支
援
し
て
い
る
人

た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
参
加
を
呼
び
か
け

た
と
い
う
。

　「
最
初
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
ま
で
は
苦
労
し
ま

し
た
が
、
何
度
も
自
宅
に
訪
問
し
て
『
困
窮
し
た
人

を
助
け
る
た
め
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
』
と
お
願

い
し
て
、
最
終
的
に
ひ
き
こ
も
り
や
孤
立
状
態
に
あ

る
人
、
就
労
に
結
び
つ
か
な
い
若
者
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
一
度
参
加
し
て
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る

体
験
を
す
る
と
、
大
半
の
人
が
継
続
的
に
手
伝
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
や
は
り
一
方
的
に

支
援
を
受
け
る
の
で
な
く
、
相
互
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」（
阿

部
事
務
局
長
）。

　「
フ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
は
、
毎
週
木
曜
日
の

午
前
中
に
実
施
し
、
毎
回
15
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
た
（
延
べ
参
加
者
２
５
０
人
）。
畑
を

貸
し
て
く
れ
た
地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、
大
豆
・

大
根
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
を
栽

培
し
、
農
作
物
３
７
４
㎏
を
収
穫
し
て
生
活
困
窮
者

の
食
料
支
援
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

　「
農
作
業
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
朝
早
く
起
き
て
活

動
す
る
こ
と
で
1
日
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、

計
画
性
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

し
、
比
較
的
短
い
期
間
で
成
功
体
験
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
参
加
者
の
な
か
に
は
農
作
業

を
通
じ
て
自
己
有
用
感
や
自
立
に
向
け
た
意
欲
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
就
労
に
結
び
つ
い
た
人
も
出
て
い

ま
す
。
就
職
後
も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
な
ど
、
居

場
所
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
」（
伊
勢
理

事
長
）。

フードファーム事業では、生活困窮者等に
参加してもらい、食料支援に提供する野菜
等を生産した。参加者の自立に向けた意欲
の向上につながった

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18



支
援
に
必
要
な
知
識・技
能
を
習
得
す
る

学
習
会
を
開
催

　
さ
ら
に
助
成
事
業
で
は
、「
支
援
員
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
」と
し
て
、岩
手
県
の
生
活
困
窮
者
支
援
活
動

に
不
足
し
て
い
る
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、
実
践

の
な
か
で
よ
り
よ
い
手
法
を
確
立
で
き
る
よ
う
連
携

団
体
と
協
力
し
て
学
習
会
を
開
催
し
た
（
計
6
回
）。

　
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体

関
係
者
を
講
師
に
招
い
た
学
習
会
は
、
困
窮
者
支
援

の
相
談
員
や
民
生
委
員
な
ど
25
人
が
参
加
し
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
必
要
な
知
識
や
情
報
を
共
有
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
連
携
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と

し
た
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
実
際
に
解
決
が
困
難

な
事
例
に
対
し
、
支
援
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
団
体
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
を
理
解

し
、
支
援
者
同

士
の
顔
が
見
え

る
関
係
を
つ
く

る
こ
と
で
連
携

し
や
す
く
す
る

こ
と
に
つ
な
げ

た
。

　
助
成
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
、
阿
部
事
務
局
長
は
岩
手
県
全
域
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
現
在
は
岩
手
県
内
の
33
市
町
村
の
う
ち
29
市
町

村
に
食
料
提
供
し
て
お
り
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

場
所
も
増
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
に
連
絡
す
れ
ば
食

料
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
県
内
全
域
に
知
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
助
成
事
業
で
実
施

し
た
「
フ
ー
ド
フ
ァ
ー
ム
事

業
」
は
、
参
加
者
の
働
く
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
い

う
成
果
を
あ
げ
た
が
、
今
年

度
よ
り
始
ま
っ
た
盛
岡
市
の

就
労
支
援
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、
農
場
や
経
験
な
ど
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
　

　
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
な
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
、
生
活
困
窮
者
を
包
括
的

に
支
援
す
る
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

生活困窮者の支援活動に必要な知
識や技能を高めることを目的に連
携団体と協力して学習会を開催

　フードバンク活動は運営する団
体によってやり方はさまざまなの
ですが、地域に根ざした活動にし
ていくために、WAM助成を活用
させていただいたことは非常に助

かりました。
　助成事業を通じて、岩手県全域に食料支援を行う体制を構
築するとともに、「フードファーム事業」で社会的孤立状態に
ある人の社会参加の場をつくれたことは非常に大きな成果だ
と感じています。
　今後の目標としては、生活困窮者が支援策を選択できるよ
うにしていきたいと考えています。これは被災者への支援で
も感じていたのですが、食料だけを渡しているのでは配給と
変わりません。そこに尊厳はありませんし、尊厳とは何かを
考えていくと、拒否することも含めて支援策を選べることだ
と思いますので、そのような支援策を打ち出せるようになれ
ばと考えています。

特定非営利活動法人
フードバンク岩手

理事長   伊勢  昭一氏

生活困窮者が支援策を
選択できることを目指す

特定非営利活動法人
フードバンク岩手

 副理事長・事務局長

阿部  知幸氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
岩手県内最初で唯一のフードバンクとして、食糧を届けるだけでなく支援者のネットワークづくりという機能を果たした点や、農業県で

ある強みを活かし、長期保存が難しい野菜類を自力で生産する「フードファーム事業」を行うことで、社会的孤立状態の人や引きこもり状
態の人にボランティアとして参加してもらう場を提供するなど、フードバンクの在り方を生活困窮者に対する支援ツールとして活用した点
を評価しています。今後の生活困窮者支援策として今後の展開が期待されます。
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Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

農
業
体
験
を
通
じ
た
自
立
支
援
を
実
施

　こ
の
農
業
体
験
を
通
じ
た
若
者
の
自
立
支
援
は
、

平
成
27
年
度
の
W
A
M
助
成
を
活
用
し
、「
農
を
食

と
職
へ
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
事
業
」と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
孤
立
し
、

生
き
て
い
く
こ
と
や
働
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
若
者
に
対
し
、
農
業
活
動
を
通
し
て
食
の
改
善
や

就
労
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
農

ト
レ
事
業
、
②
キ
ッ
チ
ン
惣
事
業
、
③
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「農
ト
レ
事
業
」
は
、農
業
か
ら
「
育
て
る
こ
と
」、

「
食
べ
る
こ
と
」、「
働
く
こ
と
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
体
験
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
自
然
豊

か
な
環
境
の
な
か
で

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
農
業
体

験
に
は
心
身
の
状
態

が
不
安
定
な
居
場
所

支
援
の
利
用
者
の
ほ

か
、「
親
の
会
」
で

も
参
加
を
呼
び
か

け
、
7
人
が
参
加
し

た
。　農

業
体
験
は
週
1

回
（
計
52
回
）
の
実

施
で
、
農
場
は
地
元

農
家
か
ら
1
反
（
約

１
０
０
０
㎡
）
の
土

地
を
借
り
た
ほ
か
、

事
務
所
の
中
庭
に
あ

る
畑
を
活
用
し
、
兼

業
農
家
で
あ
る
農
業

ス
タ
ッ
フ
の
松
浦
寿

人
氏
の
指
導
の
も

と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

白
菜
、
大
根
、
カ
ブ
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
作
物
を
栽
培

し
た
。

　「農
業
体
験
で
は
、
で
き
る
だ
け
体
に
よ
い
野
菜

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
無
農
薬
栽
培
を
行

い
ま
し
た
。
週
1
回
の
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

比
較
的
栽
培
し
や
す
い
野
菜
を
選
び
ま
し
た
。
心
身

の
状
態
が
不
安
定
な
利
用
者
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、

体
調
に
応
じ
て
袋
詰
め
作
業
な
ど
の
負
担
が
少
な
い

仕
事
に
変
え
る
こ
と
で
継
続
し
て
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
が
や
り
が
い
を

感
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
農
作
業
は
利
用
者
同
士
が
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
」（
松
浦
氏
）。

　就
労
に
向
け
た
体
験
の
場
と
し
て

「
こ
だ
わ
り
市
」
を
開
催

　農
業
体
験
を
通
じ
て
心
身
の
状
態
が
安
定
し
た
参

加
者
に
は
、
就
労
に
向
け
た
体
験
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、居
場
所
の
1
階
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、

「
こ
だ
わ
り
市
」（
毎
週
月
・
木
曜
）を
開
催
。
収
穫
し

た
作
物
を
利
用
者
が
中
心
に
な
っ
て
販
売
し
て
い

る
。　「こ

だ
わ
り
市
」
で
は
収
穫
し
た
作
物
の
ほ
か
、

地
元
の
農
家
や
鮮
魚
店
か
ら
島
根
県
産
の
新
鮮
な
野

菜
や
魚
介
類
を
仕
入
れ
て
販
売
し
て
お
り
、
利
用
者

は
接
客
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
相
談
し
な
が
ら

食
材
の
仕
入
れ
や
販
売
価
格
の
設
定
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　「『
こ
だ
わ
り
市
』
は
、
近
隣
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
も
好
評
で
毎
回

多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、

YC スタジオの外観。1 階には販売スペースが 
あり、利用者が作った野菜や創作品などを販売

居場所支援では落ち着いた雰囲気のある町
屋造りの古民家を開放し、利用者が安心で
きる場を提供している

農作業に取り組む利用者の様子

栽培した作物は「こだわり市」
で販売するほか、買い物が困難
な高齢者の自宅に食材を届ける
サービスを実施

17 ●WAMー2017.9

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
若
者
の

居
場
所
支
援
に
取
り
組
む

　島
根
県
松
江
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｙ

Ｃ
ス
タ
ジ
オ
は
、
平
成
16
年
3
月
の
設
立
以
来
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
若

者
の
居
場
所
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　法
人
の
設
立
経
緯
は
、
平
成
3
年
に
理
事
長
の
木

村
悦
子
氏
が
不
登
校
の
子
ど
も
を
抱
え
る「
親
の
会
」

を
立
ち
上
げ
こ
と
に
始
ま
る
。「
親
の
会
」
に
子
ど

も
が
つ
い
て
く
る
こ
と
で
自
然
発
生
的
に
子
ど
も
の

居
場
所
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
義
務
教
育
を
終
了
し

て
か
ら
の
居
場
所
は
少
な

く
、
そ
の
よ
う
な
若
者
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
し
、
や
り

た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
居
場
所
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　居
場
所
支
援
で
は
、
不
登

校
や
学
校
を
中
退
し
て
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る

人
や
、
精
神
障
害
・
発
達
障
害
な
ど
を
理
由
に
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
10
代
後
半

か
ら
30
代
前
半
の
若
者
を
対
象
に
、
築
１
０
０
年
以

上
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
る
町
屋
造
り
の
古
民

家
を
平
日
の
11
時
～
18
時
ま
で
開
放
し
て
い
る
。
利

用
者
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
互
い
の
存
在
を
認
め
あ

え
る
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
相
談
を
受

け
て
お
り
、
多
い
日
に
は
10
人
近
く
の
利
用
が
あ
る

と
い
う
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
ひ
き
こ
も
り
の
「
親
の
会
」
を

毎
月
開
催
し
、
同
じ
体
験
を
も
つ
親
同
士
が
情
報
交

換
を
し
た
り
学
び
あ
う
こ
と
で
、
互
い
に
共
感
し
、

支
え
あ
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　居
場
所
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
木
村
理
事

長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「法
人
名
の
Ｙ
Ｃ
ス
タ
ジ
オ
は
、『Youth Culture 

Studio

』（
若
者
文
化
工
房
）
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

居
場
所
に
設
け
た
各
種
工
房
で
は
、
創
作
活
動
や
芸

術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
体
験
、
学
習
教
室
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
自
信
や
希
望
を
取
り
戻
す
こ
と
に

つ
な
げ
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
み
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
な
か

に
は
し
っ
か
り
と
食
事
を
と
れ
て
い
な
い
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
体
か
ら
元
気
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
平
成
27
年
か
ら
農
業
体
験
を
通
じ
て
生

き
る
こ
と
の
基
本
と
な
る
食
生
活
の
改
善
を
図
る
と

と
と
も
に
、
就
労
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」。

農
業
体
験
を
通
し
て
、

食
と
職
の
生
活
の
自
立
へ

島
根
県
松
江
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｙ
Ｃ
ス
タ
ジ
オ

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
６
９
０
︱
０
０
６
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島
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松
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潟
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町
70

Ｔ
Ｅ
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：
０
８
５
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Ｆ
Ａ
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：
０
８
５
２
︱
２
５
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９
５
９
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.yc-studio.org/

設   

立
：
平
成
16
年
3
月

理
事
長
：
木
村
　悦
子

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「農を食と職へシェアキッチン事業」

（助成額：648 万 6 千円）
事業概要：さまざまな困難を抱え、孤立して生きていくことに不

安を感じている若者に対し、農業体験を通して、心身
のリフレッシュや食生活の改善を図るとともに、栽培
した作物を販売する「こだわり市」や、中間的就労と
して弁当や惣菜の製造販売を実施することで就労への
意欲を高めることを目指す事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　さまざまな困難を抱え、孤立
して生きていくことに不安を感
じている若者に対し、農業体験
を通して、心身のリフレッシュ
や食生活の改善を図るとともに、
栽培した作物を販売する「こだ
わり市」や、中間的就労として
弁当や惣菜の製造販売を実施す
ることで就労への意欲を高める
ことを目指す事業を行なった島
根県松江市の特定非営利活動法
人ＹＣスタジオの取り組みをご
紹介します。

4

島
根
県
松
江
市
天
神
町
82
番
地

20



Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

農
業
体
験
を
通
じ
た
自
立
支
援
を
実
施

　こ
の
農
業
体
験
を
通
じ
た
若
者
の
自
立
支
援
は
、

平
成
27
年
度
の
W
A
M
助
成
を
活
用
し
、「
農
を
食

と
職
へ
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
事
業
」と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
孤
立
し
、

生
き
て
い
く
こ
と
や
働
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
若
者
に
対
し
、
農
業
活
動
を
通
し
て
食
の
改
善
や

就
労
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
農

ト
レ
事
業
、
②
キ
ッ
チ
ン
惣
事
業
、
③
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「農
ト
レ
事
業
」
は
、農
業
か
ら
「
育
て
る
こ
と
」、

「
食
べ
る
こ
と
」、「
働
く
こ
と
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
体
験
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
自
然
豊

か
な
環
境
の
な
か
で

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。
農
業
体

験
に
は
心
身
の
状
態

が
不
安
定
な
居
場
所

支
援
の
利
用
者
の
ほ

か
、「
親
の
会
」
で

も
参
加
を
呼
び
か

け
、
7
人
が
参
加
し

た
。　農

業
体
験
は
週
1

回
（
計
52
回
）
の
実

施
で
、
農
場
は
地
元

農
家
か
ら
1
反
（
約

１
０
０
０
㎡
）
の
土

地
を
借
り
た
ほ
か
、

事
務
所
の
中
庭
に
あ

る
畑
を
活
用
し
、
兼

業
農
家
で
あ
る
農
業

ス
タ
ッ
フ
の
松
浦
寿

人
氏
の
指
導
の
も

と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

白
菜
、
大
根
、
カ
ブ
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
作
物
を
栽
培

し
た
。

　「農
業
体
験
で
は
、
で
き
る
だ
け
体
に
よ
い
野
菜

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
無
農
薬
栽
培
を
行

い
ま
し
た
。
週
1
回
の
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

比
較
的
栽
培
し
や
す
い
野
菜
を
選
び
ま
し
た
。
心
身

の
状
態
が
不
安
定
な
利
用
者
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、

体
調
に
応
じ
て
袋
詰
め
作
業
な
ど
の
負
担
が
少
な
い

仕
事
に
変
え
る
こ
と
で
継
続
し
て
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
が
や
り
が
い
を

感
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
農
作
業
は
利
用
者
同
士
が
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
」（
松
浦
氏
）。

　就
労
に
向
け
た
体
験
の
場
と
し
て

「
こ
だ
わ
り
市
」
を
開
催

　農
業
体
験
を
通
じ
て
心
身
の
状
態
が
安
定
し
た
参

加
者
に
は
、
就
労
に
向
け
た
体
験
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、居
場
所
の
1
階
に
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、

「
こ
だ
わ
り
市
」（
毎
週
月
・
木
曜
）を
開
催
。
収
穫
し

た
作
物
を
利
用
者
が
中
心
に
な
っ
て
販
売
し
て
い

る
。　「こ

だ
わ
り
市
」
で
は
収
穫
し
た
作
物
の
ほ
か
、

地
元
の
農
家
や
鮮
魚
店
か
ら
島
根
県
産
の
新
鮮
な
野

菜
や
魚
介
類
を
仕
入
れ
て
販
売
し
て
お
り
、
利
用
者

は
接
客
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
相
談
し
な
が
ら

食
材
の
仕
入
れ
や
販
売
価
格
の
設
定
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　「『
こ
だ
わ
り
市
』
は
、
近
隣
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

な
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
も
好
評
で
毎
回

多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、

YC スタジオの外観。1 階には販売スペースが 
あり、利用者が作った野菜や創作品などを販売

居場所支援では落ち着いた雰囲気のある町
屋造りの古民家を開放し、利用者が安心で
きる場を提供している

農作業に取り組む利用者の様子

栽培した作物は「こだわり市」
で販売するほか、買い物が困難
な高齢者の自宅に食材を届ける
サービスを実施
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企
業
等
と
の
関
係
性
を
深
め
、

利
用
者
の
雇
用
に
つ
な
げ
る

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
「
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
向
け
て
企
業

と
の
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に

は
地
域
の
企
業
や
個
人
商
店
、
農
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
が
加
盟
す
る
島
根
県
中
小
企
業
家
同
友
会
に
加

入
し
、
関
係
性
を
深
め
な
が
ら
見
学
や
実
習
に
つ
な

げ
、
こ
れ
ま
で
3
人
の
利
用
者
の
雇
用
を
実
現
し
て

い
る
。

　就
職
後
に
継
続
し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ

ロ
ー
と
し
て
は
、
雇
用
後
も
利
用
者
は
居
場
所
を
活

用
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
や
体
調

な
ど
の
悩
み
を
相
談
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
同
法

人
の
農
作
業
を
手
伝
う
こ
と
も
よ
い
気
分
転
換
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

　こ
う
し
た
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
孤
立
す
る
若
者
に
対
し
、
食
生
活
の

改
善
や
働
く
意
欲
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「農
業
や
仕
事

体
験
か
ら
就
労
へ

の
意
欲
が
高
ま

り
、
利
用
者
の
雇

用
に
結
び
つ
い
た

こ
と
は
成
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
生

き
て
い
く
た
め
の

基
本
と
な
る
”食

べ
る
こ
と
“に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
、
利
用
者

が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
成
果
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
農
業
体
験
を
行
う

農
地
の
確
保
や
新
鮮
な
野
菜
や
魚
介
類
が
手
に
入
る

と
い
う
環
境
は
地
方
の
強
み
で
す
が
、
そ
れ
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木
村

理
事
長
）。

　今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
居
場
所
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
の
、
一
つ
の

団
体
で
は
で
き
る
こ
と
の
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
さ

ら
に
地
域
の
支
援
団
体
と
の
連

携
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

　同
法
人
が
実
践
す
る
農
業
体

験
を
通
じ
た
若
者
の
自
立
支
援

の
よ
う
に
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

中間的就労として弁当や惣菜の製造
販売を行う「惣キッチン」の様子

19 ●WAMー2017.9

高
齢
化
が
非
常
に
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
移
動
手
段

が
な
く
買
い
物
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、『
こ
だ
わ
り
市
』
で
は
店
頭

販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
用
者
が
高
齢
者
の
自
宅
ま

で
注
文
伺
い
に
出
向
き
、
食
材
を
届
け
る
こ
と
も
行

い
ま
し
た
。
食
材
を
届
け
る
際
に
は
話
し
相
手
に
な

る
こ
と
で
高
齢
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
す

が
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
他
世
代
と
の
交
流
や
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
双
方
に
と
っ
て
良
い

面
が
あ
り
ま
し
た
」（
松
浦
氏
）。

　ま
た
、「
キ
ッ
チ
ン
惣
事
業
」
で
は
、
生
き
る
こ

と
の
基
本
と
な
る
食
生
活
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に
招
い
た
料
理
教
室

を
毎
月
開
催
し
た
。
楽
し
く
調
理
方
法
を
学
ぶ
と
と

も
に
、居
場
所
支
援
の
活
動
日
に
は
「
こ
だ
わ
り
市
」

の
食
材
を
用
い
て
、
利
用
者
た
ち
が
各
自
で
昼
食
を

作
っ
た
。

　「自
分
で
食
事
を
作
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

自
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
昼
食
を

作
る
際
、
ス
タ
ッ
フ
は
で
き
る
だ
け
手
を
貸
さ
ず
、

見
守
り
に
徹
す
る
こ
と
で
利
用
者
同
士
の
助
け
あ
い

や
、
学
び
あ
い
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
自
ら
が
野
菜

を
栽
培
し
た
こ
と
で
料
理
や
食
材
の
栄
養
価
な
ど
に

興
味
を
も
つ
利
用
者
も
多
く
、
自
分
に
必
要
な
栄
養

価
を
考
え
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
た
食
事
を
す
る

こ
と
で
、
健
康
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
す
る
利
用
者

も
多
く
い
ま
し
た
」（
木
村
理
事
長
）。

中
間
的
就
労
と
し
て

弁
当
・
惣
菜
の
製
造
販
売
を
実
施

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
働
く
意
欲
や
仕
事

へ
の
興
味
が
出
て
き

た
利
用
者
に
対
し
、

就
労
に
向
け
た
実
践

の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
弁
当

や
惣
菜
の
製
造
販
売

に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。　弁

当
や
惣
菜
の
製

造
販
売
に
は
、
13
人

の
利
用
者
が
参
加

し
、「
惣
キ
ッ
チ
ン
」

と
い
う
看
板
を
掲

げ
、
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
に
実
施
し
た
。
商

品
と
し
て
販
売
す
る
た
め
、
調
理
実
習
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
調
理
や
衛
生
面
の
指
導
・
管
理
を
し
っ

か
り
受
け
な
が
ら
、
利
用
者
と
5
人
の
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
調
理
を
行
っ
た
。
新
商
品
の

開
発
に
も
意
欲
的
で
、
日
替
わ
り
で
販
売
す
る
惣

菜
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
20
種
類
を
超
え
て
お
り
、
多

く
の
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　調
理
に
使
う
食
材
は
「
こ
だ
わ
り
市
」
の
ほ
か
、

地
域
の
農
家
や
鮮
魚
店
で
仕
入
れ
て
い
る
が
、
商
品

の
売
れ
行
き
を
み
な
が
ら
必
要
な
量
を
仕
入
れ
て
い

く
の
も
利
用
者
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
に

は
仕
事
の
段
階
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
っ
て
お
り
、

13
人
の
参
加
者
の
う
ち
6
人
に
対
し
て
中
間
的
就
労

と
し
て
最
低
賃
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

　中
間
的
就
労
の
場
と
し
て
の
「
惣
キ
ッ
チ
ン
」
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
調
理
だ
け
で
な
く
、
接
客
や
洗
い
物

の
ほ
か
に
も
、
商
品
を
並
べ
た
り
、
売
り
場
の
ポ
ッ

プ
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
工
程
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性

に
マ
ッ
チ
す
る
業
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

可
能
な
こ
と
だ
と
い
う
。

　ま
た
、
弁
当
や
惣
菜
の
製
造
販
売
や
こ
だ
わ
り
市

で
余
っ
た
商
品
・
食
材
は
、
松
江
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
、
日
々
の
食
事
に
困
っ
て
い
る
生
活

困
窮
者
な
ど
に
提
供
し
て
い
る
。

　「仕
事
を
体
験
し
て
就
労
へ
の
意
欲
を
高
め
る
と

と
も
に
、
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
経
験
を
さ

せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め

に
も
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
直

接
当
事
者
に
渡
し
て
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
」（
木
村
理
事
長
）。

農業スタッフの
松浦寿人氏

毎月開催する料理教室では、
食生活の改善に向け調理方法
を学んだ

平日の活動日には、自分に必要な栄養バランスの採
れた昼食をつくり、利用者が一緒に食事を楽しんだ
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企
業
等
と
の
関
係
性
を
深
め
、

利
用
者
の
雇
用
に
つ
な
げ
る

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
「
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
向
け
て
企
業

と
の
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に

は
地
域
の
企
業
や
個
人
商
店
、
農
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
が
加
盟
す
る
島
根
県
中
小
企
業
家
同
友
会
に
加

入
し
、
関
係
性
を
深
め
な
が
ら
見
学
や
実
習
に
つ
な

げ
、
こ
れ
ま
で
3
人
の
利
用
者
の
雇
用
を
実
現
し
て

い
る
。

　就
職
後
に
継
続
し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ

ロ
ー
と
し
て
は
、
雇
用
後
も
利
用
者
は
居
場
所
を
活

用
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
や
体
調

な
ど
の
悩
み
を
相
談
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
同
法

人
の
農
作
業
を
手
伝
う
こ
と
も
よ
い
気
分
転
換
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

　こ
う
し
た
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
孤
立
す
る
若
者
に
対
し
、
食
生
活
の

改
善
や
働
く
意
欲
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「農
業
や
仕
事

体
験
か
ら
就
労
へ

の
意
欲
が
高
ま

り
、
利
用
者
の
雇

用
に
結
び
つ
い
た

こ
と
は
成
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
生

き
て
い
く
た
め
の

基
本
と
な
る
”食

べ
る
こ
と
“に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
、
利
用
者

が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
成
果
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
農
業
体
験
を
行
う

農
地
の
確
保
や
新
鮮
な
野
菜
や
魚
介
類
が
手
に
入
る

と
い
う
環
境
は
地
方
の
強
み
で
す
が
、
そ
れ
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木
村

理
事
長
）。

　今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
居
場
所
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
の
、
一
つ
の

団
体
で
は
で
き
る
こ
と
の
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
さ

ら
に
地
域
の
支
援
団
体
と
の
連

携
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
。

　同
法
人
が
実
践
す
る
農
業
体

験
を
通
じ
た
若
者
の
自
立
支
援

の
よ
う
に
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

中間的就労として弁当や惣菜の製造
販売を行う「惣キッチン」の様子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

WAMから ひと言

「若者目線」という理念が明確で、個々のニーズに寄り添いながら事業展開されている点を評価しています。若者一人ひとりを支える地域

全体のネットワークを作り、理解者、協力者を増やしていく地道な努力は貴重であり、今後も継続的な取り組みを期待しています。

　当法人は、「ありのままで OK もう
一つの生き方へ」というコンセプトの
もと、さまざまな困難を抱える若者に
対し、安心していられる居場所ととも
に、さまざまな体験をする機会を提供し、
自分にあった生き方をみつけてもらうことを支援してきました。
　平成 27 年度の助成事業では、農業体験で体から元気になり、
就労への意欲につなげることに取り組みましたが、農業を体験
したことで「食」への関心が高まり、自分で食事をつくれるよ
うになったことも、将来的な自立に向けて大きな意味があった
と思います。
　今後も生きづらさを感じている若者に対し、自分らしい生き
方や働き方をみつけてもらえるよう支援していきたいと考えて
います。

自分にあった生き方を
みつけてもらうことを支援

特定非営利活動法人YCスタジオ

理事長   木村  悦子氏
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　同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
団

地
住
民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
相
談
会
（
暮
ら
し

応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
）
の
開
催
、
②
団
地
町
会
の
全
戸
訪
問

の
実
施
、
③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
提
供
、
④
社

会
資
源
リ
ス
ト
の
作
成
、
⑤
連
絡
会
の
開
催
な
ど
を

実
施
し
た
。

　団
地
住
民
を
対
象
に
し
た
相
談
会
（
暮
ら
し
応
援

Ｄ
Ａ
Ｙ
）
は
、
団
地
敷
地
内
に
あ
る
集
会
所
を
活
用

し
、
平
成
28
年
4
月
と
11
月
の
2
回
開
催
し
た
。
連

携
す
る
各
種
相
談
機
関
が
地
域
に
出
向
き
、
一
堂
に

会
す
る
こ
と
で
、
支
援
機
関
の
情
報
を
住
民
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。　団

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
住
民
が
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
会
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、

日
本
語
の
ほ
か
に
、
英
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
の
4
言
語
に
翻
訳
し
た
開
催
案
内
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、団
地
町
会
の
協
力
で
全
戸
配
布
し
た
。

ま
た
、
相
談
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
連
携
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク

団
体
な
ど
支
援
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
米
や
古
着

な
ど
を
来
場
者
に
配
布
す
る
こ
と
や
、
行
政
や
病
院

か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師
、
保
健
師
に
よ
る
簡
易
的

な
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
全
面
的
に
広
報
す
る
こ
と
で
参
加
を
促
し

た
。　相

談
会
の
実
施
体
制
は
、
1
回
目
は
12
の
支
援
機

関
や
行
政
の
参
加
が
あ
り
、
設
置
し
た
交
流
テ
ー
ブ

ル
に
各
支
援
機
関
の
相
談
員
を
配
置
し
、
日
常
会
話

の
な
か
か
ら
悩
み
を
引
き
出
し
、
必
要
に
応
じ
て
別

室
で
個
別
対
応
を
行
っ
た
。2
回
目
の
相
談
会
で
は
、

14
の
支
援
機
関
や
行
政
が
参
加
し
、
支
援
機
関
ご
と

に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
の
相
談
を
受
け
る
形
式

と
し
た
。

　相
談
会
の
参
加
実
績
は
、
2
回
の
開
催
で
計
56
世

帯
が
来
場
し
、
延
べ
28
件
の
相
談
を
受
け
た
。
相
談

者
の
大
半
は
高
齢
者
で
、
相
談
内
容
と
し
て
は
体
調

不
良
が
最
も
多
く
、
高
齢
に
伴
っ
た
身
体
機
能
の
衰

え
や
障
害
に
よ
り
移
動
が
困
難
に
な
り
、
孤
立
し
が

ち
な
傾
向
が
あ
っ
た
。

全
戸
訪
問
を
実
施
し

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

　ま
た
、
相
談
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
地
の
全
戸
訪

問
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
町
会
で
も
把
握
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
世
帯
構
成
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
を
目
指
し
た
。

　全
戸
訪
問
の
実
施
に
つ
い
て
、
同
事
業
事
務
局
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
八
木
わ
た
る
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「私
は
い
く
つ
か
の
相
談
支
援
機
関
で
も
勤
務
し

て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
相
談
機
関
で
も
問
題

に
な
る
の
は
『
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
ま

で
相
談
に
来
な
か
っ
た
の
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
負
傷
や
障
害
に
よ
り
職
を
失
い
、
生
活
に

困
窮
し
て
孤
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
連
鎖
反
応
は
支

援
の
介
入
が
遅
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
日
本
社
会
に
お
け
る
相
談
機
関
は
官
民
と

も
に
未
だ
申
請
主
義
の
面
が
あ
り
、
相
談
に
来
た
人

に
は
全
力
で
対
応
す
る
も
の
の
、
大
半
の
相
談
機
関

は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
早
期
に
介
入
す
る
た
め
に
も
、
相
談
に
来
な
い

人
に
対
し
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
い
く
姿
勢
が
非

相談会（暮らし応援DAY）の様子。
各種相談機関が一堂に会すること
で、これまで把握していなかった潜
在的ニーズの発掘につなげた

支援対象となった県営住宅の並柳団地多くの住民に参加してもらうため、
相談会の来場者には米や古着など
を無料提供した
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安
全
で
豊
か
な

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　長
野
県
松
本
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
中

信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が
国
籍
や
文
化
の
違
い

を
超
え
、「
安
全
で
豊
か
な
共
生
社
会
の
実
現
」
を

目
指
し
、
平
成
20
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
22

年
１
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　主
な
活
動
内
容
は
、
松
本
市
の
委
託
事
業
と
し
て

市
内
の
小
中
学
校
に
支
援
員
を
派
遣
し
、
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
に
日

本
語
の
指
導
を
行
う
ほ
か
、

「
松
本
市
多
文
化
共
生
プ
ラ

ザ
」
の
運
営
委
託
を
受
け
、

外
国
人
の
相
談
対
応
を
行
う

と
と
も
に
、
日
本
人
と
外
国

人
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
同
法
人
は
平
成

28
年
か
ら
地
域
の
支
援
機
関

と
連
携
し
、
市
内
に
あ
る
並な
み

柳や
な
ぎ

団
地
の
住
民
を
対
象
と
し
た
生
活
相
談
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　支
援
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
、
同
法
人
社

会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
丸
山
文
氏
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「並
柳
団
地
は
、
総
戸
数
５
８
６
戸
の
県
営
住
宅

な
の
で
す
が
、
外
国
人
の
入
居
者
が
全
体
の
15
％
く

ら
い
を
占
め
、
ま
た
外
国
人
に
限
ら
ず
、
独
居
高
齢

者
や
生
活
困
窮
者
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
障
害
者
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
人
た
ち
が
多
く
住

ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
は
毎
年
の
よ
う
に
自
殺

す
る
入
居
者
が
出
て
お
り
、
団
地
の
町
会
長
か
ら
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
住
民
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
支
援
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
法
人
は
外
国
人
支
援
を
専
門
に
し

て
き
た
こ
と
や
、
1
団
体
で
は
で
き
る
こ
と
に
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関

に
協
力
を
呼
び
か
け
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
協
働
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」。要

支
援
者
を
支
援
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

　こ
の
並
柳
団
地
の
住
民
を
対
象
に
し
た
生
活
支
援

の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度
の
W
A
M
助
成
を

活
用
し
、「
暮
ら
し
と
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

地
域
の
支
援
団
体
と
協
働
し
、

生
活
課
題
を
抱
え
る
団
地
住
民
を
支
援

長
野
県
松
本
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

中
信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
３
９
０
︱
０
３
０
６

　
　
　
　長
野
県
松
本
市
大
字
南
浅
間
５
７
６
︱
11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
０
︱
１
４
６
６
︱
２
１
０
７

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://ctntabunka.jp/

設   

立
：
平
成
22
年
1
月

（
任
意
団
体
設
立
：
平
成
20
年
3
月
）

理
事
長
：
佐
藤
　友
則

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成28年度
「暮らしと地域再生プロジェクト事業」

（助成額：266 万 2 千円）
事業概要：外国人や独居高齢者、障害者、生活困窮者などの要支

援者が多く居住する県営団地の住民を対象に、地域の
支援機関と協働しながら、相談会や全戸訪問を行うこ
とで潜在的ニーズを発掘し、適切に支援団体につなぐ
とともに、継続的なフォローアップを実施する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　外国人や独居高齢者、障害者、
生活困窮者などの要支援者が多
く居住する県営団地の住民を対
象に、地域の支援機関と協働し
ながら、相談会や全戸訪問を実
施し、潜在的ニーズを発掘し、
適切に支援団体につなぐととも
に、継続的にフォローアップす
る事業を行なった長野県松本市
の特定非営利活動法人中信多文
化共生ネットワークの取り組み
をご紹介します。
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　同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
団

地
住
民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
相
談
会
（
暮
ら
し

応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
）
の
開
催
、
②
団
地
町
会
の
全
戸
訪
問

の
実
施
、
③
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
提
供
、
④
社

会
資
源
リ
ス
ト
の
作
成
、
⑤
連
絡
会
の
開
催
な
ど
を

実
施
し
た
。

　団
地
住
民
を
対
象
に
し
た
相
談
会
（
暮
ら
し
応
援

Ｄ
Ａ
Ｙ
）
は
、
団
地
敷
地
内
に
あ
る
集
会
所
を
活
用

し
、
平
成
28
年
4
月
と
11
月
の
2
回
開
催
し
た
。
連

携
す
る
各
種
相
談
機
関
が
地
域
に
出
向
き
、
一
堂
に

会
す
る
こ
と
で
、
支
援
機
関
の
情
報
を
住
民
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。　団

地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
住
民
が
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
会
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、

日
本
語
の
ほ
か
に
、
英
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
中
国
語
の
4
言
語
に
翻
訳
し
た
開
催
案
内
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、団
地
町
会
の
協
力
で
全
戸
配
布
し
た
。

ま
た
、
相
談
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
連
携
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク

団
体
な
ど
支
援
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
米
や
古
着

な
ど
を
来
場
者
に
配
布
す
る
こ
と
や
、
行
政
や
病
院

か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師
、
保
健
師
に
よ
る
簡
易
的

な
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
全
面
的
に
広
報
す
る
こ
と
で
参
加
を
促
し

た
。　相

談
会
の
実
施
体
制
は
、
1
回
目
は
12
の
支
援
機

関
や
行
政
の
参
加
が
あ
り
、
設
置
し
た
交
流
テ
ー
ブ

ル
に
各
支
援
機
関
の
相
談
員
を
配
置
し
、
日
常
会
話

の
な
か
か
ら
悩
み
を
引
き
出
し
、
必
要
に
応
じ
て
別

室
で
個
別
対
応
を
行
っ
た
。2
回
目
の
相
談
会
で
は
、

14
の
支
援
機
関
や
行
政
が
参
加
し
、
支
援
機
関
ご
と

に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
の
相
談
を
受
け
る
形
式

と
し
た
。

　相
談
会
の
参
加
実
績
は
、
2
回
の
開
催
で
計
56
世

帯
が
来
場
し
、
延
べ
28
件
の
相
談
を
受
け
た
。
相
談

者
の
大
半
は
高
齢
者
で
、
相
談
内
容
と
し
て
は
体
調

不
良
が
最
も
多
く
、
高
齢
に
伴
っ
た
身
体
機
能
の
衰

え
や
障
害
に
よ
り
移
動
が
困
難
に
な
り
、
孤
立
し
が

ち
な
傾
向
が
あ
っ
た
。

全
戸
訪
問
を
実
施
し

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

　ま
た
、
相
談
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
地
の
全
戸
訪

問
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
町
会
で
も
把
握
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
世
帯
構
成
な
ど
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
早
期
発
見
を
目
指
し
た
。

　全
戸
訪
問
の
実
施
に
つ
い
て
、
同
事
業
事
務
局
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
八
木
わ
た
る
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「私
は
い
く
つ
か
の
相
談
支
援
機
関
で
も
勤
務
し

て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
相
談
機
関
で
も
問
題

に
な
る
の
は
『
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
ま

で
相
談
に
来
な
か
っ
た
の
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
負
傷
や
障
害
に
よ
り
職
を
失
い
、
生
活
に

困
窮
し
て
孤
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
連
鎖
反
応
は
支

援
の
介
入
が
遅
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
日
本
社
会
に
お
け
る
相
談
機
関
は
官
民
と

も
に
未
だ
申
請
主
義
の
面
が
あ
り
、
相
談
に
来
た
人

に
は
全
力
で
対
応
す
る
も
の
の
、
大
半
の
相
談
機
関

は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で

す
。
早
期
に
介
入
す
る
た
め
に
も
、
相
談
に
来
な
い

人
に
対
し
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
い
く
姿
勢
が
非

相談会（暮らし応援DAY）の様子。
各種相談機関が一堂に会すること
で、これまで把握していなかった潜
在的ニーズの発掘につなげた

支援対象となった県営住宅の並柳団地多くの住民に参加してもらうため、
相談会の来場者には米や古着など
を無料提供した
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タ
ガ
ロ
グ
語
の
5
カ
国
語
版
を
作
成
し
、
外
国
語
版

で
は
見
開
き
で
日
本
語
と
外
国
語
を
併
記
す
る
こ
と

で
、
日
本
人
支
援
者
が
外
国
人
に
説
明
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
専
門
用
語
を
用

い
ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
支

援
内
容
や
困
り
ご
と
を
ア
イ
コ
ン
で
表
示
し
、
目
で

み
て
必
要
な
支
援
機
関
を
検
索
で
き
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
」（
丸
山
氏
）。

　ま
た
、連
携
す
る
支
援
団
体
と
は「
連
絡
会
」を
毎
月

開
催
し
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
通
じ
て
支
援
機

関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
縁
組

織
で
あ
る
団
地
町
会
と
の
つ
な
が
り
も
深
め
て
い
る
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
八
木
氏
は
、
限
ら
れ

た
資
源
の
な
か
で
地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
は
軽
度

で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
困
難
が
重
な
る
こ
と
で
深
刻

な
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　「助
成
事
業
で
は
、
団
地
に
お
け
る
固
有
の
困
難
が

あ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
並
柳
団
地
の

町
会
が
主
導
し
、
団
地
の
あ
る
自
治
会
同
士
の
情
報

交
換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
松
本
市
の
事
業
と
し

て
採
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
連
携
す
る
支

援
団
体
と
団
地
町
会
が
中
心
に

な
り
、
団
地
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
し
た
食
事
支
援
と
学
習

支
援
を
行
う
「
な
み
カ
フ
ェ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
団
地

住
民
の
移
動
支
援
を
組
織
化
す

る
動
き
も
あ
る
と
い
う
。

　地
域
の
支
援
機
関
と
協
働

し
、
団
地
住
民
の
潜
在
的
な
支

援
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
に

支
援
に
つ
な
ぐ
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成した社会資源
リスト「松本暮らし応援ガイ
ド」。外国語版（5カ国語）では、
見開きで日本語と外国語を併記
し、日本人の支援者が外国人に
説明しやすいように配慮した

特定非営利活動法人
中信多文化共生ネットワーク
社会福祉プログラムディレクター

丸山  文氏
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常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　全
戸
訪
問
の
実
施
体
制
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生
活
困
窮
者
支
援
や
外
国

人
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど
専
門
の
異
な
る
各
支
援

機
関
の
ス
タ
ッ
フ
が
2
人
1
組
と
な
り
、
女
性
の
入

居
者
が
話
を
し
や
す
い
よ
う
必
ず
女
性
ス
タ
ッ
フ
を

組
み
合
せ
た
。
ま
た
、
連
携
す
る
松
本
大
学
で
社
会

福
祉
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
に
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
支
援
の
担
い
手
を

養
成
す
る
こ
と
も
狙
い
と
し
た
。

　全
戸
訪
問
は
、
平
成
28
年
10
～
12
月
の
間
に
計
8

回
実
施
し
、
空
室
を
除
く
３
９
１
戸
の
う
ち
２
４
３

戸
の
入
居
者
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
訪
問
の

際
に
は
世
帯
構
造
や
困
難
の
内
容
、
つ
な
が
っ
て
い

る
社
会
資
源
な
ど
、
各
戸
ご
と
に
話
せ
る
範
囲
で
の

簡
易
的
な
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
必
要
で

あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
。

　「実
際
に
訪
問
し
た
こ
と
で
、
入
居
す
る
世
帯
の

3
分
の
1
近
く
が
独
居
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
や
、
団

地
の
5
階
建
て
の
棟
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
、
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
住
環
境
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
困
難
事
例
と
し
て
は
、

相
談
会
と
同
様
に
慢
性
的
な
体
調
不
良
を
訴
え
る
人

が
圧
倒
的
に
多
く
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
お
金
が
な
い
、
身

体
が
不
自
由
で
移
動
が
で
き
な
い
』
ゆ
え
に
ひ
き
こ

も
り
状
態
に
陥
る
と
い
う
連
鎖
反
応
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
想
定
で
は
、
制
度
や
支

援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
を
適
切
な
支
援
に
つ
な

ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
生
活
保

護
受
給
者
が
一
定
数
い
る
な
ど
、
大
半
の
人
は
何
ら

か
の
社
会
資
源
に
う
っ
す
ら
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
で
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
」（
八
木
氏
）。

要
支
援
者
に
対
し

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
提
供

　相
談
会
や
全
戸
訪
問
の
実
施
後
は
、
掘
り
起
こ
さ

れ
た
要
支
援
者
に
対
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
提
供
し
た
。
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
支
援
で
は
、
訪
問
し
た
各
支
援
員
が
作
成

し
た
相
談
記
録
を
も
と
に
、
八
木
氏
が
支
援
機
関
に

つ
な
い
だ
り
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
専
門
性
を
も
つ

支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
継
続
的
な
見
守
り
を
行

っ
た
。
見
守
り
続
け
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
、
要

支
援
者
と
の
関
係
性
を
構
築
し
、
よ
り
深
い
悩
み
を

引
き
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　さ
ら
に
、
支
援
に
つ
な
げ
た
後
は
、
八
木
氏
が
効

果
測
定
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。

　「課
題
が
解
決
す
る
ま
で
伴
走
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
就
労

支
援
団
体
に
つ
な
い
だ
際
に
、
そ
の
後
の
状
況
を
聞

い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
支
援
機
関
と
い
う
の
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
支
援
機
関
が
申
請
主
義

を
否
定
す
る
一
方
で
、
訪
問
支
援
を
す
る
人
員
的
な

余
力
が
な
い
背
景
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
伴

走
的
な
支
援
の
リ
ソ
ー
ス
が
地
域
全
体
で
乏
し
い
こ

と
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
八
木
氏
）。

地
域
の
支
援
機
関
の
情
報
を
掲
載
し
た

社
会
資
源
リ
ス
ト
を
作
成

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
生
活
課
題
を
抱

え
る
当
事
者
や
周
り
の
人
た
ち
が
支
援
機
関
の
情
報

を
得
や
す
く
す
る
た
め
に
、
連
携
団
体
を
中
心
に
14

の
相
談
窓
口
や
支
援
機
関
等
の
情
報
を
掲
載
し
た
地

域
の
社
会
資
源
リ
ス
ト
『
松
本
暮
ら
し
応
援
ガ
イ
ド
』

を
作
成
。
地
域
の
支
援
機
関
や
民
生
委
員
、
自
治
会

な
ど
に
配
布
し
、
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　「ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
チ
ラ
シ
と
同
様
に
日
本
語
版

の
ほ
か
、
英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
タ
イ
語
、

全戸訪問では、専門の異なる各支援機関
の支援員が2人 1組となり、簡易的な
ニーズアセスメントを行った

地域の支援団体との「連絡会」を毎月開
催し、意見交換と情報共有を行うことで
ネットワークの強化を図った
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タ
ガ
ロ
グ
語
の
5
カ
国
語
版
を
作
成
し
、
外
国
語
版

で
は
見
開
き
で
日
本
語
と
外
国
語
を
併
記
す
る
こ
と

で
、
日
本
人
支
援
者
が
外
国
人
に
説
明
し
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
専
門
用
語
を
用

い
ず
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
支

援
内
容
や
困
り
ご
と
を
ア
イ
コ
ン
で
表
示
し
、
目
で

み
て
必
要
な
支
援
機
関
を
検
索
で
き
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
」（
丸
山
氏
）。

　ま
た
、連
携
す
る
支
援
団
体
と
は「
連
絡
会
」を
毎
月

開
催
し
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
通
じ
て
支
援
機

関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
縁
組

織
で
あ
る
団
地
町
会
と
の
つ
な
が
り
も
深
め
て
い
る
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
八
木
氏
は
、
限
ら
れ

た
資
源
の
な
か
で
地
域
の
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
は
軽
度

で
あ
っ
て
も
、
複
数
の
困
難
が
重
な
る
こ
と
で
深
刻

な
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　「助
成
事
業
で
は
、
団
地
に
お
け
る
固
有
の
困
難
が

あ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
並
柳
団
地
の

町
会
が
主
導
し
、
団
地
の
あ
る
自
治
会
同
士
の
情
報

交
換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
事

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
松
本
市
の
事
業
と
し

て
採
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
連
携
す
る
支

援
団
体
と
団
地
町
会
が
中
心
に

な
り
、
団
地
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
し
た
食
事
支
援
と
学
習

支
援
を
行
う
「
な
み
カ
フ
ェ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
団
地

住
民
の
移
動
支
援
を
組
織
化
す

る
動
き
も
あ
る
と
い
う
。

　地
域
の
支
援
機
関
と
協
働

し
、
団
地
住
民
の
潜
在
的
な
支

援
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
適
切
に

支
援
に
つ
な
ぐ
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成した社会資源
リスト「松本暮らし応援ガイ
ド」。外国語版（5カ国語）では、
見開きで日本語と外国語を併記
し、日本人の支援者が外国人に
説明しやすいように配慮した

特定非営利活動法人
中信多文化共生ネットワーク
社会福祉プログラムディレクター

丸山  文氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
要支援者が多く居住する県営団地への全戸訪問により、住民が抱えているさまざまな問題を明らかにし、潜在化していたニーズを支援機

関につなぐネットワークを構築した点、また地域の支援機関を地域資源リスト（冊子）としてわかりやすい形にまとめ、地域資源の可視化
に結びつけた点を高く評価しています。今後も地域の要支援者への継続的な取り組みを期待しています。

　平成 28 年度の WAM 助成では、団地住
民を対象にした支援に取り組みましたが、潜
在ニーズを発掘し、支援機関につなぐ環境づ
くりができたのではないかと思います。
　今後の課題としては、支援困難事例としてサービス拒否という問
題があります。実際に相談会や全戸訪問を実施するなかで、支援の
拒絶感が強い人ほど困難な状況に置かれている傾向があり、そのよ
うな人への対応を考えていく必要があります。
　また、このような支援を拒絶する人たちや困難が軽度な人たちを 

「見守る」という言い方をしますが、結果的に放っておくに近い見守
りになりがちです。もちろん、拒否されている以上は無理やり介入
するわけにはいかないという理由があるのですが、拒絶の自由と尊
厳を尊重しつつも、信頼関係やつながりをつくっていくことを、もう
少し意識的にやっていく必要があると痛感するとともに、適切なア
プローチの手法を開発していかなくてはならないと考えています。

特定非営利活動法人
中信多文化共生ネットワーク

「暮らしと地域再生プロジェクト事業」事務局

   八木 わたる氏

サービス拒否への
　　　対応方法が課題
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シ
ア
タ
ー
の
制
作
と
実
演
な
ど
を
実
施
し
た
。

　障
害
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
自
立
と
活
性
化

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ト
リ
ム
タ

ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
座
学
と
実
践
研
修
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
」と
は
、大
型
船
の
舵
の
先
端
に
あ

る
小
さ
な
パ
ー
ツ
の
こ
と
で
、
最
初
に
こ
の
部
分
が

動
く
こ
と
で
船
の
進
路
を
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
こ
と
か
ら
、た
と
え
小
さ
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、自

ら
が
起
点
と
な
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　な
お
、平
成
27
年
度
に
も
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

「
ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
同
様
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
「
チ
ー
ム
・
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ひ
き
こ
も
り
が
ち

の
学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
学
生
21
人
と
障
害
者

6
人
が
「
カ
レ
ッ
ジ
生
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　座
学
で
は
、
生
活
力
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
促
す
と
と
も
に
、
就
労
に
向
け
た
マ
ナ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
障
害
者
と
学
生
が

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
社
会
に
出
る
た
め
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　実
践
研
修
で
は
、
職
人
コ
ー
ス
（
靴
磨
き
）、
農

業
生
産
コ
ー
ス
、
飲
食
業
コ
ー
ス
（
接
客
）
の
3
つ

の
コ
ー
ス
を
揃
え
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
就
労
に
向
け
た
技
術
の
習
得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」の
活
動
に
つ
い
て
、

同
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
河
波
明
子
氏

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「基
本
方
針
と
し
て
は
、
障
害
の
あ
る
利
用
者

に
対
し
特
別
な
配
慮
は
せ
ず
、
学
生
と
一
緒
に
学

び
な
が
ら
、
互
い

に
高
め
あ
え
る
場

に
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。
実

践
研
修
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
適
性
に

あ
っ
た
仕
事
を
み

つ
け
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
自
立
し

て
い
く
た
め
に
は

手
に
職
を
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
い
つ
ま
で
も
働
き
続

け
ら
れ
る
仕
事
と
し
て
3
つ
を
選
び
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
自
分
に
あ
っ
た
活
動
を
選
択
し
て
も
ら
う
の

で
す
が
、
カ
レ
ッ
ジ
生
に
は
す
べ
て
の
研
修
を
受
け

て
も
ら
い
ま
し
た
」。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
図
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
た
（
年
間
実
施
回

数
：
座
学
２
４
０
回
、
実
践
研
修
１
４
４
回
）。

　実
践
研
修
の
う
ち
、職
人
コ
ー
ス
の
靴
磨
き
で
は
、

学
生
が
支
援
協
力
を
受
け
る
靴
磨
き
専
門
店
で
学

び
、
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
カ
レ
ッ
ジ
生
に
指
導
す
る

か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
農
業
コ
ー
ス
で
は
農
業
生

産
法
人
と
連
携
し
、農
作
業
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ね
ぎ
や
小
松
菜
、ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
作
物
を
栽
培

し
た
。ま
た
、飲
食
業
コ
ー
ス
で
は
、「C

afé

樹
林
」に

龍谷大学内にある「Café 樹林」で、
調理や接客業務を行う利用者

靴磨き研修では、実際に企業などを
訪問し、顧客相手に靴磨きを実践し
た。感謝の言葉をかけられることで、
仕事に対するやりがいや誇りをもつ
利用者も多かった

実践研修の農業生産コースでは、
農作業を通じてコミュニケーショ
ンを学ぶことで就労意欲を高める
ことにつなげた

❖「トリムタブ・カレッジ」週間タイムスケジュール❖
火曜日月曜日 水曜日 木曜日 金曜日

昼　食昼　食

メソッドメソッド

パネルシアターコーラスコーラスパネルシアターマナー講習

朝礼（体操・挨拶・発声練習）　目標発表

登校・確認シート記入

移　動
農業実践

移　動

アルバイトアルバイト

休　憩休　憩

実践（OJT）実践（OJT）

振り返り振り返り

移　動

終礼・下校

9：00～  9：05

9：05～  9：20

9：20～  9：50

10：00～11：00

11：00～11：45

11：45～12：15

12：15～13：15

13：15～13：30

13：30～14：30

14：30～15：00

15：00～15：30

15：30～16：00

図
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「
共
生
」を
理
念
に

障
害
者
の
自
分
ら
し
い
生
活
を
支
え
る

　京
都
府
向
日
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
向
陵
会

は
、
平
成
11
年
9
月
の
設
立
以
来
、「
共
生
」を
基
本

理
念
に
掲
げ
、障
害
の
程
度
や
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
者
と
そ
の
家
族
が
地
域
の
な
か
で
自
分
ら
し
く

生
活
で
き
る
こ
と
を
支
援
し
て
き
た
法
人
で
あ
る
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
平
成
12
年
に
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
「
乙
訓
ひ
ま
わ
り
園
」
を
開
設
し
、
障

害
者
の
生
活
介
護
事
業
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
を
運
営
す
る
ほ
か
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。　就

労
支
援
の
活
動
メ
ニ
ュ

ー
で
は
、
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー

の
製
造
販
売
を
は
じ
め
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
18
年
か

ら
は
京
都
市
伏
見
区
に
あ
る
龍
谷
大
学
の
構
内
に
設

置
さ
れ
た
「C

afé

樹
林
」
を
大
学
と
共
同
運
営
し
、

製
造
し
た
商
品
の
販
売
や
接
客
な
ど
を
利
用
者
が
行

っ
て
い
る
。

　「Café
樹
林
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
同
法
人
地
域

連
携
室
長
の
井
上
大
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「カ
フ
ェ
の
運
営
は
、
龍
谷
大
学
か
ら
『
障
害
の

あ
る
人
の
働
く
場
を
提
供
し
た
い
』
と
い
う
申
し
入

れ
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
運
営

を
通
じ
て
利
用
者
と
学
生
の
交
流
が
生
ま
れ
、
カ
フ

ェ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
活
動
す
る
学
生
団
体
『
チ
ー
ム
・
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学

側
の
意
向
と
し
て
は
、
カ
フ
ェ
を
学
生
に
と
っ
て
も

学
び
の
場
と
な
る
場
所
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
に
は
ひ
き
こ
も
り
の
学
生
が

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、『
チ
ー
ム
・
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
の
メ
ン
バ
ー
に
協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
障
害
者
と
学
生
が
と
も
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
場
を
つ
く
り
、
自
立
や
働
く
意
欲
を
高
め
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

障
害
者
と
孤
立
す
る
若
者
の

自
立
支
援
に
取
り
組
む

　こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

を
活
用
し
、「
孤
立
す
る
若
者
の
”活
性
化
と
就
労
“支

援
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
障
害
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
と

も
に
学
び
な
が
ら
、
社
会
の
な
か
で
自
立
し
活
躍
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
ト
リ
ム

タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
開
催
、
②
靴
磨
き
研
修
お
よ
び

実
践
、
③
農
業
お
よ
び
養
蜂
研
修
、
④
障
害
者
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
の
企
業
ア
プ
ロ
ー
チ
、
⑤
パ
ネ
ル

孤
立
す
る
若
者
の
活
性
化
と

就
労
支
援

京
都
府
向
日
市
・
社
会
福
祉
法
人 

向
陵
会

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
６
１
７
︱
０
０
０
６

　京
都
府
向
日
市
上
植
野
町
五
ノ
坪
11
︱
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
︱
９
３
５
︱
０
１
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
５
︱
９
３
５
︱
０
１
６
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://him

aw
arien.net/

設   

立
：
平
成
11
年
9
月

理
事
長
：
小
野
　哲

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成28年度
「孤立する若者の“活性化と就労”支援事業」
（助成額：331万5千円）
事業概要：龍谷大学と社会福祉法人向陵会が運営す

るカフェをプラットフォームに、結成
した学生団体「チーム・ノーマライゼー
ション」のメンバーが中心となり、障
害者とひきこもりの若者が座学や実践
研修でともに学びながら、自立や就労
への意欲を高めることを支援する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　龍谷大学と社会福祉法人向陵
会が運営するカフェをプラット
フォームに、結成した学生団体

「チーム・ノーマライゼーション」
のメンバーが中心となり、障害
者とひきこもりの若者が座学や
実践研修でともに学びながら、
自立や就労への意欲を高めるこ
とを支援する事業を行なった京
都府向日市の社会福祉法人向陵
会の取り組みをご紹介します。
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シ
ア
タ
ー
の
制
作
と
実
演
な
ど
を
実
施
し
た
。

　障
害
者
や
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
自
立
と
活
性
化

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ト
リ
ム
タ

ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
で
は
、
座
学
と
実
践
研
修
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
」と
は
、大
型
船
の
舵
の
先
端
に
あ

る
小
さ
な
パ
ー
ツ
の
こ
と
で
、
最
初
に
こ
の
部
分
が

動
く
こ
と
で
船
の
進
路
を
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
こ
と
か
ら
、た
と
え
小
さ
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、自

ら
が
起
点
と
な
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　な
お
、平
成
27
年
度
に
も
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

「
ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
同
様
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
「
チ
ー
ム
・
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ひ
き
こ
も
り
が
ち

の
学
生
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
学
生
21
人
と
障
害
者

6
人
が
「
カ
レ
ッ
ジ
生
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　座
学
で
は
、
生
活
力
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
促
す
と
と
も
に
、
就
労
に
向
け
た
マ
ナ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
障
害
者
と
学
生
が

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
社
会
に
出
る
た
め
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　実
践
研
修
で
は
、
職
人
コ
ー
ス
（
靴
磨
き
）、
農

業
生
産
コ
ー
ス
、
飲
食
業
コ
ー
ス
（
接
客
）
の
3
つ

の
コ
ー
ス
を
揃
え
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
就
労
に
向
け
た
技
術
の
習
得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」の
活
動
に
つ
い
て
、

同
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
河
波
明
子
氏

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「基
本
方
針
と
し
て
は
、
障
害
の
あ
る
利
用
者

に
対
し
特
別
な
配
慮
は
せ
ず
、
学
生
と
一
緒
に
学

び
な
が
ら
、
互
い

に
高
め
あ
え
る
場

に
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。
実

践
研
修
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
適
性
に

あ
っ
た
仕
事
を
み

つ
け
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
自
立
し

て
い
く
た
め
に
は

手
に
職
を
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
い
つ
ま
で
も
働
き
続

け
ら
れ
る
仕
事
と
し
て
3
つ
を
選
び
ま
し
た
。
最
終

的
に
は
自
分
に
あ
っ
た
活
動
を
選
択
し
て
も
ら
う
の

で
す
が
、
カ
レ
ッ
ジ
生
に
は
す
べ
て
の
研
修
を
受
け

て
も
ら
い
ま
し
た
」。

　「ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
図
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
年
間
を
通
じ
て
開
催
し
た
（
年
間
実
施
回

数
：
座
学
２
４
０
回
、
実
践
研
修
１
４
４
回
）。

　実
践
研
修
の
う
ち
、職
人
コ
ー
ス
の
靴
磨
き
で
は
、

学
生
が
支
援
協
力
を
受
け
る
靴
磨
き
専
門
店
で
学

び
、
習
得
し
た
ス
キ
ル
を
カ
レ
ッ
ジ
生
に
指
導
す
る

か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
農
業
コ
ー
ス
で
は
農
業
生

産
法
人
と
連
携
し
、農
作
業
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ね
ぎ
や
小
松
菜
、ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
作
物
を
栽
培

し
た
。ま
た
、飲
食
業
コ
ー
ス
で
は
、「C

afé

樹
林
」に

龍谷大学内にある「Café 樹林」で、
調理や接客業務を行う利用者

靴磨き研修では、実際に企業などを
訪問し、顧客相手に靴磨きを実践し
た。感謝の言葉をかけられることで、
仕事に対するやりがいや誇りをもつ
利用者も多かった

実践研修の農業生産コースでは、
農作業を通じてコミュニケーショ
ンを学ぶことで就労意欲を高める
ことにつなげた

❖「トリムタブ・カレッジ」週間タイムスケジュール❖
火曜日月曜日 水曜日 木曜日 金曜日

昼　食昼　食

メソッドメソッド

パネルシアターコーラスコーラスパネルシアターマナー講習

朝礼（体操・挨拶・発声練習）　目標発表

登校・確認シート記入

移　動
農業実践

移　動

アルバイトアルバイト

休　憩休　憩

実践（OJT）実践（OJT）

振り返り振り返り

移　動

終礼・下校

9：00～  9：05

9：05～  9：20

9：20～  9：50

10：00～11：00

11：00～11：45

11：45～12：15

12：15～13：15

13：15～13：30

13：30～14：30

14：30～15：00

15：00～15：30

15：30～16：00
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童
館
や
小
学

校
に
出
向
き
、

乳
幼
児
や
保

護
者
、
小
学

生
を
対
象
に

「
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
」
を
実

演
し
た
。

　パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
は
、

パ
ネ
ル
板
を

貼
っ
た
舞
台
に
、
絵
を
描
い
た
不
織
布
を
貼
っ
た
り

外
し
た
り
す
る
こ
と
で
歌
遊
び
や
物
語
り
を
展
開
す

る
も
の
で
、
地
域
の
小
学
校
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
し
て
『
チ
ー
ム
・

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
に
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。

　実
演
し
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
地
球
温
暖
化

な
ど
環
境
問
題
を
題
材
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成

し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
問
題
を

学
べ
る
内
容
と
し
、
制
作
や
実
演
に
は
カ
レ
ッ
ジ
生

も
参
加
し
た
。
実
演
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
り
、
社
会
貢
献
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　助
成
期
間
中
に
児
童
館
や
小
学
校
で
6
回
開
催

し
、
約
１
８
０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
実
演
し

て
お
り
、
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
29
年
度
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

平
成
29
年
４
月
か
ら

京
都
市
の
就
労
支
援
事
業
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
障
害
者
や
ひ
き
こ
も

り
の
若
者
の
活
性
化
を
図
り
、
働
く
意
欲
に
つ
な
げ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
「
ト
リ

ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
取
り
組
み
が
京
都
市
の
就

労
支
援
事
業
（
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
）
と
し
て
受
託
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　「障
害
者
だ
け
で
な
く
、
学
生
た
ち
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
学
生
が

最
後
ま
で
や
り
抜
い
て
卒
業
し
た
り
、
現
在
も
活
動

に
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
大

学
か
ら
も
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
大
学
内
に

あ
る
障
害
者
支
援
室
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
。」（
河
波
氏
）。

　ま
た
、
学
生
が
起
業
し
た
靴
磨
き
専
門
店
で
は
、

ス
キ
ル
を
習
得
し
た
利
用
者
の
雇
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
い
う
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
企

業
調
査
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

材
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
就
労
へ
の
橋
渡
し

を
す
る
役
割
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　障
害
者
や
孤
立
す
る
若
者
と

学
生
と
が
と
も
に
学
び
あ
い
、

自
立
や
働
く
意
欲
に
つ
な
げ
る

「
ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

靴磨きの会社を起業した魚見航大氏
（写真中央）をはじめ、小谷美貴子氏
（左）と宮﨑雅大氏は、同法人の指導
員として入職しており、卒業後も多
くの学生が活動に携わっている
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配
置
し
た
法
人
の
指
導
員
か
ら
接
客
な
ど
の
指
導
を

受
け
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

卒
業
生
が
起
業
し

研
修
生
を
受
け
入
れ
る

　靴
磨
き
の
研
修
体
制
は
、
平
成
27
年
度
に
参
加
し

た
学
生
が
、
卒
業
後
に
靴
磨
き
専
門
店
を
起
業
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
カ
レ
ッ
ジ
生
の
研
修
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

　靴
磨
き
専
門
店
を
起
業
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
「
革
靴
を
は
い
た
猫
」
代
表
取
締
役
の
魚
見

航
大
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「靴
磨
き
の
実
践
を
通
じ
て
、
私
自
身
も
靴
磨
き

と
い
う
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
参

加
し
た
カ
レ
ッ
ジ
生
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
み
て
、

今
後
も
活
動
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、
卒
業

と
同
時
に
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
企
業

な
ど
へ
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
て
い
ま

す
が
、
受
け
入
れ
た
カ
レ
ッ
ジ
生
に
も
同
行

し
て
も
ら
い
、
実
際
に
お
客
様
の
靴
を
磨
い

た
り
、
接
客
な
ど
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
福

祉
的
で
は
な
く
プ
ロ
の
職
人
と
し
て
の
技
術

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
カ
レ
ッ
ジ
生
も
多
く
い
ま
す
」。

　実
践
研
修
で
は
、
カ
レ
ッ
ジ
生
に
働
く
意
欲
を
い

か
に
高
め
て
も
ら
え
る
か
が
重
要
と
な
る
が
、
自
分

が
必
要
と
さ
れ
て
仕
事
を
す
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
意
欲
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

　「福
祉
側
か
ら
み
る
と
、
障
害
者
が
学
生
と
一
緒

に
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
こ
と
が
大
き

な
強
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
支
援
施
設
の
場
合
、

ど
う
し
て
も
支
援
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
関
係
に
な

り
が
ち
で
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
重
視
し
て
障

害
者
の
可
能
性
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
比
較
的
年
齢
の
近
い
学
生
と
一
緒
に
活

動
す
る
こ
と
は
大
き
な
刺
激
に
な
り
、『
自
分
も
こ
う

な
り
た
い
』
と
い
う
目

に
見
え
た
明
確
な
目
標

が
で
き
る
の
で
、
仕
事

に
取
り
組
む
姿
勢
が
飛

躍
的
に
変
わ
り
ま
す
」

（
井
上
氏
）

　さ
ら
に
、「
ト
リ
ム

タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と

並
行
し
、
障
害
者
の
自

立
と
就
労
支
援
を
目
的

と
し
た
靴
磨
き
研
修
と

農
業
研
修
を
実
施
し
、

障
害
者
自
身
が
自
分
に

あ
っ
た
仕
事
を
選
択
し

て
、
技
術
を
磨
く
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
研
修
で
は
、
実
践

研
修
で
実
施
し
た
野
菜
の
栽
培
の
ほ
か
、
龍
谷
大
学

の
農
学
部
と
連
携
し
、
養
蜂
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

収
穫
し
た
野
菜
や
蜂
蜜
な
ど
を
「C

afé

樹
林
」
の

メ
ニ
ュ
ー
の
食
材
に
用
い
て
提
供
し
て
い
る
。

企
業
訪
問
・
ア
ン
ケ
ー
ト
に

障
害
者
雇
用
の
調
査
を
実
施

　障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
企
業
ア
プ
ロ
ー

チ
の
取
り
組
み
で
は
、「
企
業
訪
問
と
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
の
調
査

を
実
施
し
た
。
企
業
訪
問
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
学
生

が
一
緒
に
京
都
市
内
の
13
社
の
人
事
担
当
者
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
１
３
１
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。

　ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
し

て
、
法
定
雇
用
率
の
達
成
率
は
6
割
程
度
で
あ
り
、

約
半
数
の
企
業
が
知
的
・
精
神
・
発
達
障
害
者
の
雇

用
経
験
が
な
く
、
身
体
障
害
者
に
比
べ
雇
用
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　「平
成
30
年
4
月
か
ら
精
神
障
害
者
の
雇
用
が
義

務
化
さ
れ
る
な
か
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
企
業
が
多
く
、
求
め
て
い
る
人

材
と
し
て
『
高
い
能
力
よ
り
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人

が
ほ
し
い
』
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
働
く
意
欲
を
い
か
に
引
き
出
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
障
害
者
の
働
く
意
欲
を
高
め
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、
企
業
に
つ
な
ぐ
よ
う
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
障
害
者
の

雇
用
が
促
進
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
」（
河
波
氏
）。

　そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
伏
見
区
内
の
児

社会福祉法人向陵会
地域連携室長
井上  大氏

小学校と児童館で実演したパネル
シアターの様子。学生にとっても
コミュニケーション力が高まり、
社会貢献意識の醸成につながった

若者の活性化と雇用を考えるこ
とをテーマにしたシンポジウム
には、多くの学生をはじめ、企
業、行政関係者が参加した
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童
館
や
小
学

校
に
出
向
き
、

乳
幼
児
や
保

護
者
、
小
学

生
を
対
象
に

「
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
」
を
実

演
し
た
。

　パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
は
、

パ
ネ
ル
板
を

貼
っ
た
舞
台
に
、
絵
を
描
い
た
不
織
布
を
貼
っ
た
り

外
し
た
り
す
る
こ
と
で
歌
遊
び
や
物
語
り
を
展
開
す

る
も
の
で
、
地
域
の
小
学
校
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
し
て
『
チ
ー
ム
・

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
に
依
頼
が
あ
り
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。

　実
演
し
た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
地
球
温
暖
化

な
ど
環
境
問
題
を
題
材
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成

し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
社
会
問
題
を

学
べ
る
内
容
と
し
、
制
作
や
実
演
に
は
カ
レ
ッ
ジ
生

も
参
加
し
た
。
実
演
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
り
、
社
会
貢
献
意
識
を
醸

成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　助
成
期
間
中
に
児
童
館
や
小
学
校
で
6
回
開
催

し
、
約
１
８
０
人
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
実
演
し

て
お
り
、
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
29
年
度
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

平
成
29
年
４
月
か
ら

京
都
市
の
就
労
支
援
事
業
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
障
害
者
や
ひ
き
こ
も

り
の
若
者
の
活
性
化
を
図
り
、
働
く
意
欲
に
つ
な
げ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
「
ト
リ

ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
取
り
組
み
が
京
都
市
の
就

労
支
援
事
業
（
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
）
と
し
て
受
託
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　「障
害
者
だ
け
で
な
く
、
学
生
た
ち
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
学
生
が

最
後
ま
で
や
り
抜
い
て
卒
業
し
た
り
、
現
在
も
活
動

に
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
。
大

学
か
ら
も
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
大
学
内
に

あ
る
障
害
者
支
援
室
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
。」（
河
波
氏
）。

　ま
た
、
学
生
が
起
業
し
た
靴
磨
き
専
門
店
で
は
、

ス
キ
ル
を
習
得
し
た
利
用
者
の
雇
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
い
う
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
企

業
調
査
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

材
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
就
労
へ
の
橋
渡
し

を
す
る
役
割
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　障
害
者
や
孤
立
す
る
若
者
と

学
生
と
が
と
も
に
学
び
あ
い
、

自
立
や
働
く
意
欲
に
つ
な
げ
る

「
ト
リ
ム
タ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
」

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

靴磨きの会社を起業した魚見航大氏
（写真中央）をはじめ、小谷美貴子氏
（左）と宮﨑雅大氏は、同法人の指導
員として入職しており、卒業後も多
くの学生が活動に携わっている

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
大学生と法人が協力して、靴磨きの企業や農業生産法人などと連携を図り、知的・精神・発達障害のある若者やひきこもりの若者に対して、

座学と実践に即した研修によって、それぞれの個性を活かし、働く意欲を高めながら自立できるよう取り組んでいる点を高く評価しています。
企業ベースの視点で、商品サービスを提供することで、障害者やひきこもりの若者たちの働く喜びを実現しており、今後も継続的な取り組
みが期待されます。

　平成28年度の WAM 助成で実施した「トリム
タブ・カレッジ」の取り組みは、平成 29 年 4 月
から京都市の就労支援事業として受託するという
成果をあげることができました。活動に協力して
くれた「チーム・ノーマライゼーション」の学生たちによる力が大きかっ
たと考えています。
　このような組織は、福祉系の学生が中心になっているイメージがある
と思いますが、福祉系の学部だけでなく、さまざまな学部の学生たちで
結成されているため、これまでの福祉的な既成概念にとらわれず、学生
たちが主導して座学や研修プログラムをつくりあげたことが成果につな
がったのではないかと感じています。
　今後も学生のもつ力を活かしながら、社会貢献につながる活動に取り
組んでいきたいと思います。

社会福祉法人向陵会　トリムタブ・カレッジ

プロジェクトリーダー／ジョブコーチ  河波  明子氏

学生と一緒に
社会貢献につなげる活動を
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ス
の
運
営
、
②
高
齢
者
支
援
活
動
、
③
異
世
代
間
交

流
活
動
、④
広
報
誌「
ひ
ま
わ
り
通
信
」
の
発
行
・
配

布
、⑤
新
た
な
活
動
拠
点
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」を
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
す
る
た
め
の
運
営
体
制
は
、
地
域
の

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
会
長
、民
生
・
児

童
委
員
、
一
般
市
民
で
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

委
員
で「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
運
営
協
議
会
」を
毎
月
開

催
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
や
継
続
的
な
運
営
に
向
け
て
検
討
し
た
。

　「ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
は
、
基
本
的
に
毎
週
火
～

金
曜
日
の
10
～
16
時
ま
で
地
域
住
民
に
開
放
し
、
利

用
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
通
常
の
開
催
日
・
時
間
外
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
が
気
軽
に
集

い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多
様
な
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
場
と
し
て
、
地
域

住
民
自
ら
が
運
営
へ
の
参
加
を
自
発
的
に
行
う
こ
と

を
支
援
し
て
お
り
、
音
楽
や
手
芸
、
囲
碁
・
将
棋
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、

地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
生
き

が
い
を
も
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
音
楽
サ

ー
ク
ル
は
ハ
ウ
ス
内
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
介
護
施
設
な
ど
に
出
向
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
も
あ
る
と
い
う
。

　ス
タ
ッ
フ
は
、
運
営
協
議
会
の
委
員
が
当
番
制
で

担
い
、
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
や
活
動
を
通

し
て
気
に
な
る
利
用
者
が
い
る
際
に
は
、
運
営
協
議

会
で
支
援
方
法
の
検
討
を
行
い
、
行
政
や
支
援
団
体

と
連
携
し
て
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
ケ
ー
ス
も
あ

る
。高

齢
者
支
援
活
動
と
し
て

「
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
」
を
実
施

　さ
ら
に
、「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
通
常
の

ハ
ウ
ス
活
動
に
加
え
、
高
齢
者
支
援
活
動
や
異
世
代

間
交
流
活
動
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

　高
齢
者
支
援
活
動
の
取
り
組
み
で
は
、
地
域
で
孤

立
し
が
ち
な
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
、
生
活
の
不

安
を
軽
減
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
で
暮
ら
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、食
事
会「
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
」（
全

11
回
）
を
毎
月
実
施
し
、
地
域
住
民
が
楽
し
み
な
が

ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
孤
食
等

に
よ
る
リ
ス
ク
削
減
も
目
的
に
し
て
い
る
。

　「地
域
の
な
か
に
は
独
居
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦
の

み
で
暮
ら
し
て
い
る
世
帯
が
多
く
、
自
分
た
ち
が
食

べ
る
食
事
の
準
備
の
負
担
が
大
き
く
、
か
な
り
手
を

抜
い
た
食
事
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
食
生
活
を
続
け
て
い
れ
ば
栄
養
不
足
に

な
り
、
そ
れ
が
要
因
で
別
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
食
事
に
関
す
る
支
援
は
非
常
に

重
要
な
た
め
、現
在
は『
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
』の
ほ
か

に
も
、
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
の
館
長
が
つ
く
っ
た
食
事

を
利
用
者
に
振
舞
う「
館
長
ラ
ン
チ
」（
月
2
回
）を

開
始
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
も
好
評
で
、
多
い

と
き
に
は
20
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。『
ひ
ま

わ
り
ご
は
ん
』
や
『
館
長
ラ
ン
チ
』
に
は
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
地
域
で
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た

ち
の
参
加
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
同
士
の
コ

「ひまわりハウス」で開催した「健康
体操講座」の様子

毎回多くの高齢者が参加する「ひまわり
ごはん」は、地域住民同士のコミュニケー
ションの場となった

介護講座ではタブレットを用いた
認知症予防プログラムを実施。初
めてタブレットを使った参加者も
すぐに操作に慣れ、ゲーム感覚で
体験することができた
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「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」を
開
設
し

地
域
の
活
性
化
・
課
題
解
決
に
取
り
組
む

　鹿
児
島
県
姶
良
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｌ
か
ご
し
ま
は
、
市
民
活
動
支
援
を
中
心
に
地
域
の

活
性
化
・
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
22
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　主
な
活
動
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
地
域
の
空

き
家
を
活
用
し
た「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」（
た
か
ち
ほ
）

を
開
設
し
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い

る
。　「ひ

ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
の
開
設
経

緯
に
つ
い
て
、同
法
人
理
事
長
の
吉

村
哲
朗
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「設
立
当
初
は
、
鹿
児
島
県
か
ら

市
民
活
動
を
推
進
す
る
企
業
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
取
り
組
み
を
掲
載
す

る
広
報
誌
の
委
託
事
業
を
行
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
取
材
等
を
通
じ
て
市
民
活
動
に
強

い
興
味
を
も
っ
た
こ
と
か
ら
、
直
接
支
援
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
は
行
政
だ
け
に

任
せ
て
い
て
も
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住

民
に
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、『
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
』
を

開
設
し
、
近
年
希
薄
化
し
て
い
る
地
域
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が
主
体

と
な
り
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」（
以
下
、「

　」
内
の
発
言
は
吉
村
理
事

長
の
説
明
）。

　平
成
26
年
度
か
ら
運
営
を
開
始
し
た
「
ひ
ま
わ
り

ハ
ウ
ス
」
の
活
動
は
、
徐
々
に
地
域
住
民
に
浸
透
し

て
き
た
も
の
の
、
地
域
内
に
1
カ
所
し
か
な
い
こ
と

か
ら
、
高
齢
の
利
用
者
層
は
無
理
な
く
移
動
で
き
る

範
囲
内
に
居
住
し
て
い
る
人
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
は
多
く

の
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ハ
ウ
ス
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
と
地
域
内
に
複
数
の
活
動
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
だ
。

W
A
M
助
成
を
活
用
し

活
動
の
充
実
と
支
援
拠
点
を
拡
大

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
を
活
用
し
、「
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
共
助
に

よ
る
地
域
支
援
推
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」の
活
動
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
援
拠
点
の
拡
大
を
目
的

に
、
①
地
域
の
空
き
家
を
活
用
し
た
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ

市
民
が
主
体
と
な
っ
た

共
助
に
よ
る
地
域
支
援
を
推
進

鹿
児
島
県
姶
良
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｌ
か
ご
し
ま

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
８
９
９
︱
５
６
５
３

　
　
　
　鹿
児
島
県
姶
良
市
池
島
町
20
︱
20

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
５
︱
６
６
︱
６
８
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
９
５
︱
６
６
︱
６
８
２
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://el-kagoshim

a.net/

設   

立
：
平
成
22
年
7
月

理
事
長
：
吉
村
　哲
朗

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成28年度
「市民が主体となった共助による地域支援推進事業」

（助成額：416 万 3 千円）
事業概要：地域を支える多様な主体が連携・協力し、さ

まざまな地域課題を解決することを目的に「ひ
まわりハウス」を拠点とし、高齢者支援活動
や異世代間交流活動を展開しながら地域支援
を推進する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　地域を支える多様な主体が連
携・協力し、さまざまな地域課
題を解決することを目的に「ひ
まわりハウス」を拠点とし、高
齢者支援活動や異世代間交流活
動を展開しながら地域支援を推
進する事業を行なった鹿児島県
姶良市の特定非営利活動法人Ｌ
かごしまの取り組みをご紹介し
ます。
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ス
の
運
営
、
②
高
齢
者
支
援
活
動
、
③
異
世
代
間
交

流
活
動
、④
広
報
誌「
ひ
ま
わ
り
通
信
」
の
発
行
・
配

布
、⑤
新
た
な
活
動
拠
点
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
た
。

　「ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」を
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
す
る
た
め
の
運
営
体
制
は
、
地
域
の

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
会
長
、民
生
・
児

童
委
員
、
一
般
市
民
で
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

委
員
で「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
運
営
協
議
会
」を
毎
月
開

催
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
や
継
続
的
な
運
営
に
向
け
て
検
討
し
た
。

　「ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
は
、
基
本
的
に
毎
週
火
～

金
曜
日
の
10
～
16
時
ま
で
地
域
住
民
に
開
放
し
、
利

用
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
通
常
の
開
催
日
・
時
間
外
に

も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
が
気
軽
に
集

い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多
様
な
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
場
と
し
て
、
地
域

住
民
自
ら
が
運
営
へ
の
参
加
を
自
発
的
に
行
う
こ
と

を
支
援
し
て
お
り
、
音
楽
や
手
芸
、
囲
碁
・
将
棋
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、

地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
生
き

が
い
を
も
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
音
楽
サ

ー
ク
ル
は
ハ
ウ
ス
内
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
介
護
施
設
な
ど
に
出
向
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
も
あ
る
と
い
う
。

　ス
タ
ッ
フ
は
、
運
営
協
議
会
の
委
員
が
当
番
制
で

担
い
、
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
や
活
動
を
通

し
て
気
に
な
る
利
用
者
が
い
る
際
に
は
、
運
営
協
議

会
で
支
援
方
法
の
検
討
を
行
い
、
行
政
や
支
援
団
体

と
連
携
し
て
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
ケ
ー
ス
も
あ

る
。高

齢
者
支
援
活
動
と
し
て

「
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
」
を
実
施

　さ
ら
に
、「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
通
常
の

ハ
ウ
ス
活
動
に
加
え
、
高
齢
者
支
援
活
動
や
異
世
代

間
交
流
活
動
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

　高
齢
者
支
援
活
動
の
取
り
組
み
で
は
、
地
域
で
孤

立
し
が
ち
な
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
、
生
活
の
不

安
を
軽
減
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
で
暮
ら
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、食
事
会「
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
」（
全

11
回
）
を
毎
月
実
施
し
、
地
域
住
民
が
楽
し
み
な
が

ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
孤
食
等

に
よ
る
リ
ス
ク
削
減
も
目
的
に
し
て
い
る
。

　「地
域
の
な
か
に
は
独
居
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦
の

み
で
暮
ら
し
て
い
る
世
帯
が
多
く
、
自
分
た
ち
が
食

べ
る
食
事
の
準
備
の
負
担
が
大
き
く
、
か
な
り
手
を

抜
い
た
食
事
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
食
生
活
を
続
け
て
い
れ
ば
栄
養
不
足
に

な
り
、
そ
れ
が
要
因
で
別
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
食
事
に
関
す
る
支
援
は
非
常
に

重
要
な
た
め
、現
在
は『
ひ
ま
わ
り
ご
は
ん
』の
ほ
か

に
も
、
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
の
館
長
が
つ
く
っ
た
食
事

を
利
用
者
に
振
舞
う「
館
長
ラ
ン
チ
」（
月
2
回
）を

開
始
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
も
好
評
で
、
多
い

と
き
に
は
20
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。『
ひ
ま

わ
り
ご
は
ん
』
や
『
館
長
ラ
ン
チ
』
に
は
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
地
域
で
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
た

ち
の
参
加
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
同
士
の
コ

「ひまわりハウス」で開催した「健康
体操講座」の様子

毎回多くの高齢者が参加する「ひまわり
ごはん」は、地域住民同士のコミュニケー
ションの場となった

介護講座ではタブレットを用いた
認知症予防プログラムを実施。初
めてタブレットを使った参加者も
すぐに操作に慣れ、ゲーム感覚で
体験することができた
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え
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
無
理
な
く
通
う
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
ハ
ウ
ス
の
交

流
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
が
さ
ら
に
期
待
で
き
ま
す
」。

　現
在
、
新
設
し
た
5
カ
所
の
「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」

は
、
週
1
～
2
回
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
各
地
域
の
地

域
住
民
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
、
開
催
の

際
に
は
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
「
た
か
ち
ほ
」
の
メ

ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
活
動
を
見
守
り
な
が

ら
そ
の
地
域
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
る
と
い
う
。

姶
良
市
の
「
総
合
事
業
」
の

受
託
に
つ
な
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
吉
村
理
事
長
は
、
ハ

ウ
ス
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
意
識
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「ハ
ウ
ス
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、活
動
拠
点

を
増
や
せ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
が
、
何
よ
り

も
地
域
住
民
が
地
域
課
題
に
対
し
、
少
な
か
ら
ず
危

機
感
を
も
っ
て
、
自
分
た
ち
で
地
域
に
必
要
な
支
援

の
仕
組
み
を
つ
く
る
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き

た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
こ
ち
ら
か
ら
活
動
の
提
案
を
し
な
く

て
も
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

活
動
を
企
画
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、『
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
』
を
き

っ
か
け
に
、
子
ど
も
食
堂
な
ど

の
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
実
施

し
た「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」を
拠

点
と
し
た
活
動
は
、
平
成
29
年

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
姶
良
市

の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
「
住
民
主
体
運
営

型
介
護
予
防
事
業
」
を
同
法
人

が
受
託
す
る
と
い
う
波
及
効
果

も
あ
り
、活
動
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

平成28年度は、公民館や空き家と
なった民家などを活用し、新たに5
カ所の「ひまわりハウス」を開設（写
真上「さくらじま」、写真下「吉野」）
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
高
齢
者
支
援
活
動
で
は
、
連
携
す

る
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
や
企
業
か
ら
講
師
を
招

き
、介
護
予
防
に
効
果
の
あ
る「
健
康
体
操
講
座
」（
全

2
回
）
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
認
知
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
「
介
護
講
座
」（
全
2
回
）
な
ど

を
実
施
。
介
護
講
座
で
初
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
高
齢
者
も
す
ぐ
に
操
作
に
慣
れ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
が
交
流
を
図
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　ま
た
、
異
世
代
間
交
流
活
動
で
は
、
地
域
で
暮
ら

す
子
ど
も
や
家
族
と
高
齢
者
・
障
害
者
が
ふ
れ
あ
う

機
会
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
や
障
害
者
、

子
ど
も
の
見
守
り
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
地
域
課
題

の
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　活
動
内
容
と
し
て
、
花
見
や
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ー
ト
、
七
夕
飾
り
の
製
作
な
ど
の
季
節
行
事
に
関
す

る
こ
と
や
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
工
芸
品
の
製
作
な
ど

を
実
施
し
た
（
全
６
回
）。

　「地
域
の
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
が
一
堂
に
会
し
、

一
緒
に
活
動
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
い
の
で
す

が
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
高
齢
者
が
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
元
気
に
な
り
、
自
分
の
経
験
・
知
識
を
子
ど

も
に
伝
え
る
と
い
っ
た
光
景
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
小
学
生
く
ら
い
ま
で
は
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

急
に
関
わ
り
が
薄
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
高
校
を
卒

業
す
る
と
半
数
近
く
が
地
域
を
離
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
い
つ
ま
で
も
故
郷
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
小
さ
い
と
き
に
こ
の
よ
う
な
体
験
を
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　こ
の
よ
う
な
ハ
ウ
ス
活
動
を
地
域
住
民
に
広
く
周

知
す
る
方
法
と
し
て
は
、
活
動
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
掲
載
し
た
広
報
誌
「
ひ
ま
わ
り
通
信
」（
約

２
５
０
０
部
）
を
毎
月
発
行
し
、
地
域
内
で
配
布
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
孤
立
状
態
に
あ
る
高
齢
者

や
障
害
者
の
情
報
を
も
つ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

通
じ
、
個
別
に
出
向
い
て
参
加
を
呼
び
か
け
て
も
ら

っ
て
い
る
と
い
う
。

　助
成
期
間
中
（
平
成
28
年
４
月
～
29
年
３
月
）
に

お
け
る
「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
の
通
常
活
動
日
の
利

用
実
績
は
延
べ
１
０
６
５
人
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
支
援
活
動
で
は
延
べ
２
５
８
人
、
異
世
代
間
交
流

活
動
で
は
延
べ
１
０
２
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
利
用

者
数
は
開
設
初
年
度
（
平
成
26
年
）
の
延
べ
３
１
７

人
か
ら
順
調
に
伸
び
続
け
て
お
り
、
活
動
が
地
域
に

浸
透
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

新
た
に
５
カ
所
の

「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」
を
開
設

　課
題
で
あ
っ
た
活
動
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
こ
と
で
活

動
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
建
物
の
情
報
が
集
ま
り
、

姶
良
市
内
に
新
た
に
5
カ
所
の
「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」

（
さ
く
ら
じ
ま
、
吉
野
、
し
げ
と
み
、
し
ら
が
ね
、
か

い
も
ん
）
の
開
設
が
実
現
し
た
。

　「5
カ
所
を
新
設
で
き
た
要
因
は
、
最
初
に
地
域
の

公
民
館
を
活
用
し
て『
さ
く
ら
じ
ま
』を
開
設
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
メ
ン
バ
ー
が
限
ら
れ
て
い
た
運
営

協
議
会
に
、
新
設
し
た
地
域
の
自
治
会
長
が
加
わ
り
、

地
域
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
や
支
援
者
な
ど
の
情
報
が
入

っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
団
地
の
集
会
所
を
活
用
し
た
『
か

い
も
ん
』
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
集
会
所
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
た
も
の
の
、
継
続

的
な
運
営
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
団
地
の

自
治
会
か
ら
運
営
協
議
会
に
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
と
し
て
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
拠
点
が
計
6
カ
所
に
増

異世代間交流活動で行った「そば打ち体
験」の様子。高齢者が子どもたちにそば
の打ち方を教える場面もみられた

各ハウスの活動情報などを掲載する「ひ
まわり通信」を毎月発行し、地域内で
配布している
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え
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
無
理
な
く
通
う
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
ハ
ウ
ス
の
交

流
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
が
さ
ら
に
期
待
で
き
ま
す
」。

　現
在
、
新
設
し
た
5
カ
所
の
「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」

は
、
週
1
～
2
回
の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
各
地
域
の
地

域
住
民
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
、
開
催
の

際
に
は
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
「
た
か
ち
ほ
」
の
メ

ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
活
動
を
見
守
り
な
が

ら
そ
の
地
域
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
る
と
い
う
。

姶
良
市
の
「
総
合
事
業
」
の

受
託
に
つ
な
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
吉
村
理
事
長
は
、
ハ

ウ
ス
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
意
識
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「ハ
ウ
ス
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、活
動
拠
点

を
増
や
せ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
が
、
何
よ
り

も
地
域
住
民
が
地
域
課
題
に
対
し
、
少
な
か
ら
ず
危

機
感
を
も
っ
て
、
自
分
た
ち
で
地
域
に
必
要
な
支
援

の
仕
組
み
を
つ
く
る
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き

た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
こ
ち
ら
か
ら
活
動
の
提
案
を
し
な
く

て
も
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

活
動
を
企
画
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、『
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
』
を
き

っ
か
け
に
、
子
ど
も
食
堂
な
ど

の
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
実
施

し
た「
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
」を
拠

点
と
し
た
活
動
は
、
平
成
29
年

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
姶
良
市

の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
「
住
民
主
体
運
営

型
介
護
予
防
事
業
」
を
同
法
人

が
受
託
す
る
と
い
う
波
及
効
果

も
あ
り
、活
動
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

平成28年度は、公民館や空き家と
なった民家などを活用し、新たに5
カ所の「ひまわりハウス」を開設（写
真上「さくらじま」、写真下「吉野」）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
地域の空き家や活用されていなかった公民館を高齢者支援や異世代交流活動の場とすることで、これまで地域活動に関わりのなかった人

の参加を可能にしている点を高く評価しています。今後も、交流のきっかけづくりや、住民による共助の意識を醸成しながら、さらなる展
開を期待しています。

　「ひまわりハウス」を市内 6 カ所に開設
し、広範囲の地域コミュニティが形成さ
れたことで、地域の課題解決に結びつく
ケースも増えてきました。
　例えば、新設した「ひまわりハウス吉野」では、支援者が幼少
期に暮らしていた民家を活用しています。利用者のなかに、たま
たまその支援者が子どものときにお世話になっていた人がいまし
た。その利用者は認知症の症状があり、入浴やおむつ替えもでき
ておらず、地域包括支援センターの専門職が介護サービスにつな
げようとしても拒んでいたのですが、昔からなじみのある支援者
を介することで、サービスを受け入れるようになりました。
　高齢者に限らず、このような困難事例は実態がみえにくい面が
ありますが、本事業を通して市民のネットワークが広がり、地域
で困窮している人を発見できる下地はできてきましたので、今後
も引き続き課題の解決に取り組み、暮らしやすいまちづくりを進
めていきたいと考えています。

特定非営利活動法人 L かごしま

理事長   吉村  哲朗氏

暮らしやすい
　まちづくりを推進
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成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
地
域
の
助

け
合
い
活
動
推
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
支
援
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
①
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
②
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

開
催
、
③
高
齢
者
等
交
流
拠
点
の
開
設
・
運
営
、
④

相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　地
域
で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
「
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
県
内
の
6
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
分
市
2
カ
所
、

別
府
市
、
玖
珠
町
、
宇
佐
市
、
佐
伯
市
）
で
開

催
し
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
含
め
、

地
域
住
民
に
広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
6
ブ

ロ
ッ
ク
で
計
５
１
５
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

こ
の
う
ち
7
割
近
く
が
地
域
住
民
の
参
加
で
あ

っ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
周
知
が
行
き
届
い
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で

重
要
だ
と
考
え
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
な
ど

を
講
師
に
招
き
、
制
度
改
正
の
解
説
や
そ
れ
に

よ
っ
て
起
き
る
問
題
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者

に
向
け
て
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

を
呼
び
か
け
た
。

　生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

支
援
の
担
い
手
を
養
成

　セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支

援
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た

め
「
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」（
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
6
～
10
日
間
）
を
開
催
。
各
市
町
村
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
、
行
政
・
社
協
、
民
生
委
員

な
ど
を
通
じ
て
講
座
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
6
カ

所
で
延
べ
１
３
０
６
人
が
受
講
し
た
。

　「セ
ミ
ナ
ー
で
問
題
意
識
を
も
ち
、
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

を
中
心
に
、
実
際
に
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
や
、

い
ず
れ
自
分
が
介
護
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
元

気
な
う
ち
に
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
」（
甲
斐
氏
）。

　講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
専
門
職
を
講
師
に
、

①
栄
養
・
健
康
講
座
、
②
運
動
講
座
、
③
介
護
講
座
、

④
傾
聴
講
座
、⑤
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座
、

⑥
認
知
症
講
座
、
⑦
防
犯
・
防
災
講
座
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
の
講
座
を
実
施
し
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者

等
の
要
支
援
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。

　運
動
講
座
で
は
、
屋
内
に
お
け
る
運
動
指
導
の
ほ

か
、
野
外
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習
を
盛
り
込
ん
だ
。
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
北
欧
で
発
祥
し
た
2
本
の
ポ

ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
た
歩
行
運
動
で
、
手
軽

さ
と
全
身
運
動
効
果
の
高
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
で
、
足
腰
に
か
か
る
負
担
が
軽
減
し
、
バ
ラ
ン
ス

が
維
持
で
き
る
た
め
、
正
し
い
姿
勢
で
の
歩
行
や
転

倒
防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
高
齢
者

の
介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座

で
は
、県
内
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
交
流

拠
点
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
講
義
を
受
け
、

「生活支援ボランティア
講座」を開催し、支援に
必要な幅広い知識やスキ
ルの習得を図った

県内の 6 カ所で開
催した「地域の助け
合い活動推進セミ
ナー」は、地域住民
を中心に計515人
が参加した
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生
活
支
援
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
確
保
・
育
成
が
課
題

　平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
、
要
支
援

1
・
2
の
人
は
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取

り
組
み
が
で
き
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
以
下
、「
総
合
事
業
」）に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
の
多
様
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
支
え
あ
い
体
制
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
過

疎
化
が
進
行
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
支
援
の
担
い

手
を
確
保
・
育
成
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
大
分

市
に
あ
る
大
分
県
ボ
ラ
ン
ティ
ア
連
絡

協
議
会
は
、
平
成
9
年
3
月
の
設
立

以
来
、
県
内
の
各
市
町
村
に
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
情
報

交
換
会
の
開
催
や
人
材
育
成
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
き
た
。

　大
分
県
に
お
け
る
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
や
課

題
に
つ
い
て
、
同
会
事
務
局
の
甲
斐
賢
二
氏
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「現
在
、大
分
県
の
高
齢
化
率
は
31
・
2
％
に
達
し
、

平
成
42
年
に
は
人
口
の
1
割
が
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
人
材
や
財
源
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、介
護

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
1
・
2
が
市
町
村

の
総
合
事
業
に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専
門

職
に
よ
る
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

高
齢
者
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
高

齢
者
等
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
は
、
福
祉
ス
キ
ル

を
も
っ
た
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

課
題
の
解
決
に
向
け
、
平
成
27
年
か
ら
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域

の
支
え
あ
い
活
動
の
仕

組
み
と
し
て
県
内
に
高

齢
者
の
交
流
拠
点
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
単
発
で
実
施
し

て
も
効
果
が
薄
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
養
成
講
座
、
交
流
拠
点

の
開
設
な
ど
を
連
動
し
て
組
み
立
て
、
実
践
的
な
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

地
域
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む

　こ
の
地
域
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
平

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
養
成
し
、

地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
事
業
を
実
施

大
分
市
・
大
分
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
８
７
０
︱
０
９
０
７

　
　
　
　大
分
市
大
津
町
２
丁
目
１
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
７
︱
５
５
８
︱
３
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
９
７
︱
５
５
８
︱
１
２
９
６

設   

立
：
平
成
9
年
3
月

会
　長
：
幸
　紀
人

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「地域の助け合い活動推進事業」（助成額：355 万円）
事業概要：高齢者や生活困窮者など支援を必要とする人が

住み慣れた地域で自分らしく生活できることを
目的に、県内広域で生活支援ボランティアを養
成するとともに、高齢者の交流拠点を開設し、
地域の支えあい活動を推進する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　高齢者や生活困窮者など支援
を必要とする人が住み慣れた地
域で自分らしく生活できること
を目的に、県内広域で生活支援
ボランティアを養成するととも
に、高齢者の交流拠点を開設し、
地域の支えあい活動を推進する
事業を行なった大分県大分市の
大分県ボランティア連絡協議会
の取り組みをご紹介します。
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成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
地
域
の
助

け
合
い
活
動
推
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
支
援
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
①
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
②
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

開
催
、
③
高
齢
者
等
交
流
拠
点
の
開
設
・
運
営
、
④

相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　地
域
で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
「
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
県
内
の
6
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
分
市
2
カ
所
、

別
府
市
、
玖
珠
町
、
宇
佐
市
、
佐
伯
市
）
で
開

催
し
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
含
め
、

地
域
住
民
に
広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
6
ブ

ロ
ッ
ク
で
計
５
１
５
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

こ
の
う
ち
7
割
近
く
が
地
域
住
民
の
参
加
で
あ

っ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
周
知
が
行
き
届
い
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で

重
要
だ
と
考
え
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
な
ど

を
講
師
に
招
き
、
制
度
改
正
の
解
説
や
そ
れ
に

よ
っ
て
起
き
る
問
題
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者

に
向
け
て
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

を
呼
び
か
け
た
。

　生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

支
援
の
担
い
手
を
養
成

　セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支

援
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た

め
「
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」（
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
6
～
10
日
間
）
を
開
催
。
各
市
町
村
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
、
行
政
・
社
協
、
民
生
委
員

な
ど
を
通
じ
て
講
座
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
6
カ

所
で
延
べ
１
３
０
６
人
が
受
講
し
た
。

　「セ
ミ
ナ
ー
で
問
題
意
識
を
も
ち
、
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

を
中
心
に
、
実
際
に
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
や
、

い
ず
れ
自
分
が
介
護
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
元

気
な
う
ち
に
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
」（
甲
斐
氏
）。

　講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
専
門
職
を
講
師
に
、

①
栄
養
・
健
康
講
座
、
②
運
動
講
座
、
③
介
護
講
座
、

④
傾
聴
講
座
、⑤
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座
、

⑥
認
知
症
講
座
、
⑦
防
犯
・
防
災
講
座
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
の
講
座
を
実
施
し
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者

等
の
要
支
援
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。

　運
動
講
座
で
は
、
屋
内
に
お
け
る
運
動
指
導
の
ほ

か
、
野
外
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習
を
盛
り
込
ん
だ
。
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
北
欧
で
発
祥
し
た
2
本
の
ポ

ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
た
歩
行
運
動
で
、
手
軽

さ
と
全
身
運
動
効
果
の
高
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
で
、
足
腰
に
か
か
る
負
担
が
軽
減
し
、
バ
ラ
ン
ス

が
維
持
で
き
る
た
め
、
正
し
い
姿
勢
で
の
歩
行
や
転

倒
防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
高
齢
者

の
介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座

で
は
、県
内
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
交
流

拠
点
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
講
義
を
受
け
、

「生活支援ボランティア
講座」を開催し、支援に
必要な幅広い知識やスキ
ルの習得を図った

県内の 6 カ所で開
催した「地域の助け
合い活動推進セミ
ナー」は、地域住民
を中心に計515人
が参加した
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や
事
業
全
体
を
講
評
す
る
講
演
を
行
い
、
支
援
の
必

要
性
を
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
成
果
・
課
題

な
ど
を
共
有
し
、
よ
り
よ
い
実
践
活
動
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
た
。

新
た
に
４
市
町
で
活
動
が
始
ま
り
、

事
業
が
県
内
広
域
に
普
及

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
甲
斐
氏
は
生
活
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
県
内
に
周
知
で
き
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「こ
れ
ま
で
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
な
ど
を
単
発
で
開

催
す
る
も
の
の
、
成
果
を
あ
げ
き
れ
な
い
状
況
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
で
は
一
連
の
組
み
立
て

の
な
か
で
、
育
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
職
が

う
ま
く
か
み
あ
い
、
実
践
活
動
に
活
か
せ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

　な
お
、
現
在
も
一
部
を
除
き
、
交
流
拠
点
は
活
動

を
継
続
し
て
い

る
。
大
分
市
の
交

流
拠
点
で
は
助
成

事
業
後
に
自
費
で

常
設
の
拠
点
を
つ

く
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
用

し
た
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
予
定
で
、
子
ど
も
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

学
校
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
宇
佐
市
の
交
流
拠
点
で
は
、
商
店
街
の

な
か
に
拠
点
を
設
け
、
商
店
街
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

活
動
を
計
画
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
同
事
業
は
他
地
域
か
ら
も
大
き
な
反
響
が

寄
せ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
4
市
町
（
国
東
市
、

日
出
町
、
豊
後
高
田
市
、
九

重
町
）
が
新
た
に
活
動
を
開

始
し
、
取
り
組
み
が
県
内
広

域
に
普
及
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
た
国
東
市

は
、
行
政
の
協
力
を
受
け
、

す
で
に
2
カ
所
の
交
流
拠
点

を
開
設
し
、
今
後
は
市
内
に

約
20
カ
所
の
交
流
拠
点
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

　生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
の
助
け
合

い
活
動
を
実
践
す
る
同
会
の

取
り
組
み
が
全
国
に
普
及
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

平成28年 3月に開催した報告会には、講
座参加者や行政、社協職員など43人が参加。
講演や各交流拠点の事例報告を行い、支援の
必要性や成果・課題などの情報を共有した

　平成27年度のWAM助成で
実施した「地域の助け合い活動推
進事業」は、支援の担い手となる
生活支援ボランティアを育成し、
多くの交流拠点をつくることが
できました。翌年度から4市町
が新たに取り組みを開始するなど、県内広域の普及につながっ
たことは大きな成果だと感じています。
　ただ一方で、高齢化率が40％を超えた地域では、ボランティ
アの参加者を集めることが厳しく、展開が難しいという現状
がありました。そのような状況になる前に、早目に対応しな
ければなりませんが、それほど時間は残されていないことを
あらためて実感しています。
　今後の展望としては、地域包括ケアシステムを実現するた
めにも、地域の助け合いの体制づくりをさらに充実させ、そ
こに在宅医療を加えていくことに取り組んでいきたいと考え
ています。

大分県ボランティア連絡協議会

事務局   甲斐  賢二氏

在宅医療を加えた地域の
支えあい体制を目指す

大分県ボランティア連絡協議会
会長

幸  紀人氏

19 ●WAMー2017.5

交
流
拠
点
の
開
設
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　ま
た
、
講
座
の
最
後
に
は
受
講
者
を
4
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
実
践
す
る
交
流
拠
点
の
開
設
に
向
け
て
協
議
し
た
。

　「交
流
拠
点
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
み
た
い
か
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で

話
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
交
流
拠
点
の
開
設
に

あ
た
っ
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
常
設
化
し
て
毎
週
開

催
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
も
あ
り
、
最
低
で
も
1
グ
ル
ー
プ
に
月
1

回
の
開
催
を
3
カ
月
続
け
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い

し
ま
し
た
。4
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
理
由
と
し
て
は
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
各
グ
ル
ー
プ
が
毎
月
行
う
こ
と

で
、
そ
の
地
域
で
い
ず
れ
か
の
交
流
拠
点
が
毎
週
開

催
し
て
い
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
」（
甲
斐
氏
）。

県
内
の
６
地
域
19
カ
所
で

交
流
拠
点
を
開
設

　そ
の
後
、
講
座
修
了
者
が
中
心
に
な
り
、
県
内
の

6
地
域
で
19
カ
所
（
大
分
市
8
カ
所
、
別
府
市
1
カ

所
、
佐
伯
市
5
カ
所
、
玖
珠
町
4
カ
所
、
宇
佐
市
1

カ
所
）
の
高
齢
者
等
の
交
流
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
。

　開
設
し
た
交
流
拠
点
の
特
徴
に
つ
い
て
、
同
会
会

長
の
幸
紀
人
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「交
流
拠
点
の
実
施
場
所
は
公
民
館
や
集
会
所
が

多
い
の
で
す
が
、
た
だ
地
域
の
高
齢
者
が
交
流
で
き

る
場
に
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
介
護
予
防
や
健
康
、
生
活
の
情
報
、

趣
味
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
回
企
画
し
、
実
践
し

て
い
ま
す
。
一
般
的
な
サ
ロ
ン
は
女
性
の
参
加
が
中

心
で
男
性
が
集
ま
り
に
く

い
傾
向
が
あ
る
の
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地

域
住
民
が
一
緒
に
企
画
を

考
え
て
活
動
す
る
参
加
型

の
交
流
拠
点
に
す
る
こ
と

で
、
男
性
の
参
加
者
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
」。

　地
域
に
よ
っ
て
は
、
交

流
拠
点
の
対
象
を
高
齢
者

に
限
定
す
る
の
で
は
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
る
場
所

に
し
て
お
り
、
別
府
市
の

交
流
拠
点
で
は「
こ
ど
も
・

お
年
寄
り
食
堂
」
を
運
営

し
、
子
ど
も
や
障
害
者
が

集
う
場
所
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
み
せ

て
い
る
。

　「高
齢
者
サ
ロ
ン
で
高
齢
者
だ
け
を
集
め
て
も
長

続
き
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
や
り
方
と
し
て

は
交
流
拠
点
や
サ
ロ
ン
で
『
こ
ど
も
食
堂
』
な
ど
を

運
営
し
、
子
ど
も
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常

に
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
世

代
間
交
流
も
で
き
ま
す
し
、
障
害
者
も
入
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
幸
会
長
）。

「
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
」を
開
き

活
動
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　さ
ら
に
、
交
流
拠
点
で
は
「
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
会
」
を
開
き
、
講
座
の
講
師
な
ど
に
相
談
員
と

し
て
出
向
い
て
も
ら
い
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

相
談
の
な
か
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
対
応
が
困
難

な
専
門
性
の
高
い
相
談
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
継
続
的
に
交
流
拠
点
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
指
導
を
行
う
な
ど
、
活
動
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

互
い
の
交
流
拠
点
を
視
察
し
あ
い
、
意
見
交
換
す
る

こ
と
で
よ
い
事
例
を
取
り
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　助
成
期
間
中
（
平
成
28
年
1
～
3
月
）
の
交
流
拠

点
の
利
用
実
績
は
、
19
カ
所
で
計
75
回
開
催
し
、
延

べ
１
７
２
１
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
相
談
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
」
は
、
15
カ
所
の
交
流
拠
点
で

計
51
回
実
施
し
、延
べ
75
人
の
相
談
員
を
派
遣
し
た
。

　そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
平
成
28
年
3
月
に
事

業
報
告
会
を
開
催
し
、
講
座
受
講
者
や
行
政
・
社
協

の
職
員
な
ど
43
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。
報
告
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各
交
流
拠
点
か
ら
の
事
例
報
告

県内の19カ所に開設した交流拠点では、講座
修了者が中心になり、ノルディックウォーキング
や料理教室など、地域住民に向けたさまざまなメ
ニューを企画・実施している
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や
事
業
全
体
を
講
評
す
る
講
演
を
行
い
、
支
援
の
必

要
性
を
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
成
果
・
課
題

な
ど
を
共
有
し
、
よ
り
よ
い
実
践
活
動
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
た
。

新
た
に
４
市
町
で
活
動
が
始
ま
り
、

事
業
が
県
内
広
域
に
普
及

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
甲
斐
氏
は
生
活
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
県
内
に
周
知
で
き
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「こ
れ
ま
で
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
な
ど
を
単
発
で
開

催
す
る
も
の
の
、
成
果
を
あ
げ
き
れ
な
い
状
況
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
で
は
一
連
の
組
み
立
て

の
な
か
で
、
育
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
職
が

う
ま
く
か
み
あ
い
、
実
践
活
動
に
活
か
せ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

　な
お
、
現
在
も
一
部
を
除
き
、
交
流
拠
点
は
活
動

を
継
続
し
て
い

る
。
大
分
市
の
交

流
拠
点
で
は
助
成

事
業
後
に
自
費
で

常
設
の
拠
点
を
つ

く
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
用

し
た
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
予
定
で
、
子
ど
も
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

学
校
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
宇
佐
市
の
交
流
拠
点
で
は
、
商
店
街
の

な
か
に
拠
点
を
設
け
、
商
店
街
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

活
動
を
計
画
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
同
事
業
は
他
地
域
か
ら
も
大
き
な
反
響
が

寄
せ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
4
市
町
（
国
東
市
、

日
出
町
、
豊
後
高
田
市
、
九

重
町
）
が
新
た
に
活
動
を
開

始
し
、
取
り
組
み
が
県
内
広

域
に
普
及
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
た
国
東
市

は
、
行
政
の
協
力
を
受
け
、

す
で
に
2
カ
所
の
交
流
拠
点

を
開
設
し
、
今
後
は
市
内
に

約
20
カ
所
の
交
流
拠
点
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

　生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
の
助
け
合

い
活
動
を
実
践
す
る
同
会
の

取
り
組
み
が
全
国
に
普
及
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

平成28年 3月に開催した報告会には、講
座参加者や行政、社協職員など43人が参加。
講演や各交流拠点の事例報告を行い、支援の
必要性や成果・課題などの情報を共有した

　平成27年度のWAM助成で
実施した「地域の助け合い活動推
進事業」は、支援の担い手となる
生活支援ボランティアを育成し、
多くの交流拠点をつくることが
できました。翌年度から4市町
が新たに取り組みを開始するなど、県内広域の普及につながっ
たことは大きな成果だと感じています。
　ただ一方で、高齢化率が40％を超えた地域では、ボランティ
アの参加者を集めることが厳しく、展開が難しいという現状
がありました。そのような状況になる前に、早目に対応しな
ければなりませんが、それほど時間は残されていないことを
あらためて実感しています。
　今後の展望としては、地域包括ケアシステムを実現するた
めにも、地域の助け合いの体制づくりをさらに充実させ、そ
こに在宅医療を加えていくことに取り組んでいきたいと考え
ています。

大分県ボランティア連絡協議会

事務局   甲斐  賢二氏

在宅医療を加えた地域の
支えあい体制を目指す

大分県ボランティア連絡協議会
会長

幸  紀人氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
日々の生活で何らかの支援を必要とする人が、住み慣れた地域で自分らしい生活を継続するには、専門職だけでなく地域の人々による助

け合いの仕組みが必要と考え、住民自身が主体的に活動に関わるための講座を開催し、実際に講座受講者が活動を実践したことで、県内広
域に事業が普及した点を高く評価しています。さらに、高齢者を対象とするサロンを、地域によっては誰でも参加できるサロンにするなど
アレンジが見られた点もユニークです。助成事業終了後も活動が継続されており、経済的にも優れた事業展開であることから、他地域にも
展開が期待されます。
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ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
の

支
援
に
取
り
組
む

　
こ
の
ひ
と
り
親
・
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み

は
、平
成
28
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
い
の

ち 

ま
る
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し
て
実
施
し

た
。

　
同
事
業
は
、
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
が
安
心
し

て
生
活
し
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的

に
、
①
空
き
家
を
活
用
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
、
②
シ
ン
グ
ル
親
子
お
よ
び

生
活
困
窮
者
の
居
場
所
の
提
供
、③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
拡
充
、④
子
ど
も
の
貧
困
・

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
お
よ
び
周
知
・
啓
発
、
⑤
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、同
法
人
（
笠

岡
市
）
お
よ
び
こ
れ
ら
の
活
動
に
先
駆
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
他
地
域
（
岡
山
県
浅
口
市
、
津
山
市
、
広

島
県
福
山
市
）
の
5
団
体
で
構
成
す
る
「
い
の
ち
ま

る
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
協
働
し
て
進
め
た
。

　
空
き
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
で

は
、
寄
贈
を
受
け
た
一
軒
家
を
整
備
し
、
ひ
と
り
親

や
生
活
困
窮
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま
い
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
開
設
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
副
理
事
長

の
横
谷
明
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
可

能
数
は
、
母
子
家
庭
3
世
帯
と

独
居
高
齢
者
1
世
帯
と
し
て
い

ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
の

緊
急
時
の
住
居
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
に
『
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
困
る
か
』
を
聞
く
と
、
子

ど
も
が
病
気
に
な
る
と
仕
事
を

休
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
声
が
非
常
に
多
い
の
で
す

が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
元
気
な

高
齢
者
が
い
れ
ば
、
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
も
ら
え

る
と
い
っ
た
入
居
者
同
士
の
助
け
あ
い
が
可
能
に
な

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
助
成
期
間
中
の
入
居
者
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

短
期
間
の
宿
泊
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
1
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
。ま
た
、

同
法
人
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
シ
ン
グ
ル
の
看
護
師

に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
転
居
し
て
管
理
人
の
よ
う

な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
入
居
者
の
相
談
に
対
応

し
て
い
る
と
い
う
。

多
様
な
居
場
所
支
援
を

広
域
的
に
提
供

　
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
が
気
軽
に
集
う
こ
と
の

で
き
る
居
場
所
の
提
供
で
は
、
交
流
食
事
会
や
ひ
と

り
親
を
対
象
に
し
た
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
食
堂
、
学
習

支
援
等
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
居
場
所
支
援
は
、

同
法
人
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
の
拠
点
を
活
用

し
て
広
域
的
に
開
催
し
て
お
り
、
運
営
自
体
も
各
団

体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
笠
岡
市
で
毎
月
開
催
し
た
交
流
食
事
会
「
ぽ
け
っ

と
リ
ン
ク
」
は
、
地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
夕
食

会
で
、
お
い
し
く
食
事
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
悩
み
の
相
談
が
で
き
る
場
と
し
た
。
飲
酒
も
自
由

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
相
談
者
の
本

音
も
出
や
す
く
、
生
活
課
題
の
発
掘
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
周
知
方
法
と
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
笠

岡
市
の
子
育
て
支
援
課
の
協
力
を
得
て
、
案
内
チ
ラ

シ
を
市
内
の
ひ
と
り
親
世
帯（
約
６
０
０
世
帯
）に
全

戸
配
布
し
た
。
全
10
回
の
開
催
で
延
べ
４
１
５
人
の

空き家を活用して開設したシェアハウス
「ハーモニーはうす」。地域への想いのあ
るボランティアを募り、建物内の改修を
行った

子ども食堂では、地域の高齢者と一緒に調
理する過程を楽しみながら、つくった料理
を参加した多世代の人たちと味わった
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安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
活
困
窮
者
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
現
行
の
福
祉
制
度
で
は
対
応
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
と
も
に
創
り
、
互
い
に
支
え

あ
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
岡
山
県
笠
岡
市
に

あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ

ト
未
来
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長

と
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
社
会
の
創

出
を
目
的
に
、
昭
和

62
年
に
任
意
団
体

「
笠
岡
子
ど
も
劇
場
」

と
し
て
設
立
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
名
称
を
変
更
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正
後

の
平
成
25
年
に
は
県
内
で
第
１
号
と
な
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　
現
在
、笠
岡
市
か
ら
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
お
ぞ
ら
」

や
、
障
害
児
・
者
の
日
中
一
時
支
援
事
業
、
児
童

館
の
指
定
管
理
を
受
け
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
自

主
事
業
と
し
て
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
「
虹
」
な

ど
を
開
設
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、子
ど
も
の
創
造
性
を
育
む
た
め
、

舞
台
鑑
賞
な
ど
の
文
化
体
験
活
動
を
は
じ
め
、自
然
・

生
活
体
験
活
動
を
提
供
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
参
加
者
数
は
年
間
延
べ
３
万
人
に
の
ぼ
る
。

　
同
法
人
の
活
動
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
宇
野
均
惠

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
設
立
当
初
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
豊
か
な
成
長

に
向
け
た
活
動
を
メ
イ
ン
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
家

族
支
援
、
地
域
支
援
へ
と
活
動
が
広
が
り
、
現
在
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
ま
で
す
べ
て
の
人
た

ち
の
”安
心
“を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
互
い
に
助
け
あ

い
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
で
多
様
な
人

た
ち
が
集
う
な
か
で
、
と
く
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
く
、
支
援
の
必
要
性
を
感

じ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
や
支
援
団
体
と
協
働
し
、
ひ

と
り
親
や
生
活
困
窮
者
を
対
象
に
し
た
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
を
支
援

岡
山
県
笠
岡
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
未
来

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
７
１
４
︱
０
０
８
１
　岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
５
９
０
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
６
５
︱
６
３
︱
４
９
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６
５
︱
６
３
︱
４
９
５
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.kcv.ne.jp/~kodom

o1
/

設   

立
：
平
成
25
年
9
月
（
任
意
団
体
設
立
：
昭
和
62
年
）

理
事
長
：
宇
野
　均
惠

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成28年度
「いのち まるごとプロジェクト事業」
　　　　　　　　　（助成額：693万円）
事業概要：ひとり親や生活困窮者等が自分らしく生活し、安心

して子育てできる環境づくりを目的に、行政や支援
団体と連携し、シェアハウスの開設や居場所づくり、
子どもの貧困・DV被害者の講座などの支援活動を
行うことで、互いに支えあう地域共生社会の実現を
目指す事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ひとり親や生活困窮者等が自
分らしく生活し、安心して子育
てできる環境づくりを目的に、
行政や支援団体と連携し、シェ
アハウスの開設や居場所づくり、
子どもの貧困・DV 被害者の講座
などの支援活動を実施すること
で、互いに支えあう地域共生社
会の実現を目指す事業を行なっ
た岡山県笠岡市の認定ＮＰＯ法
人ハーモニーネット未来の取り
組みをご紹介します。
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ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
の

支
援
に
取
り
組
む

　
こ
の
ひ
と
り
親
・
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み

は
、平
成
28
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
い
の

ち 
ま
る
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し
て
実
施
し

た
。

　
同
事
業
は
、
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
が
安
心
し

て
生
活
し
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的

に
、
①
空
き
家
を
活
用
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
、
②
シ
ン
グ
ル
親
子
お
よ
び

生
活
困
窮
者
の
居
場
所
の
提
供
、③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
拡
充
、④
子
ど
も
の
貧
困
・

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
お
よ
び
周
知
・
啓
発
、
⑤
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、同
法
人
（
笠

岡
市
）
お
よ
び
こ
れ
ら
の
活
動
に
先
駆
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
他
地
域
（
岡
山
県
浅
口
市
、
津
山
市
、
広

島
県
福
山
市
）
の
5
団
体
で
構
成
す
る
「
い
の
ち
ま

る
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
協
働
し
て
進
め
た
。

　
空
き
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
開
設
で

は
、
寄
贈
を
受
け
た
一
軒
家
を
整
備
し
、
ひ
と
り
親

や
生
活
困
窮
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま
い
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
開
設
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
副
理
事
長

の
横
谷
明
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
可

能
数
は
、
母
子
家
庭
3
世
帯
と

独
居
高
齢
者
1
世
帯
と
し
て
い

ま
す
が
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
の

緊
急
時
の
住
居
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
に
『
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
困
る
か
』
を
聞
く
と
、
子

ど
も
が
病
気
に
な
る
と
仕
事
を

休
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
声
が
非
常
に
多
い
の
で
す

が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
元
気
な

高
齢
者
が
い
れ
ば
、
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
も
ら
え

る
と
い
っ
た
入
居
者
同
士
の
助
け
あ
い
が
可
能
に
な

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
助
成
期
間
中
の
入
居
者
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

短
期
間
の
宿
泊
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
1
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
。ま
た
、

同
法
人
と
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
シ
ン
グ
ル
の
看
護
師

に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
転
居
し
て
管
理
人
の
よ
う

な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
入
居
者
の
相
談
に
対
応

し
て
い
る
と
い
う
。

多
様
な
居
場
所
支
援
を

広
域
的
に
提
供

　
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
が
気
軽
に
集
う
こ
と
の

で
き
る
居
場
所
の
提
供
で
は
、
交
流
食
事
会
や
ひ
と

り
親
を
対
象
に
し
た
カ
フ
ェ
、
子
ど
も
食
堂
、
学
習

支
援
等
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
居
場
所
支
援
は
、

同
法
人
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
の
拠
点
を
活
用

し
て
広
域
的
に
開
催
し
て
お
り
、
運
営
自
体
も
各
団

体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
笠
岡
市
で
毎
月
開
催
し
た
交
流
食
事
会
「
ぽ
け
っ

と
リ
ン
ク
」
は
、
地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
夕
食

会
で
、
お
い
し
く
食
事
を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
悩
み
の
相
談
が
で
き
る
場
と
し
た
。
飲
酒
も
自
由

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
相
談
者
の
本

音
も
出
や
す
く
、
生
活
課
題
の
発
掘
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
周
知
方
法
と
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
笠

岡
市
の
子
育
て
支
援
課
の
協
力
を
得
て
、
案
内
チ
ラ

シ
を
市
内
の
ひ
と
り
親
世
帯（
約
６
０
０
世
帯
）に
全

戸
配
布
し
た
。
全
10
回
の
開
催
で
延
べ
４
１
５
人
の

空き家を活用して開設したシェアハウス
「ハーモニーはうす」。地域への想いのあ
るボランティアを募り、建物内の改修を
行った

子ども食堂では、地域の高齢者と一緒に調
理する過程を楽しみながら、つくった料理
を参加した多世代の人たちと味わった
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支
援
者
を
対
象
に
し
た
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
よ
り
そ

う
人
の
た
め
の
養
成
講
座
」（
全
３
回
）
で
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
体
の
専
門
職
や
弁
護
士
を
講
師
に
招
き
、

Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
や
支
援
に
必
要
な
知
識
、
法
律
に

つ
い
て
学
ん
だ
（
受
講
者
数
計
１
２
３
人
）。

　
ま
た
、
正
し
い
理
解
を
広
め
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
団
体
と
共
同
編
集
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
も

し
か
し
て
…
Ｄ
Ｖ
？
」（
８
０
０
０
部
）、「
別
居
・
離

婚
を
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
へ
」

（
５
０
０
０
部
）
を
作
成
し
、
支
援
団
体
や
行
政
、
児

童
相
談
所
な
ど
に
配
布
し
た
。

　
と
く
に
「
別
居
・
離
婚
を
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
へ
」
は
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
情
報

を
掲
載
し
て
お
り
、
配
布
先
の
支
援
者
か
ら
も
好
評

で
追
加
の
要
望
が
殺
到
し
、
現
在
は
在
庫
が
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
円
滑
な
事
業
の

実
施
に
向
け
、
連
携
団
体
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
開
催
し
、
進
捗
状
況
の
把
握
や
よ
り
よ
い
支
援
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
た
。

　「
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
年
３
回
開
催
し
た
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
』
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
の
ほ
か
、
連

携
団
体
や
行
政
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

笠
岡
市
か
ら
は
人
権
推
進
室
、
地
域
福
祉
課
、
子
育

て
支
援
課
に
部
局
横
断
で
参
加
し
て
も
ら
い
、
情
報

提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
課
題
の
共
有
も
図
っ
て

い
ま
す
」（
横
谷
氏
）。

　
平
成
29
年
３
月
に
は
、
助
成
事
業
の
報
告
会
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
成
果
報

告
を
行
い
、
参
加
者
に
対
し
て
支
援
の
必
要
性
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
副
理
事
長
の
増
岡

衣
里
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
相
談
で
き
る

居
場
所
が
あ
る
こ
と
を
広
く
発
信
し
、
利
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助

成
事
業
を
通
じ
て
支
援
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
団
体
が
も
つ
専
門
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
社
会
問
題
の
解

決
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
非

常
に
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
当
法
人
は
多
様

な
人
た
ち
に
”安
心
“を
提
供

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
利
用
者
だ
け
な
く
支
援

者
で
あ
る
私
た
ち
自
身
も
”安

心
“し
て
支
援
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
支
援
団
体
や
行
政
と
協
働

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に

取
り
組
む
同
法
人
の
活
動
が
全

国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

全３回開催した「DV被害者によ
りそう人のための養成講座」は、
計123人の支援者が参加し、DV
被害の現状や支援に必要な知識を
学んだ
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参
加
が
あ
り
、ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を
は
じ
め
、幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　
ひ
と
り
親
を
対
象
に
し
た
「
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
ぁ
ず

カ
フ
ェ
」は
、笠
岡
市（
全
７
回
）、津
山
市（
全
11
回
）、

福
山
市
（
全
10
回
）
で
開
催
し
た
。
同
じ
境
遇
に
あ

る
母
親
同
士
が
、
人
に
は
話
し
づ
ら
い
悩
み
を
共
有

し
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
と
な
っ
て
お
り
、
３
会
場
で
計
１
８
０
人
が
参
加

し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
離
婚
を
考
え
て
い
る
人
の
相
談

に
対
し
て
は
、利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
手

続
き
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
離
婚
が
子
ど

も
に
与
え
る
影
響
を
母
親
に
寄
り
添
い
な
が
ら
伝
え

る
こ
と
で
、最
適
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
。

子
ど
も
食
堂
を

「
食
を
通
じ
た
共
生
型
の
居
場
所
」に

　
子
ど
も
食
堂
は
、笠
岡
市
（
全
7
回
）、津
山
市
（
全

8
回
）、
浅
口
市
（
全
20
回
）、
福
山
市
（
全
17
回
）

で
開
催
し
て
お
り
、
実
施
主
体
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
運
営
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
な
か
、
笠
岡
会
場
で
は
支

援
対
象
を
生
活
困
窮
家
庭
に
限
定
せ
ず
「
食
を
通
じ

た
共
生
型
の
居
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
。

　「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
の
は
生
活
困
窮
家
庭

の
子
ど
も
に
な
り
ま
す
が
、対
象
者
を
限
定
す
れ
ば
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
づ
ら
く
な
る
こ
と
を
懸

念
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
実
施
内
容
と
し
て
は
、
地
域
の
料

理
好
き
な
高
齢
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
調
理
方
法

を
教
わ
り
な
が
ら
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
参
加
し
た

多
世
代
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
地
元
の
特
産
品
や
食

材
を
用
い
た
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
、
出
汁
の
取
り

方
や
下
ご
し
ら
え
な
ど
、
本
格
的
な
調
理
方
法
を
教

え
る
こ
と
で
食
育
に
も
つ
な
げ
る
活
動
と
し
て
い
ま

す
」（
宇
野
理
事
長
）。

　
子
ど
も
食
堂
は
4
会
場
で
計
８
０
５
人
の
参
加
が

あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
か
ら
熱
心
に

料
理
を
習
う
若
い
母

親
も
多
く
、
料
理
を

通
じ
て
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
、
多
世
代
交
流
が

図
ら
れ
る
場
と
な
っ

た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、

経
済
的
な
理
由
な
ど

で
塾
に
通
え
な
い
子

ど
も
の
学
習
支
援

を
、
笠
岡
市
（
全
7

回
）
と
津
山
市
（
全
22
回
）
で
実
施
。
塾
の
講
師
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
学
習
の

指
導
や
進
路
な
ど
の
学
習
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
2

会
場
で
計
１
０
０
人
が
利
用
し
た
。

　
併
せ
て
こ
れ
ら
の
居
場
所
支
援
の
参
加
者
に
は
、

同
法
人
が
行
う
舞
台
鑑
賞
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

招
待
し
、
文
化
・
生
活
・
自
然
体
験
の
機
会
を
提
供

し
た
。

　
ま
た
、
同
法
人
は
県
内
に
あ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団

体
の
設
立
に
関
わ
り
、
企
業
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
食
品

が
集
ま
る
笠
岡
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
き
た
が
、
交
流
食
事
会
や
子
ど
も
食
堂
で
活
用

す
る
食
品
の
調
達
や
、
必
要
と
す
る
人
に
食
品
を
届

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
的
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
拡
充
を
図
っ
た
。

　
活
動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
は
、
食

料
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
や
の
ぼ
り
を
作
成

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
や
行
政
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
や
企
業
に
広
く
周
知
し
た

こ
と
に
よ
り
、
助
成
期
間
中
の
実
績
は
寄
贈
件
数

７
２
４
件
、
総
重
量
１
５
６
０
㎏
の
食
料
を
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｄ
Ｖ
被
害
の
支
援
者
を
対
象
と
し
た

養
成
講
座
を
開
催

　
さ
ら
に
、
母
子
家
庭
は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
深
刻
な
状
況
が
身
近
に
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、そ
の
現
状
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
子

ど
も
の
貧
困
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
」
と
し
て
、
子
ど

も
の
貧
困
と
Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ
い
て
の
現
状
や
正
し
い

理
解
を
周
知
す
る
た
め
に
、
養
成
講
座
の
開
催
と
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
っ
た
。

塾に通えない家庭環境の子どもを対象に
実施した学習支援の様子。学習指導のほ
か、進路などの相談にも対応した

左から副理事長の横谷明子氏、増岡衣里氏
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支
援
者
を
対
象
に
し
た
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
よ
り
そ

う
人
の
た
め
の
養
成
講
座
」（
全
３
回
）
で
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
体
の
専
門
職
や
弁
護
士
を
講
師
に
招
き
、

Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
や
支
援
に
必
要
な
知
識
、
法
律
に

つ
い
て
学
ん
だ
（
受
講
者
数
計
１
２
３
人
）。

　
ま
た
、
正
し
い
理
解
を
広
め
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
団
体
と
共
同
編
集
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
も

し
か
し
て
…
Ｄ
Ｖ
？
」（
８
０
０
０
部
）、「
別
居
・
離

婚
を
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
へ
」

（
５
０
０
０
部
）
を
作
成
し
、
支
援
団
体
や
行
政
、
児

童
相
談
所
な
ど
に
配
布
し
た
。

　
と
く
に
「
別
居
・
離
婚
を
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
へ
」
は
、
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
情
報

を
掲
載
し
て
お
り
、
配
布
先
の
支
援
者
か
ら
も
好
評

で
追
加
の
要
望
が
殺
到
し
、
現
在
は
在
庫
が
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
円
滑
な
事
業
の

実
施
に
向
け
、
連
携
団
体
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
開
催
し
、
進
捗
状
況
の
把
握
や
よ
り
よ
い
支
援
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
た
。

　「
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
年
３
回
開
催
し
た
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
』
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
の
ほ
か
、
連

携
団
体
や
行
政
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

笠
岡
市
か
ら
は
人
権
推
進
室
、
地
域
福
祉
課
、
子
育

て
支
援
課
に
部
局
横
断
で
参
加
し
て
も
ら
い
、
情
報

提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
課
題
の
共
有
も
図
っ
て

い
ま
す
」（
横
谷
氏
）。

　
平
成
29
年
３
月
に
は
、
助
成
事
業
の
報
告
会
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
成
果
報

告
を
行
い
、
参
加
者
に
対
し
て
支
援
の
必
要
性
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
副
理
事
長
の
増
岡

衣
里
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ひ
と
り
親
や
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
相
談
で
き
る

居
場
所
が
あ
る
こ
と
を
広
く
発
信
し
、
利
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
助

成
事
業
を
通
じ
て
支
援
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
団
体
が
も
つ
専
門
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
社
会
問
題
の
解

決
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
非

常
に
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
当
法
人
は
多
様

な
人
た
ち
に
”安
心
“を
提
供

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
利
用
者
だ
け
な
く
支
援

者
で
あ
る
私
た
ち
自
身
も
”安

心
“し
て
支
援
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
支
援
団
体
や
行
政
と
協
働

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に

取
り
組
む
同
法
人
の
活
動
が
全

国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

全３回開催した「DV被害者によ
りそう人のための養成講座」は、
計123人の支援者が参加し、DV
被害の現状や支援に必要な知識を
学んだ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
こども劇場の活動により培われた市域を超えた支援団体および行政との密なネットワークを活かし、具体的な目標を定めた連携を行った

ことで、笠岡市における「子ども食堂」の制度化やこれまでにない当事者に寄り添うリーフレット制作等の大きなインパクトにつながって
いた点を高く評価しており、今後も継続的な取り組みが期待されます。

　助成事業では、支援団体とネットワー
クを構築して支援に取り組みましたが、
円滑な連携をしていくための秘訣とし
て、互いの多様性を認め、各団体のやり
方や考え方を尊重しあうことが、それぞ
れの団体がもつ強みを活かすことにつながると考えています。
　例えば、共同編集したリーフレットは、団体ごとに支援に対
する強いこだわりや想いがありますので、まとめるのは非常に
苦労したのですが、内容について高い評価を受けることにつな
がりました。
　行政との連携においては、担当者によって支援への想いが違
いますし、異動も少なくありません。そのため、関係性が途切
れないよう、さまざまな部署とつながりをつくる必要性があり
ます。このような関係性をつくることは事業を継続させていく
ためにも重要だと考えています。

認定 NPO 法人ハーモニーネット未来

 理事長     宇野  均惠氏

互いの多様性を
認めあうことが重要
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こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ
た
支
援
団
体
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
連
携
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
現
状

や
課
題
、
必
要
な
支
援
な
ど
を
広
く
社
会
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
以
下
、「

　」
中
は

渡
辺
理
事
長
の
説
明
）。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

　こ
の
支
援
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
子
ど
も
の
貧
困
解
決
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
、

支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

貧
困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
①
子
ど
も
の
貧
困
解
決
支
援
者
団
体
連
絡

会
議
の
開
催
、
②
「
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
」
勉
強

会
の
開
催
、
③
子
ど
も
の
貧
困
・
被
災
地
の
子
ど
も

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「Kids' D

ay JAPAN

」の
開
催
、

④
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
子
ど
も
支
援
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

⑤
メ
ン
バ
ー
登
録
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を

実
施
し
た
。

　子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
で
は
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

全
国
の
支
援
団
体
で

構
成
す
る
「
子
ど
も

の
貧
困
解
決
支
援
者

団
体
連
絡
会
議
」（
全

8
回
）
を
開
催
し
、

よ
り
よ
い
支
援
に
向

け
て
検
討
を
行
っ

た
。　「

当
法
人
は
学
習

支
援
を
得
意
分
野
に

し
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
の
貧
困
問
題
の

解
決
に
は
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
こ
と

か
ら
、
連
絡
会
議
で

は
学
習
支
援
に
と
ど

ま
ら
ず
、
子
育
て
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題

の
支
援
で
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
を
も
っ
た
6
団
体

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

課
題
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
発
信
力
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
資
金
調
達
が
非
常
に
重
要
な
た
め
、
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
し

ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
連
絡
会
議
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
複
数
子
加
算
の
増
額

を
目
指
し
た「
ひ
と
り
親
を
救
え
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
、
支
援
団
体
や
有
識
者
な
ど
に
賛
同
を
呼

び
か
け
な
が
ら
、
精
力
的
に
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。　貧

困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
周
知
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　平
成
27
年
11
月
に
は
、
連
絡
会
議
で
共
有
し
た
子

ど
も
の
貧
困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
周
知
す
る
こ
と

を
目
的
に
、東
京
都
千
代
田
区
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
日

本
の
子
ど
も
の
貧
困
２
０
１
５
」
を
開
催
し
、
行
政

や
支
援
関
係
者
、
支
援
に
関
心
の
あ
る
学
生
な
ど
約

80
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
政
や
支
援

者
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
考
え
る
内
容
と
し
て
お
り
、
内
閣
府
や
世
田
谷

区
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
担
当
者
に
よ
る
講
演
の
ほ

か
、
支
援
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
団

体
の
活
動
紹
介
や
課
題
に
つ
い
て
討
論
し
、
支
援
団

体
間
の
連
携
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機

平成28年度は学習会を46
カ所で実施し、約1200人
の生徒に学習支援を提供した

�グローバルな人材育成を目的に、ITス
キルを学ぶ「IT�Drive」の様子

�平成27年11月に開催したシンポジ
ウム「日本の子どもの貧困2015」は、
行政・支援者側の立場から子どもの貧
困について検討した

17 ●WAMー2017.8

貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
教
育
支
援
事
業
に

先
進
的
に
取
り
組
む

　厚
生
労
働
省
の
平
成
28
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

よ
る
と
、
日
本
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
前
回

調
査
の
平
成
24
年
に
比
べ
2
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
る
も
の
の
13
・
9
％
と
、
約
7
人
に
1
人
の
子

ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
。
な
か
で
も
ひ
と
り
親
家

庭
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
50
・
8
％
と
、
半
数
を
超

え
て
い
る
こ
と
が
社
会
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
東
京
都
中
央
区
に
あ

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
は
、
平
成
21

年
10
月
の
法
人
設
立
以
来
、「
す

べ
て
の
子
ど
も
が
夢
や
希
望
を

も
て
る
社
会
の
実
現
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
親
の
経
済
力
の

差
に
よ
る
教
育
格
差
の
解
消
を

目
指
し
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も

の
教
育
支
援
事
業
に
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　主
な
教
育
支
援
事
業
と
し

て
、
学
生
・
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
大
規
模
に
組
織
し
、
貧
困
家
庭
や
ひ
と
り
親

家
庭
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
高

校
受
験
対
策
講
座
「
タ
ダ
ゼ
ミ
」
や
高
校
中
退
防
止
・

大
学
受
験
対
策
講
座
「
ガ
チ
ゼ
ミ
」
の
ほ
か
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
目
的
に
、
英
語
や
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
無
料
の
学
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
被
災
地
で
の
学

習
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

　平
成
28
年
度
は
、
46
カ
所
で
学
習
会
を
実
施
し
、

約
１
２
０
０
人
の
子
ど
も
に
支
援
を
行
っ
た
。
質
の

高
い
学
習
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
校
受

験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
タ
ダ
ゼ
ミ
」
の
受
講
者
の
高

校
進
学
率
は
１
０
０
％
を
誇
っ
て
い
る
。

　貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
の
状
況
に
つ
い

て
、
同
法
人
理
事
長
の
渡
辺
由
美
子
氏
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「設
立
当
初
は
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
支

援
団
体
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
27
年
4
月

か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

支
援
者
や
行
政
が
積
極
的
に
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
に

変
わ
っ
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
団
体
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
習
支
援
は
運
営
が

難
し
い
面
が
あ
り
、
当
法
人
は
学
習
支
援
を
運
営
す

る
支
援
者
の
育
成
研
修
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
が
集
ま
ら
な
い
』、『
運

営
資
金
が
確
保
で
き
な
い
』
な
ど
の
課
題
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け

支
援
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

東
京
都
中
央
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
１
０
４
︱
０
０
３
３

東
京
都
中
央
区
新
川
２
︱
１
︱
11

八
重
洲
第
１
パ
ー
ク
ビ
ル
７
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
︱
５
２
４
４
︱
９
９
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
︱
５
２
４
４
︱
９
９
９
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.kidsdoor.net/

設   

立
：
平
成
21
年
10
月

（
前
身
団
体
設
立
・
平
成
19
年
1
月
）

理
事
長
：
渡
辺
　由
美
子

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「子どもの貧困解決支援団体ネットワーク事業」

（助成額：700 万円）
事業概要：子どもの貧困問題を解決することを目的に、支援団体

同士のネットワークを構築し、子どもの貧困問題の現
状や課題、必要な支援などを広く周知するイベントを
開催するとともに、被災地にある支援団体の認知度向
上や政策提言など発信力を強化する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　子どもの貧困問題を解決する
ことを目的に、支援団体同士の
ネットワークを構築し、子ども
の貧困問題の現状や課題、必要
な支援などを広く周知するイベ
ントを開催するとともに、被災
地にある支援団体の認知度向上
や政策提言など発信力を強化す
る事業を行なった東京都中央区
の特定非営利活動法人キッズド
アの取り組みをご紹介します。
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こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ
た
支
援
団
体
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
連
携
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
現
状

や
課
題
、
必
要
な
支
援
な
ど
を
広
く
社
会
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
以
下
、「

　」
中
は

渡
辺
理
事
長
の
説
明
）。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

　こ
の
支
援
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
子
ど
も
の
貧
困
解
決
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
、

支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

貧
困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
①
子
ど
も
の
貧
困
解
決
支
援
者
団
体
連
絡

会
議
の
開
催
、
②
「
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
」
勉
強

会
の
開
催
、
③
子
ど
も
の
貧
困
・
被
災
地
の
子
ど
も

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「Kids' D

ay JAPAN

」の
開
催
、

④
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
子
ど
も
支
援
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

⑤
メ
ン
バ
ー
登
録
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を

実
施
し
た
。

　子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
で
は
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

全
国
の
支
援
団
体
で

構
成
す
る
「
子
ど
も

の
貧
困
解
決
支
援
者

団
体
連
絡
会
議
」（
全

8
回
）
を
開
催
し
、

よ
り
よ
い
支
援
に
向

け
て
検
討
を
行
っ

た
。　「

当
法
人
は
学
習

支
援
を
得
意
分
野
に

し
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
の
貧
困
問
題
の

解
決
に
は
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
こ
と

か
ら
、
連
絡
会
議
で

は
学
習
支
援
に
と
ど

ま
ら
ず
、
子
育
て
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題

の
支
援
で
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
を
も
っ
た
6
団
体

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

課
題
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
発
信
力
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
資
金
調
達
が
非
常
に
重
要
な
た
め
、
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
交
換
し

ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
連
絡
会
議
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
複
数
子
加
算
の
増
額

を
目
指
し
た「
ひ
と
り
親
を
救
え
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
、
支
援
団
体
や
有
識
者
な
ど
に
賛
同
を
呼

び
か
け
な
が
ら
、
精
力
的
に
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。　貧

困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
周
知
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　平
成
27
年
11
月
に
は
、
連
絡
会
議
で
共
有
し
た
子

ど
も
の
貧
困
問
題
の
現
状
や
課
題
を
周
知
す
る
こ
と

を
目
的
に
、東
京
都
千
代
田
区
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
日

本
の
子
ど
も
の
貧
困
２
０
１
５
」
を
開
催
し
、
行
政

や
支
援
関
係
者
、
支
援
に
関
心
の
あ
る
学
生
な
ど
約

80
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
政
や
支
援

者
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
考
え
る
内
容
と
し
て
お
り
、
内
閣
府
や
世
田
谷

区
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
担
当
者
に
よ
る
講
演
の
ほ

か
、
支
援
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
団

体
の
活
動
紹
介
や
課
題
に
つ
い
て
討
論
し
、
支
援
団

体
間
の
連
携
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機

平成28年度は学習会を46
カ所で実施し、約1200人
の生徒に学習支援を提供した

�グローバルな人材育成を目的に、ITス
キルを学ぶ「IT�Drive」の様子

�平成27年11月に開催したシンポジ
ウム「日本の子どもの貧困2015」は、
行政・支援者側の立場から子どもの貧
困について検討した
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は
じ
め
、
東
京
都
、
宮

城
県
、
福
島
県
の
教
育

委
員
会
や
復
興
支
援
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に

配
布
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
こ
と
で

発
信
力
が
強
化

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
支
援
団
体
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
の
貧
困
問

題
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
な
ど
の

発
信
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　「連
絡
会
議
で
取
り
組
ん
だ
児
童
扶
養
手
当
の
増

額
を
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
約
4
万
人
の
署
名

を
集
め
、
政
府
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し
て

翌
年
か
ら
第
2
子
以
降
の
支
給
額
が
倍
増
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
呼
び
か
け

て
も
な
か
な
か
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る

の
で
す
が
、
み
ん
な
で
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
」。

　今
後
の
展
望
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で

集
積
し
て
き
た
学
習

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

全
国
で
同
じ
よ
う
な

志
を
も
っ
て
い
る
人

た
ち
に
シ
ェ
ア
し
、

よ
り
よ
い
支
援
を
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に

届
け
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

　ま
た
、
同
法
人
は

被
災
地
の
復
興
支
援
と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
で
学

習
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
人
口
の
流
出
が
進
み
、

地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
か
ら
、
行
政
と
連
携
し
、

今
年
度
か
ら
地
域
で
唯
一
の

県
立
高
校
の
な
か
に
補
習
塾

を
つ
く
り
、
地
域
を
支
え
る

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
が
経
ち
、
今
後
は
被
災
地

の
学
習
支
援
を
地
域
創
生
事

業
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
を
構
想
し
て
い
る
。

　子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
取

り
組
む
支
援
団
体
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
夢
や
希
望

の
も
て
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
、
同
法
人
の
取
り
組
み

が
今
後
も
注
目
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成した
報告書「子どもの貧
困を解決するために
は」。支援活動の拡
大に向けた情報ツー
ルとして取り組みや
成果をまとめている

子どもの貧困問題や被災地にある支援団体の認知
度向上を目的とした「Kids'�Day�JAPAN」は、
2日間にわたり約200人の参加を集めた

　平成27年度の助成事業では、
子どもの貧困問題に取り組む支
援団体のネットワークづくりを
実施しましたが、直接的な支援
ではない取り組みに助成してい
ただけたことは非常に助かりま
した。
　ネットワークを形成したことで、子どもの貧困問題を広
く周知するとともに、政策提言などの発信力が強化され、
結果として児童扶養手当の支給額の引き上げにつながりま
した。よく「国はなかなか動いてくれない」という声があ
りますが、実は正しい情報が伝わっていないだけで、しっ
かりと現状や課題を伝えることができれば聞く耳をもって
いただけることを実感しました。そういう意味でも政策提
言を目的にする「全国こどもの貧困イニシアチブ」を発足
したこと、任意団体ではありますが「全国子どもの貧困・
教育支援団体協議会」をつくり、全国で学習支援に取り組
む団体のバックアップもできるようになったことは大きな
成果となりました。

特定非営利活動法人キッズドア

理事長   渡辺  由美子氏

ネットワークを形成することで
発信力の強化に
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会
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
連
絡
会
議
と
同
時
に
、
子
ど
も
の
貧
困
問

題
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
「
日
本
の
子
ど

も
の
貧
困
」
勉
強
会
（
全
7
回
）
を
開
催
。
毎
回
、

研
究
者
や
先
駆
的
な
活
動
し
て
い
る
支
援
者
を
講
師

に
招
き
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
や
食
料
支
援
、
教

育
支
援
な
ど
の
講
義
を
行
い
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。

　「勉
強
会
に
は
毎
回
20
人
前
後
の
参
加
が
あ
り
、

小
規
模
で
開
催
し
た
こ
と
で
質
疑
応
答
で
は
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
双
方
向
で
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
考
え
る
場
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

支
援
活
動
を
広
げ
る
た
め
に
は
支
援
者
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
支
援
に
携
わ
っ
て
い
な

い
人
に
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。

被
災
地
の
支
援
団
体
の

認
知
度
向
上
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　さ
ら
に
助
成
事
業
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を

広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
に
あ
る
支
援
団

体
の
活
動
報
告
を
目
的
に
、
平
成
28
年
3
月
14
～
15

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
中
央
区
で
子
ど
も

の
貧
困
・
被
災
地
の
子
ど
も
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「Kids' D
ay JAPAN

」
を
開
催
し
た
。

　「被
災
地
の
団
体
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
被
災
地
で
は
ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
で
あ

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
災
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
、
補
助
金
や
寄
付
金
が
集
ま
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
運
営
が
厳

し
い
団
体
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
付
金
を
集
め

る
に
も
、
企
業
の
本
社
機
能
は
東
京
に
あ
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
東
京
で
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」。

　「Kids' D
ay JAPAN

」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
基
調

講
演
の
あ
と
、
3
つ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
た
分
科
会
形

式
で
行
わ
れ
、
被
災
地
の
支
援
団
体
を
は
じ
め
、「
食

の
支
援
」、「
保
育
支
援
」、「
教
育
支
援
」、「
若
者
支

援
」
な
ど
に
関
わ
る
15
団
体
が
登
壇
し
、
子
ど
も
の

貧
困
問
題
の
現
状
や
課
題
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

周
知
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　2
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
、
行
政
や
企
業
、
支
援
関
係
者
、
議
員
な
ど
約

２
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
好
評
で

継
続
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
翌
年
も
開
催
し
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
被
災
地
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
被
災
地
で
子
ど
も
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
情
報
交
換
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
（
全
3
回
）
を
行
っ
た
ほ
か
、
平
成

28
年
2
月
に
は
宮
城
県
仙
台
市
で
震
災
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

　「子
ど
も
の
支
援
は
お
金
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、

行
政
や
自
治
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
す
が
、
仙
台
市
で
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
文
部
科
学
省
や
復
興
庁
、
教
育
委
員
会
の
担

当
者
の
ほ
か
、
地
元
の
議
員
の
方
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
被
災
地
の
現
状
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し
ま
し

た
」。助

成
事
業
が
き
っ
か
け
で

２
つ
の
組
織
が
立
ち
上
が
る

　ま
た
、
助
成
事
業
で
支
援
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
事
業
終
了
後
に
教
育
支
援
活
動
の
さ
ら
な
る
推

進
を
目
的
に
し
た
「
全
国
子
ど
も
の
貧
困
・
教
育
支

援
団
体
協
議
会
」
と
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決

に
必
要
な
政
策
提
言
を
目
的
と
し
た
「
全
国
こ
ど
も

の
貧
困
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
2
つ
の
組
織
が
立
ち
上

が
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
現
在
、
協
議
会
に
は
全

国
に
あ
る
60
団
体
（
平
成
29
年
6
月
時
点
）
が
登
録

し
て
お
り
、
同
法
人
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

　協
議
会
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
支
援

に
関
す
る
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
支
援
者
の
育
成
研

修
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
ほ
か
、
個
々
の
団

体
か
ら
は
届
き
に
く
い
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
も
大

き
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、
登
録
団
体
を
掲
載
す
る
こ
と
で
企
業
側

に
と
っ
て
も
寄
付
や
寄
贈
先
の
目
安
と
な
り
、
協
議

会
を
通
じ
て
学
習
支
援
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機

５
０
０
台
の
寄
贈
を
受
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
取
り
組
み
や
成
果
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
１
０
０
０
部
作
成
し
、
連
携
団
体
を

全7回開催した勉強会は、研究
者や先駆的な支援団体を講師に招
き、子どもの貧困についての理解
を深めた
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は
じ
め
、
東
京
都
、
宮

城
県
、
福
島
県
の
教
育

委
員
会
や
復
興
支
援
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に

配
布
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
こ
と
で

発
信
力
が
強
化

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
支
援
団
体
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
の
貧
困
問

題
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
な
ど
の

発
信
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　「連
絡
会
議
で
取
り
組
ん
だ
児
童
扶
養
手
当
の
増

額
を
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
約
4
万
人
の
署
名

を
集
め
、
政
府
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し
て

翌
年
か
ら
第
2
子
以
降
の
支
給
額
が
倍
増
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
呼
び
か
け

て
も
な
か
な
か
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る

の
で
す
が
、
み
ん
な
で
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
」。

　今
後
の
展
望
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で

集
積
し
て
き
た
学
習

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

全
国
で
同
じ
よ
う
な

志
を
も
っ
て
い
る
人

た
ち
に
シ
ェ
ア
し
、

よ
り
よ
い
支
援
を
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に

届
け
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

　ま
た
、
同
法
人
は

被
災
地
の
復
興
支
援
と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
で
学

習
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
人
口
の
流
出
が
進
み
、

地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
か
ら
、
行
政
と
連
携
し
、

今
年
度
か
ら
地
域
で
唯
一
の

県
立
高
校
の
な
か
に
補
習
塾

を
つ
く
り
、
地
域
を
支
え
る

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
が
経
ち
、
今
後
は
被
災
地

の
学
習
支
援
を
地
域
創
生
事

業
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
を
構
想
し
て
い
る
。

　子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
取

り
組
む
支
援
団
体
同
士
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
夢
や
希
望

の
も
て
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
、
同
法
人
の
取
り
組
み

が
今
後
も
注
目
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成した
報告書「子どもの貧
困を解決するために
は」。支援活動の拡
大に向けた情報ツー
ルとして取り組みや
成果をまとめている

子どもの貧困問題や被災地にある支援団体の認知
度向上を目的とした「Kids'�Day�JAPAN」は、
2日間にわたり約200人の参加を集めた

　平成27年度の助成事業では、
子どもの貧困問題に取り組む支
援団体のネットワークづくりを
実施しましたが、直接的な支援
ではない取り組みに助成してい
ただけたことは非常に助かりま
した。
　ネットワークを形成したことで、子どもの貧困問題を広
く周知するとともに、政策提言などの発信力が強化され、
結果として児童扶養手当の支給額の引き上げにつながりま
した。よく「国はなかなか動いてくれない」という声があ
りますが、実は正しい情報が伝わっていないだけで、しっ
かりと現状や課題を伝えることができれば聞く耳をもって
いただけることを実感しました。そういう意味でも政策提
言を目的にする「全国こどもの貧困イニシアチブ」を発足
したこと、任意団体ではありますが「全国子どもの貧困・
教育支援団体協議会」をつくり、全国で学習支援に取り組
む団体のバックアップもできるようになったことは大きな
成果となりました。

特定非営利活動法人キッズドア

理事長   渡辺  由美子氏

ネットワークを形成することで
発信力の強化に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

WAMから ひと言

助成事業において、子どもの貧困問題に取り組む支援団体同士のネットワーク組織を作ったことにより、政策提言の発信力が強化され、
児童扶養手当の複数子加算増額を実現するなどの成果が得られたことを高く評価しています｡ 各団体の得意分野や強みを活かす連携による
成果が表れた好事例として、今後の展開が期待されます。
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Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
広
域
的
に

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成

　
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に
向
け
た
活

動
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
障

害
者
・
高
齢
者
の
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ
Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
）
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
地
域
の
な
か
で
障
害
者
を
支
え
る
た

め
、全
国
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

各
地
域
で
福
祉
・
司
法
関
係
者
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
、
②
知
的
障
害
・
発
達
障
害
・
高
齢

者
等
の
本
人
向
け
ト
ラ
ブ
ル
予
防
お
よ
び
再
犯
防
止

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
支
援
者
講
座
の
開
催
、
③
連
携
団

体
の
役
割
の
確
認
、
④
報
告
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
た
。

　
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
、

全
国
8
カ
所
（
東
京
都
多
摩
市
、
沖
縄
県
那
覇
市
、

富
山
市
、
北
海
道
石
狩
市
、
岩
手
県
花
巻
市
、
鹿
児

島
県
奄
美
市
、
新
潟
市
、
新
潟
県
新
発
田
市
）
で
開

催
し
た
。

　
各
地
域
で
障
害
者
の
支
援
の
核
と
な
っ
て
い
る
支

援
機
関
が
中
心
と
な
り
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
支
援

施
設
な
ど
の
福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、
保

護
監
察
官
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
な
ど
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
8
カ
所
で
延
べ
８
０
５
人
の
参
加
者
を

集
め
た
。

　
な
か
で
も
、
沖
縄
県
の
養
成
講
座
は
県
内
で
福
祉

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
核
に
な
っ
た
こ
と
で
、
行
政
や
警
察
を

含
め
、
４
０
２
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
義
に
は
じ
ま
り
、医
師
・

臨
床
心
理
士
に
よ
る
問
題
行
動
や
法
に
触
れ
る
問
題

を
起
こ
し
て
し
ま
う
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
講

義
の
ほ
か
、
弁
護
士
か
ら
刑
事
手
続
き
や
介
入
方
法

な
ど
を
学
ん
だ
。
講
座
の
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
、
地
域
の
な
か
で
実
際
に
起
き
て
い
る

事
例
の
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
講
者
が
ど
の
よ
う
に
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
検
討
し
た
。

　
講
座
の
修
了
者
に
は
、「
Ｔ
Ｓ
基
礎
コ
ー
ス
修
了

書
」
を
付
与
し
て
お
り
、
受
講
者
か
ら
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
で
起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
を
知
る
と
と
も

に
、
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
役
割
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
あ
る

か
を
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
各
地
域
で

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　
講
座
の
修
了
後
は
、
受
講
者
が
中
心
に
な
り
、
各

地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以

下
、「
Ｔ
Ｓ
」）
を
構
築
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、
新
潟
Ｔ
Ｓ
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
刑
務
所
で
矯
正
教
育
を
行
う

法
務
教
官
が
支
援
に
関
わ
る
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の

職
員
や
特
別
支
援
学
校
の
教
員
、
看
護
師
な
ど
、
包

括
的
な
支
援
を
し
て
い
く
う
え
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

な
る
人
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
石
狩
Ｔ
Ｓ
で
は
、
重
度
の

自
閉
症
や
発
達
障
害
者
の
支
援
に
取
り
組
む
社
会
福

祉
法
人
が
事
務
局
に
な
り
、
障
害
者
の
親
の
会
や
地

域
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
啓
発
す
る
活
動
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」。

全国8カ所で開催した「トラブルシューター養成
講座」は、福祉・司法・教育関係者など延べ805
人が参加。なかでも発達障害者支援センターが中心
となった沖縄県の養成講座（写真右）は、行政や警
察関係者を含め、402人の参加者を集めた
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障
害
者
の
権
利
擁
護
活
動
を
目
的
に

団
体
を
設
立

　
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
︲
Ｊ
は
、
知
的
障
害
・
発
達
障
害
者
の

権
利
擁
護
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
目
的
に
平
成
20
年

12
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
知
的
障
害
・
発
達
障
害
者
の

権
利
擁
護
を
は
じ
め
、
虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
国
や
行
政
と
連
携

し
な
が
ら
問
題
提
起
・
政
策
提
言
を
行
う
ほ
か
、
研

究
活
動
を
ま
と
め
た
機
関
誌
「
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
︲
Ｊ
」

を
定
期
的
に
発
行
し
て
い

る
。

　
障
害
者
の
新
た
な
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
研
究
活

動
を
行
う
こ
と
を
理
念
と

し
、
現
在
は
ト
ラ
ブ
ル
シ

ュ
ー
タ
ー
の
養
成
や
普
及

に
向
け
た
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
活
動
・
役
割
に
つ
い
て
、

代
表
理
事
の
堀
江
ま
ゆ
み
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
知
的
障
害
・
発
達
障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
の

特
性
か
ら
誤
解
さ
れ
や
す
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
問
題

行
動
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
性
犯
罪
等
を
起
こ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
障
害
を
正
し

く
理
解
し
、
障
害
者
の
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
福
祉
・
司
法
・
教
育
・
行
政
・
地
域

等
が
連
携
し
て
、
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
の
仕
組
み
の
な

か
で
、
福
祉
・
司
法
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
協

働
し
、当
事
者
と
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
た
り
、

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
人
材
と
な
り
ま
す
。
障
害
者
が

犯
罪
を
起
こ
し
た
際
に
は
、
刑
事
手
続
き
や
裁
判
な

ど
で
適
切
な
対
応
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
が
、
弁
護
士
や
福
祉
関
係
者
は
互
い
の
役
割

を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
た
め
、
そ
れ
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
タ
ー
の
役
割
と
な
り
ま
す
」（
以
下
、「
　
」

内
は
堀
江
代
表
理
事
の
説
明
）。

　
同
法
人
は
、
全
国
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
務
局
を
担
い
、
支
援
の
担
い
手
と
な
る

人
材
養
成
や
ネ
ッ
ク
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在
は
全
国
で
約
30
カ
所
の
地
域
で
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て
、
平
成
27
年
度
に
は
全

国
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て

障
害
者
を
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
救
う

東
京
都
千
代
田
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ-

Ｊ

いきいき

ャレンジチ
いきいき

〒
１
０
２
︱
０
０
７
２

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
２
︱
７
︱
１

三
政
ビ
ル
２
階

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
４
２
︱
３
４
９
︱
７
３
７
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.panda-j.com

/

設   

立
：
平
成
20
年
12
月

代
表
理
事
：
堀
江
　ま
ゆ
み

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「障害者・高齢者の孤立や触法を防ぐトラブルシューター事業」

（助成額：300 万円）
事業概要：知的障害者・高齢者等の孤立や触法を防ぐこと

を目的に、全国 8カ所で福祉関係者や弁護士、
特別支援学校の教員などを対象としたトラブル
シューターの養成講座を開催するとともに、各地
域で支援ネットワークを構築し、トラブルを起こ
した障害者を地域のなかで包括的に支援する事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知的障害者・高齢者等の孤立や
触法を防ぐことを目的に、全国
8 カ所で福祉関係者や弁護士、
特別支援学校の教員などを対象
としたトラブルシューターの養
成講座を開催するとともに、各
地域で支援ネットワークを構築
し、トラブルを起こした障害者
を地域のなかで包括的に支援す
る事業を行なった東京都千代田
区の特定非営利活動法人 PandA 
- J の取り組みをご紹介します。
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Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
広
域
的
に

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成

　
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に
向
け
た
活

動
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
障

害
者
・
高
齢
者
の
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ
Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
）
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
地
域
の
な
か
で
障
害
者
を
支
え
る
た

め
、全
国
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

各
地
域
で
福
祉
・
司
法
関
係
者
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
、
②
知
的
障
害
・
発
達
障
害
・
高
齢

者
等
の
本
人
向
け
ト
ラ
ブ
ル
予
防
お
よ
び
再
犯
防
止

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
支
援
者
講
座
の
開
催
、
③
連
携
団

体
の
役
割
の
確
認
、
④
報
告
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
た
。

　
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
、

全
国
8
カ
所
（
東
京
都
多
摩
市
、
沖
縄
県
那
覇
市
、

富
山
市
、
北
海
道
石
狩
市
、
岩
手
県
花
巻
市
、
鹿
児

島
県
奄
美
市
、
新
潟
市
、
新
潟
県
新
発
田
市
）
で
開

催
し
た
。

　
各
地
域
で
障
害
者
の
支
援
の
核
と
な
っ
て
い
る
支

援
機
関
が
中
心
と
な
り
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
支
援

施
設
な
ど
の
福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、
保

護
監
察
官
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
な
ど
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
8
カ
所
で
延
べ
８
０
５
人
の
参
加
者
を

集
め
た
。

　
な
か
で
も
、
沖
縄
県
の
養
成
講
座
は
県
内
で
福
祉

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
核
に
な
っ
た
こ
と
で
、
行
政
や
警
察
を

含
め
、
４
０
２
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
義
に
は
じ
ま
り
、医
師
・

臨
床
心
理
士
に
よ
る
問
題
行
動
や
法
に
触
れ
る
問
題

を
起
こ
し
て
し
ま
う
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
講

義
の
ほ
か
、
弁
護
士
か
ら
刑
事
手
続
き
や
介
入
方
法

な
ど
を
学
ん
だ
。
講
座
の
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
、
地
域
の
な
か
で
実
際
に
起
き
て
い
る

事
例
の
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
講
者
が
ど
の
よ
う
に
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
検
討
し
た
。

　
講
座
の
修
了
者
に
は
、「
Ｔ
Ｓ
基
礎
コ
ー
ス
修
了

書
」
を
付
与
し
て
お
り
、
受
講
者
か
ら
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
で
起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
を
知
る
と
と
も

に
、
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
役
割
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
あ
る

か
を
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
各
地
域
で

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　
講
座
の
修
了
後
は
、
受
講
者
が
中
心
に
な
り
、
各

地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以

下
、「
Ｔ
Ｓ
」）
を
構
築
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

　「
例
え
ば
、
新
潟
Ｔ
Ｓ
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
刑
務
所
で
矯
正
教
育
を
行
う

法
務
教
官
が
支
援
に
関
わ
る
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の

職
員
や
特
別
支
援
学
校
の
教
員
、
看
護
師
な
ど
、
包

括
的
な
支
援
を
し
て
い
く
う
え
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

な
る
人
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
石
狩
Ｔ
Ｓ
で
は
、
重
度
の

自
閉
症
や
発
達
障
害
者
の
支
援
に
取
り
組
む
社
会
福

祉
法
人
が
事
務
局
に
な
り
、
障
害
者
の
親
の
会
や
地

域
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
啓
発
す
る
活
動
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」。

全国8カ所で開催した「トラブルシューター養成
講座」は、福祉・司法・教育関係者など延べ805
人が参加。なかでも発達障害者支援センターが中心
となった沖縄県の養成講座（写真右）は、行政や警
察関係者を含め、402人の参加者を集めた
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構
築
で
き
た
こ
と
は

障
害
者
の
支
援
だ
け

で
な
く
、『
支
援
者
を

支
援
す
る
体
制
』
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
事
業
で
は
地
方
を
中
心
に
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
起
こ
っ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
種
類
は

ど
の
地
域
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
都
市
部
と
の
違
い
と
し
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
地
方
の

ほ
う
が
地
域
の
な
か
で
問
題
を
解
決
す
る
力
が
大

き
い
と
感
じ
ま
し
た
」。

　
事
業
終
了
後
に
地
域
密
着
型
の
活
動
を
展
開
し
て

い
る
地
域
も
あ
り
、
沖
縄
県
で
は
研
修
を
受
け
た
人

た
ち
が
中
心
に
な
り
、
県
内
に
活
動
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
圏
域
ご
と
に
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成

を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
す
べ
て
の
圏
域
で
養

成
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
波
及
効
果
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

厚
生
労
働
省
の
事

業
で
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
対
象
に
、

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
基
礎
講
座
を

モ
デ
ル
に
し
た
研

修
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
堀
江
代
表

理
事
も
講
師
と
し

て
協
力
し
て
い

る
。

　
新
た
な
支
援
ニ

ー
ズ
と
し
て
は
、

女
性
を
対
象
と
し
た
性
ト
ラ
ブ
ル
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
要
望
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
性
犯
罪
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
男
性
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
は
女
性
が
加
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
と
い
う
。
例
え
ば
、
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
に
通
う
た
め

に
、
別
の
男
性
と
親
し
く
し

て
お
金
を
出
さ
せ
る
と
い
っ

た
、犯
罪
で
は
な
い
も
の
の
、

モ
ラ
ル
に
関
わ
る
女
性
特
有

の
性
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
お

り
、
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
が
協

働
し
、
地
域
の
な
か
で
障
害

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

を
行
う
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ

ー
活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成し
た報告書「障害の
ある人と社会を
つなぐトラブル
シューター」。各
地で構築された
ネットワークの作
り方や特色などを
まとめている

地域包括的支援プログラム「SOTSEC-ID」を
教材にした支援者研修会を開催し、性犯罪の予防・
再犯防止に向け、支援方法やスキルを学んだ

　トラブルや犯罪を起こしてし
まう障害者は非常に弱い立場に
置かれた人たちなのですが、生活
困窮者と同様に支援が途切れて
いる人が大半です。そのため、さ
まざまな支援者たちが寄り添い
ながら、包括的に支援していかなければなりません。犯罪を
犯してしまうごく一部の障害者を排除することがない社会を
つくることが命題であり、それが共生社会ということだと思
います。
　福祉職であっても、窃盗や性犯罪をしてしまう人は、どうし
ても支援しきれないと切り捨ててしまうことがまだ少なくあ
りませんが、福祉関係者には専門の範囲をもう少し広げ、支
援するべき人たちという考え方を広げていく必要があります。
　各支援団体と連携しながら地域住民に共生社会の考え方を
伝え続けていくことは責務であり、それが障害のある人の孤
立を防ぐことにつながると考えています。

特定非営利活動法人 PandA-J

代表理事   堀江  まゆみ氏
（白梅学園大学

子ども学部発達臨床学科 教授）

共生社会の考え方を
地域に伝えていくことが責務
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性
犯
罪
の
予
防
・
再
犯
防
止
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催

　
ま
た
、
障
害
者
の
性
犯
罪
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て

は
支
援
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
性
的

ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
再
犯
防
止
を
目
的
と
し
た
支
援

者
の
研
修
会
を
実
施
。
養
成
講
座
を
行
っ
た
地
域
の

う
ち
、
多
摩
市
、
富
山
市
、
石
狩
市
の
３
カ
所
で
開

催
し
て
い
る
。

　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
生
活
定
着
セ

ン
タ
ー
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
施
設
の
職

員
や
当
事
者
の
家
族
な
ど
を
対
象
に
、
３
カ
所
で
延

べ
１
１
１
人
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
性
犯
罪
の
再
犯
防

止
に
向
け
た
地
域
包
括
的
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
」（
ソ
ト
セ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ィ
）

を
教
材
に
支
援
方
法
や
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。

　「
性
犯
罪
の
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
刑
務
所
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

障
害
の
あ
る
人
を
対

象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
理
解
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
地
域
に
出
た
あ
と
も
継
続
し
て
受
け
ら
れ

な
け
れ
ば
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

『
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン

ト
大
学
で
開
発
さ
れ
た
知
的
障
害
者
を
対
象
に
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
医
療
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
が
協

働
し
な
が
ら
、
地
域
の
な
か
で
継
続
的
に
支
援
を
行

う
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
受
講
後
、『
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
』
の
支
援
の

方
法
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
支
援
者
た
ち
が
中
心
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
な
か
で
性
的
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
・
再
犯
防
止
に
向
け
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
携
体
制
を
強
化

　
ま
た
、
助
成
事
業
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー

活
動
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
般
社
団
法
人

「
東
京
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
」（
東
京
都
千
代
田
区
）
を
は
じ

め
と
す
る
既
存
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
の
連
携
体

制
を
強
化
し
た
。

　「
各
地
で
養
成

講
座
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
講
師

の
派
遣
に
協
力
し

て
も
ら
う
ほ
か
、

各
Ｔ
Ｓ
の
情
報
を

共
有
し
、
互
い
の

活
動
を
参
考
に
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

障
害
者
の
支
援
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
弁
護
士
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
で
す
が
、
各
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
る
弁
護

士
た
ち
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
活
動
の

情
報
の
共
有
・
交
換
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」。

　
さ
ら
に
、平
成
28
年
3
月
に
は
報
告
会
を
開
催
し
、

障
害
者
の
家
族
や
福
祉
・
司
法
・
医
療
・
教
育
関
係

者
な
ど
74
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。

　
報
告
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
Ｔ
Ｓ
が
実
際
に
地

域
で
起
き
て
い
る
事
例
や
連
携
体
制
な
ど
の
活
動
報

告
を
行
い
、
参
加
者
に
支
援
の
協
力
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
、
親
の

会
、
弁
護
士
会
な
ど
に
配
布
し
た
。
報
告
書
を
配
布

し
た
反
響
は
大
き
く
、
多
く
の
地
域
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
新
た
な
地
域

で
開
催
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

障
害
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
支
援
者
を
支
援
す
る
体
制
」を
構
築

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
堀
江
代
表
理
事
は

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　「
各
地
域
で
障
害
者
の
ト
ラ
ブ
ル
や
触
法
に
関
す

る
支
援
を
責
務
だ
と
感
じ
て
い
る
人
た
ち
が
多
く

い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
支
援
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
養
成
講
座
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

養成講座では精神科医や臨床心理士を
講師に「なぜ障害者の犯罪が起こるの
か」を学び、障害者への理解を深めた

講座修了者には「トラブルシューター
基礎コース修了証」を授与。これまで
約3500人が養成講座を修了
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構
築
で
き
た
こ
と
は

障
害
者
の
支
援
だ
け

で
な
く
、『
支
援
者
を

支
援
す
る
体
制
』
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
事
業
で
は
地
方
を
中
心
に
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
起
こ
っ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
種
類
は

ど
の
地
域
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
都
市
部
と
の
違
い
と
し
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
地
方
の

ほ
う
が
地
域
の
な
か
で
問
題
を
解
決
す
る
力
が
大

き
い
と
感
じ
ま
し
た
」。

　
事
業
終
了
後
に
地
域
密
着
型
の
活
動
を
展
開
し
て

い
る
地
域
も
あ
り
、
沖
縄
県
で
は
研
修
を
受
け
た
人

た
ち
が
中
心
に
な
り
、
県
内
に
活
動
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
圏
域
ご
と
に
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成

を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
す
べ
て
の
圏
域
で
養

成
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
波
及
効
果
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

厚
生
労
働
省
の
事

業
で
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
対
象
に
、

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
基
礎
講
座
を

モ
デ
ル
に
し
た
研

修
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
堀
江
代
表

理
事
も
講
師
と
し

て
協
力
し
て
い

る
。

　
新
た
な
支
援
ニ

ー
ズ
と
し
て
は
、

女
性
を
対
象
と
し
た
性
ト
ラ
ブ
ル
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
要
望
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
性
犯
罪
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
男
性
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
は
女
性
が
加
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
と
い
う
。
例
え
ば
、
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
に
通
う
た
め

に
、
別
の
男
性
と
親
し
く
し

て
お
金
を
出
さ
せ
る
と
い
っ

た
、犯
罪
で
は
な
い
も
の
の
、

モ
ラ
ル
に
関
わ
る
女
性
特
有

の
性
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
お

り
、
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
が
協

働
し
、
地
域
の
な
か
で
障
害

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

を
行
う
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ

ー
活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

助成事業で作成し
た報告書「障害の
ある人と社会を
つなぐトラブル
シューター」。各
地で構築された
ネットワークの作
り方や特色などを
まとめている

地域包括的支援プログラム「SOTSEC-ID」を
教材にした支援者研修会を開催し、性犯罪の予防・
再犯防止に向け、支援方法やスキルを学んだ

　トラブルや犯罪を起こしてし
まう障害者は非常に弱い立場に
置かれた人たちなのですが、生活
困窮者と同様に支援が途切れて
いる人が大半です。そのため、さ
まざまな支援者たちが寄り添い
ながら、包括的に支援していかなければなりません。犯罪を
犯してしまうごく一部の障害者を排除することがない社会を
つくることが命題であり、それが共生社会ということだと思
います。
　福祉職であっても、窃盗や性犯罪をしてしまう人は、どうし
ても支援しきれないと切り捨ててしまうことがまだ少なくあ
りませんが、福祉関係者には専門の範囲をもう少し広げ、支
援するべき人たちという考え方を広げていく必要があります。
　各支援団体と連携しながら地域住民に共生社会の考え方を
伝え続けていくことは責務であり、それが障害のある人の孤
立を防ぐことにつながると考えています。

特定非営利活動法人 PandA-J

代表理事   堀江  まゆみ氏
（白梅学園大学

子ども学部発達臨床学科 教授）

共生社会の考え方を
地域に伝えていくことが責務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

WAMから ひと言
障害者・高齢者等の社会的孤立や触法を防ぐことを目的に、全国８か所で福祉職員、教職員、退職したシニア層を対象にトラブルシュータ（Ｔ

Ｓ）の養成講座を開催し、受講者が核となり更に新しくトラブルシューターを育成するようシステム化されている点や、本人向けのトラブ
ル予防・再販防止ワークショップのインストラクター養成研修も同様の手法で行われている点を評価しています。高齢者・障害者などの孤
立を防止するモデル事業として、今後の展開が期待されます。
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数字でみるＷＡＭ助成

ＳＩＮＣＥ

1990
助成総額

750億円超

1990年創設以来
28年以上にわたり、民間福祉活動
を後押しすることで福祉課題の解決
の仕組みづくりを目指しています。

これまでの助成実績

13,800件以上

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数160件 ／ 要望件数497件

2018年度実績

対外的な波及効果

他団体の問合せ・見学があった ・・・ 70.8％

マスコミ等で放送・紹介された ・・・ 57.7％

行政でモデル事業化・制度化した ・・・ 13.9％

その後の団体活動に与えた効果
他団体との新たなネットワークの構築 ・・・ 77.4％

地域ニーズの把握・事業展開の明確化 ・・・ 67.2％

行政との関係の構築 ・・・ 50.4％

助成事業の継続状況

独⽴⾏政法⼈福祉医療機構
〒105-8486 東京都港区⻁ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-4756 FAX:03-3438-0218

http://
www.wam.go.jp/hp/

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の
財源として活用いたします。

ご寄付のお願い

ＷＡＭ助成への

ご寄付のお願い

８８．４％

約９割が継続中

２．６倍

連携先数が拡大

連携団体数の変化

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独⽴⾏政法⼈福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共⽣社会の実現
を目指した福祉医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開
しています。WAM助成の一層の推進を図る観点から、個⼈や法⼈、企業
の皆さまより広く寄付⾦を受け付けています。
多くの皆さまのご⽀援・ご協⼒をいただきますようお願い申し上げます。

お問い合わせ 詳細はホームページから

WAM助成へのご寄付には、
税制上の優遇措置があります

■ WAM助成フォローアップ調査結果より
H27助成先155団体に助成期間終了後1年半経過後にアンケートを実施

助成期間中

終了から
1年半経過後

助成規模は事業の目的に
応じた申請が可能です。

「団体立上げ期」
「新事業展開期」
「全国広域展開期」

等、様々な段階の
事業が実施されています。

近年の年間予算額は6億円強。
NPO法人・非営利任意団体の
採択率は約8割を占めています。

このうち8,830件の助成
実績データ・報告書は、
WAMホームページで閲
覧することができます。


